
    
      
        
      
    

  


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]








この作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差異が認められることがあります。




一部の漢字が簡略字で表示されていることがあります。
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第一章　出張先は正道院！




挿絵１：丸出し！　聖女たちのお尻

挿絵２：褐色お姉さんと深い関係に[image: ]

挿絵３：懺悔室は密着の密室[image: ]




第二章　隠れた快楽と秘された想い




挿絵４：陥没乳首をほじられて[image: ]

挿絵５：美女達と夜の情報共有[image: ]




第三章　見習って、繋がって




挿絵６：服飾室の邂逅

挿絵７：爆乳に抱かれるアソコ[image: ]

挿絵８：少女から大人へ[image: ]繋がる院生




第四章　蕩ける彼女のドスケベ懺悔




挿絵９：おっぱい並ぶ募金活動

挿絵10：机の下の恥もんぜつ[image: ]

挿絵11：拘束[image: ]開脚[image: ]イキ堕ち懺悔




番外編　レテアの処女をケータリング[image: ]




挿絵12：えっち店員二人と秘密の肉こね[image: ]



あとがき















　　第一章　出張先は正道院！







　馬車がゆっくりと止まったのは、夏の太陽が空の真ん中に昇った頃。

　林の中にある係留所は涼しくて、とても心地が良い。

「アリスト様。到着しました」

　馬車の扉を開けてくれたのは、緑色のロングが良く似合う女性、ケイトさん。

　年上美人を感じさせる彼女は、宮殿のメイドさんの一人でもある。

「お疲れ様、ケイト。全然揺れなかったわよ、流石さすがね」

　オリビアとは付き合いが長いそうで、馬車を降りつつ言葉を交かわしている。

「ふふ。褒ほめても何も出ないわ」

　ケイトさんが見せる笑みは清楚そのものだ。

　目隠しは俺の希望で外していただいたので、それをしっかり見られるのも嬉しい。

　と、彼女はそこで真剣な顔になって、深々と俺に頭を下げる。

「アリスト様、改めてようこそいらっしゃいました。滞在期間中は私が、エフィに替わってお世話係を務めさせていただきます」

「こちらこそ、よろしくお願いします。オリビアも改めてよろしく」

　俺は彼女と、そしてウィメから一緒にやってきた褐色美女にも軽く頭を下げた。

「男と一緒に出張する日が来るとはね。ふふ、アンタといると退屈しないわ」

　オリビアと二人で笑いつつ、俺は事の経緯を思い出していた。




「首都から俺に命令？」

　宮殿の一室でそれを聞かされたのは、少し前のこと。

　レテアの経営が軌道に乗りはじめた、その矢先のことだった。

「『イル正せい道どう院いん』へ、視察として一ヶ月ほど滞在するようにと……」

　イルゼさんが大きな瞳を伏せながら言う。

「どうして急に……？」

　名目はどうあれ、端的に言えば俺は首都を追放された身である。

　あとは放って置かれるものだとばかり思っていたのだけど……。

「ディーブ伯爵の嫌がらせと見て間違いないでしょう」

　そんな俺の疑問に応じてくれたのは、同席したニュートさんであった。

「手放した店舗がアリスト様によって人気になってしまった。それが気に食わなかったようです」

　ニュートさんと一緒に、俺はため息をついてしまう。

（確か、『レテア』の前のオーナーだった貴族だよね）

　太りすぎな体型とは裏腹に、器は大きくないらしい。

　貴族の子息が首都の決定を無視するのは重罪だそうで、俺は従うしかないようであった。

「ウィメのために尽力してくださったのに、本当に申し訳ございませんわ……」

　無論、イルゼさんが謝ることではない。

「いやいや！　俺がやりたくてやったことですし！　それで、せいどういん、というのは？」

　俺が聞くと、優秀な執事さんが早速説明を始めてくれた。

「正道院は『リム教』を守る宗教施設であり、院生と呼ばれる女性が集つどっております」

　その後も続いた話によれば、現代でいう修道院と似たような場所のようだ。

　そしてリム教というのは、多くの女性が信仰する最大宗教らしい。

「しかし院は閉鎖的で、中の様子はあまり周囲には伝わりません。貞淑ていしゅくを良しとする教えの反面、欲求を抑おさえ込んでいる女性も多いと言われています」

　その背景ゆえに女性都市以上に忌み嫌われ、男性がまず訪れない場所だそうだ。

　そして、そこへ俺を放り込むということは……。

「慰みものにされてしまえ、ということなのでしょう。そしてそれは一ヶ月もあれば充分と」

　以降、面倒があればまた放り込むぞ、と脅しをかけようという気なのだとか。

「そ、それはまた随ずい分ぶんなやり方ですね……」

　ただ、今のイル正道院ではまずそれはない、とニュートさんは言った。

　男性に食って掛かり首都から飛ばされた女性が、その院長であるのが理由だと言う。

「相当の男性嫌いです。伯爵らはその感情を利用しようという気のようですが」

「むしろ、逆ですわね。『氷の院長』はそのようなことを一番嫌いますわ」

「氷……ですか？」

「ええ。通称ですわ」

　その頑かたくなさと冷徹な印象から、その院長は『氷の院長』とさえ言われているらしい。

「男性が嫌いだからこそ、彼女は男性と同じようなことはしたがらないのです。その辺りを首都の方々はご理解できていらっしゃいませんわね」

　その証拠に『あくまで院生と同じように扱う』という書が正道院から既すでに届いたそうだ。

「あの厳格さは信用できます。ですが、それゆえにウィメとの関係はあまり良くありません」

　厳格な教えを広めようとするあまり、領民に寄付を強制する条例を作るよう、執拗に迫ってくるのだとか。

「条例を作らなければ、領民の成人の儀式や弔いの儀式まで取りやめると」

　そうなると、領内は大きな混乱になってしまうという。

「それで、イルゼさんは条例を？」

　俺の言葉に可憐な領主様は首を振った。

「いいえ。そんな条例を出せば、いよいよ院とウィメの領民との関係は、修復不可能になりますわ」

　逆らえない命令に、厄介な出張先。

（リオナさんと、新しいパンの開発でもしようかなって思ってたんだけどな……）

　なかなか上手くはいかないものだ。

　ただイルゼさんとニュートさんは、俺のために策を用意してくれていたらしい。

「アリスト様。オリビアと同室、というのはお嫌ですか……？」

　そしてその策には、素敵な条件が含まれていたのである。




　──そして、現在。

　俺はいよいよ、出張の地に到着しようとしていた。

「まもなくイル正道院です」

　しかしながら俺は、早くもここへ来た目的を忘れかけていた。

（いい……！）

　前を歩くケイトさんのメイド姿が、非常に魅力的であったからである。

　例によって短すぎるスカートが揺れ、黒タイツに包まれたお尻が丸見えだ。

（下着が白だからレース模様までくっきり見えちゃってるよ……！）

　しばらくそれを観察させてもらっていると、急に視界が拓ひらけた。

「！」

　現れたのは綺麗に整備された洋風の庭。

　庭を貫く歩道の先には、直立した二等辺三角形を思わせる木造の建物が静かに佇たたずんでいた。

　そこに美しく、それでいてどこか外界から隔絶された神聖な雰囲気が漂っている。

（これが……イル正道院）

　すると、音もなくその建造物の扉が開いた。

「お出ましね。アリスト、ちょっと偉そうにしてなさいよ」

　現れたのは十数人の女性達──院生の皆さんだ。

　皆一様に、顔を隠すヴェールのようなものを付けている。

　身につけた衣装は皆一緒で、装束の色使いは黒と白。

（この辺りは現代のシスターさんと似てるな）

　奇抜な出で立ちでなくてほっとした──のも束の間。

（って、えええええ!?）

　シスターと似ていたのは、その色使いだけであった。

（み、皆さんおっぱい丸出しなんですけどっ!?）

　まず上半身……というか胸の部分が凄すごい。

　なんと、首から伸びる二本の白い帯で乳首を隠しているだけという驚きの構造なのだ。

　当然横乳はたぷんっと丸出しで、それぞれの女性の乳房の形が良くわかってしまう……！

（スリット深すぎじゃないですか……!?）

　下半身も衝撃的だ。

　ロングの細いスカートに見えるが、その両側に入ったスリットはあまりにも深い。

（ガーターベルトも見えまくりだし、紐パンの結び目も見放題……！）

　あぁ……やっぱりここは素晴らしい異世界だった！

　転生させてくれた女神様、本当にありがとうございます。

　俺はこの世界の修道院も大好きになれそうです！

「お客人の方々、来訪に感謝する」

　そんなふうに神に感謝していると、並んだ女性の中から一人が一歩前に出た。

　凛りんとした声を発したその女性だけは瞳を顕あらわにし、口元に透明なヴェールをしている。

（すっごい美人だ……！）

　煌きらめいてさえ見える金髪に、シミひとつない白い肌。

　豊かで柔らそうなのに、乳首を隠す帯の左右から一切垂たれる様子のない乳。

　あまりに整った容姿は、神々しささえ感じられる。

　そんな絶世の美女は、少し間を置いて口を開いた。

「イル正道院の院長、アーリャだ。ウィメよりの使者の御方、来訪を歓迎する」

　しかしその視線は、分かりやすく冷ややかであった。

「そして、アリスト殿」

　俺に対しても表情一つ変えない。

「慰み者にされることや、非道な仕打ちを恐れる必要はない。我らはそのように野蛮ではない」

　そして、はっきりと明言をしてみせた。

「男性にも関わらず魔法が使えないという体質や、ウィメでの『ご活躍』も承知している。しかし、ここは正道院。滞在中は同じ院生として扱わせていただく」

　氷、という言葉は確かに彼女をよく表現している、と俺は思わざるを得ない。

　そしてその厳格さは、聞いていた通りで間違いなさそうだ。

（まさか服まで院生の皆さんと一緒……とか言わないよね……？）

　そうは思うが、この院長なら着せられそうでちょっと怖い……。

　と、今度は小柄な女性が進み出た。

「よっ……ようこそお出でくださいました、アリスト様。皆様」

　彼女は目元あたりを覆うヴェールをしている。

「ボクは副院長のルエッタと申します」

（ボク……！）

　素敵な一人称で話す女性は、そのまま俺達に手を差し出した。

　彼女は俺たちを歓迎してくれているようだ。

　俺もお辞儀を返しつつ、差し出された手を握る。

「アリストです。お世話になります」

　見た目通りそれは小さくて、けれど思った以上に柔らかくてすべすべだった。

「……っ……」

　ちょっと強く握りすぎてしまったのか、彼女はびくっと肩を震わせる。

　が、ルエッタさんはすぐに口元に笑みを浮かべ、ぎゅっと握り返してくれた。

「こちらこそ、よろしくお願いいたします」

　俺が安堵していると、彼女はオリビアやケイトさんとも握手をする。

「ケイトさん、またお世話になります」

「いいえ、こちらこそ。またご厄介になりますね」

「いえいえ！　ご来訪嬉しいです！　えっと、そちらがギルド長のオリビアさんでしょうか？」

「ええ。オリビアよ、受け入れ感謝するわ」

「はじめまして。今回はよろしくお願いいたします」

　ペコペコと可愛らしくお辞儀を繰り返すルエッタ副院長。

　それが一段落すると、アーリャ院長は口を開く。

「では、中へ」

　美女は愛想なく背を向けて、そのまま正道院の中へと歩き出した。

　隣のオリビアがこっそりと苦笑を漏もらす。

「……『氷の院長』は夏でも凍こおったままね。男を出迎えもしないとは大したものだわ」

　それにひそひそと応じたのはケイトさんだ。

「最近は……更に冷えているかもしれません。アリスト様、お気をつけください」

　俺に身体を寄せて、彼女も苦言を呈する。

　これは『オリビアの目的』を達成するのも、なかなか難しそうだ。

（いきなり暗雲って感じだなぁ）

　快晴の空との対比に苦笑してしまう。

　……が次の瞬間、俺の頬は硬直してしまった。

「ッ！？？！？？」

　それはなぜか。

（お、お尻っ!??　あ、穴ッ!?）

　俺達の案内のため、背を向けたアーリャ院長とルエッタさん、そして側に一歩引いて控えていた、白い三つ編みの院生の服。

　そのお尻部分に、くり抜かれたように大きな穴が開いていたからである。

（全員……お尻丸出しだ!!）

　その窓からは、下着も生尻も、統一された白のガーターベルトも丸見えである。

（まるでお尻の展覧会だ……）

　感動と欲情で、ごくりと喉がなってしまう。

　しかし彼女達にとって、この服は当たり前らしい。

「こちらが聖堂で、ここを抜けた先にお三方のお部屋があります」

　ごくごく普通にお尻を見せながら、ルエッタさんは案内を続ける。

「は、はい……」

　返事はしたものの、俺は彼女達のお尻から視線を外せなかった。
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（……ルエッタさん、意外と大胆……！）

　彼女のお尻で輝くのは、総レースの際どいラインの白パンティ。

『ボク』という一人称に見合った純朴さと、色っぽさがそこに共存している。

（小柄だけど、お尻はすごくたっぷりしてて……）

　歩くたびにむにゅん、むにゅんと歪む尻肉は男を誘って仕方がない。

（アーリャ院長は……って！　お尻の谷間が見えてるじゃないか！）

　絶世の美女の下着は、行き過ぎなほどローライズだった。

　圧倒的に布が足りておらず、お尻の谷間が半分くらい見えている。

　きっと前はスジもはみ出しちゃっているはずだ。

（ああ……ずっと見ていられちゃうよ）

　ルエッタさんのものとは違う、キュッと締まりながらも柔らかそうなお尻。

　安産型を思わせる体型で、誰もがすけべな想像をするだろう。

（すごい……）

　他の院生達も、無言のまま生尻とパンティを見せつけて歩いている。

（なんて素晴らしい景色なんだ……！）

　この世に現れた楽園を目の当たりにした俺は。

「皆様のお部屋はこちらです」

　ルエッタさんにそう言われるまで、ただただ感動に打ち震えていたのであった。




　案内された部屋に、俺は驚かされた。

「わ……」

　美しい木材で構成された高い天井。

　寝心地の良さそうな、キングサイズの大きなベッド。

　そして美しい庭を望める大きな窓。

　別途個室もついているし、広い木製テーブルとソファを備えた応接スペースまである。

（リゾートホテルのスイートみたいだ）

　とてもじゃないが、普通の院生が使う部屋とは思えない。

　目を白黒させる俺に、アーリャ院長の冷たい声が飛んできた。

「貴殿らは俗人。宿舎は遠慮してもらいたいのでな」

　アーリャ院長的には、これは隔かく離りのためらしい。

　俗人、というのは正道院で暮らさない庶民のことを指す言葉だ。

（多分……男性貴族用の部屋なんだろう）

　形式的にそういったものを用意せよ、と理不尽な决まりがあるのがこの世界。

　正道院も例に漏れないようだ。

「あ、あの……それで皆様」

　毅き然ぜんとした院長の一方、先導をしてくれたルエッタさんは落ち着かない様子である。

「皆様同室ということになります。ですがあの……本当に？」

　俺は心配そうな副院長さんにはっきりと首を横に振ってみせた。

「問題ないです。とても良いお部屋をありがとうございます」

「そ、そうですか……！　出過ぎたことを申しました」

　ルエッタさんが恐縮した様子で、俺にぺこりとお辞儀をする。

『抜けがけ……んんっ！　アリスト様に悪しきことをする院生がいないとは限りません！』

　三人で同室、というのはイルゼさんの強い希望であった。

（オリビアとケイトさんと寝泊まり……嬉しい、嬉しいけど！）

　触れてはいけない美女二人を前に、煩ぼん悩のうとの熾し烈れつな戦いは避けられないだろう……。

「アリスト様のお世話は私が」

　今回は院側の要求で、ケイトさん以外のメイドさんは受け入れを拒否されてしまった。

　だからこそ改めて申し出るケイトさんに、アーリャ院長はこくりと頷く。

「助かる」

　一方俺は、お世話と聞いてエフィさんのことを思い出してしまっていた。

（え、エッチなお世話もしてくれたりして……っていかんいかん！）

　早速始まった煩悩との小競り合いを抑おさえていると、アーリャ院長が口を開いた。

「では皆、日課に戻ってくれ」

　その声に合わせて、部屋の外に待機していた院生達が静かに去っていく。

　彼女たちが去るのを待って、美人院長は更に続けた。

「早速で申し訳ないが、オリビア殿の滞在日程について打ち合わせをさせていただきたい」

　彼女の言葉にオリビアが驚いた声をあげる。

「今から？」

　副院長的にも早すぎる印象らしい。

「アーリャ、そんなに急がなくても。まずは夕食まで休んでもらって……」

　が、院長はどちらの女性にも首を振ってみせた。

「いや、早急に決めておくべきだ。段取りが決まっているほうが院生達も安心する」

　オリビアは、そんな彼女に瞳を細める。

「早急っていうか、拙速って気がするんだけど？」

　冷たい美女はその言葉には応こたえず、すぐにケイトさんへ視線を移す。

「では、ケイト殿。お願いしてもよいだろうか」

　唐突な言い様だったが、緑髪のメイドさんはすぐに返事をする。

「承知しました」

　彼女はもともと宮殿と院との連絡役で、今は経理の手伝いもしているという。

　アーリャ院長の振る舞いには慣れっこなのかもしれない。

「では院長室で待っている。早めに来ていただけると助かる」

　手短に言うと、院長はさっさと部屋を出ていってしまった。

「ぶ、無礼をお許しください！　夕食の際に改めて……！」

　そんな彼女を、ルエッタさんが急いで追っていくのであった。




　二人が出ていった後。

　オリビアは、ケイトさんへ苦笑を向けた。

「配置、変えてもらったら？」

「ふふ、イルゼ様と同じこと言うのね」

　メイドさんはふふっと微ほほ笑えむ。

　そのまま彼女は荷物をまとめ、筆記具を持って立ち上がった。

「では、行って参ります」

「ん。後で色々教えてね」

　オリビアが応じると、今度は彼女の顔に苦笑が浮かんだ。

「良い知らせがあるとは期待しないで頂戴ね」

　ケイトさんが纏まとう雰囲気が、どこか高貴な感じがするからだろうか。

　苦笑でさえも、友人の冗談に笑う清楚なお嬢様を見ているかのようだ。

「では、アリスト様。お世話はまた後ほど」

　そんな彼女の『お世話』という言葉が強調された気がしたのは、俺のスケベさ故に違いない。

「いってらっしゃい～」

「よろしくお願いします」

　俺はオリビアと一緒に手を振って、素敵なメイドさんの後ろ姿とお尻を見送るのであった。




　ケイトさんが去ると、広い部屋にオリビアと二人になる。

　すると彼女は気のぬけた声をだし。

「あ～」

　ぼふんっと、柔らかいベッドに身を投げた。

「うちのベッドより全然いいわ～」

　最近、オリビアは俺の前で無防備に振る舞うことが増えた。

　距離が近くなった気がして、とっても嬉しい。

　ただぽんぽん美脚を放り出すことが増えているのは、とても難しい問題だ。

（嬉しいけど……そんなに見せられたら、ムラムラしちゃうから！）

　マイクロミニスカートから、お尻までも見えることが少なくない。

「はぁぁ～」

　俺の悩みなどつゆ知らず。

　オリビアはそのまま、ごろりと横になってソファに座る俺のほうを向く。

「どうだった、アリスト？　氷の院長は」

「あはは……適切な表現だと思った、かな」

「あたしもいつもそう思うわ。ギルドに顔だした時なんか、皆震え上がってるもの」

　さて、今回どうしてオリビアも一緒なのか。

　それはイル正道院内で、小規模な商あきないを起こすのが目的だからであった。

　その発端は、ルエッタ副院長の涙ながらの陳情だったという。

『このままでは院は潰れてしまいます！　どうか、商いのご指導をしていただけませんか!?』

　聞けば点在する他の正道院は、どこも小規模な商売をしているそうだ。

　というのも、院生達の生活や正道院の維持、それを寄付だけで賄まかなうのは難しいからだ。

「でも氷の院長は商いには大反対。だからあんな態度。分かりやすいわね」

　彼女が院長になってから、もともとやっていた商いは廃止したのだとか。

「さっきの、今すぐ日程を決めたい、っていうのも早く帰ってほしいってこと？」

「そ。要するにいつ帰るかすぐ決めろってことね」

「商いをやる気は一切ない……ってことかぁ」

　結局ケイトさんが向かった話し合いというのは、早速の牽けん制せいだったわけである。

「そうなると、収入は寄付だけ。でも支出は、院に必要なお金だけじゃ済まないわ」

　聞けば首都では女性の宗教活動は非生産的であり、男性への反抗だとされているらしいのだ。

「『そうでないなら誠意を見せろ』ってことで、正道院は首都にお金を納おさめないと駄目なの。しかもどっかの伯爵の嫌がらせで、イル正道院だけ額が多めなのよ」

「どっかの伯爵って……もしかして」

　オリビアはうんざりした表情をする。

「あの豚よ。アーリャが昔男に噛み付いたって話、聞いたでしょ？」

「うん。それでイル正道院へ飛ばされたって。まさか……」

「そう。あのディーブよ。妙な因縁よね」

　俺も彼女と一緒になってため息をつく。

「だとしても、リム教の教えは『慈愛と寛容』なのに。儀式を人質に脅迫なんて、どうかしてるわ」

　彼女はつぶやくように言った後、ふと心配そうな表情になった。

「でも……それくらい余裕がない。とも言えるわ」

　オリビアの言葉に、俺はなるほど、と思った。

（つまり……ピリピリしちゃってる、って事なんだな）

　コンビニバイト時代にも、あんな感じの人にはしょっちゅう会ったものだ。

　お客様はもちろん、本社から来る社員さんにも時おり居た。

「あたしね……そういうのも貧しさの一つだと思うの。心が貧しいっていうか」

　そんな人に、異世界の商業ギルド長はとても優しかった。

「そして。そういう貧しさを救う力が、商売にはあると思う」

　褐色美女は、そのままにやっと笑う。

「だから、ゆっくり居座ってやるわよ。いい部屋ももらえたことだし？」

　彼女は不敵に宣言をして、素敵な表情を見せた。

（オリビアって、やっぱり格好いいよな……）

　と、ギルド長としての彼女に魅了されている俺をよそに。

　オリビアはさっさとリラックスした表情に戻った。

「にしても、長距離だったから疲れたわ」

　うーんっと伸びをして枕に顔を埋める。

（お、おお……）

　彼女の形の良いおっぱいが、上等なベッドと身体の間から溢あふれる様さまは素晴らしい……。

「アリストは疲れてないの？」

「え？」

「ウィメから半日だったけど、久しぶりの大移動だったでしょ？」

　顔だけをこちらに向けたオリビアに言われ、そういえばと思う。

「確かにそうだったなぁ。でも、意外と平気かも……」

　理由の一つは、転生の際にもらった『健康な身体』のおかげだろう。

　精力が旺盛すぎるこの身体は疲れ知らず、病気知らずだ。

　そしてもう一つの理由は、

「馬車が良かったからかな？」

　異世界での俺の父さん──ペレ伯から贈られた馬車のおかげだと思う。

『都市での活躍、知らせが届いている。馬車はせめてもの応援だ。自由に使ってくれ』

　そんな手紙とともに、質素ながら大変質の良い馬車がウィメに届いたのだ。

（馬車がプレゼントなんて、やっぱり俺って貴族の息子だよなぁ）

　改めて恵まれた立場を感謝しつつ、同時にとても嬉しかった。

　親子仲が原因で左遷されたのかと思っていたが、そうではないと分かった気がしたからだ。

　ちなみにオリビアにも、あの馬車は大変好評だった。

「流石貴族の作らせるものよね。乗り心地は最高だったわ。悔しいけど」

　でも、と彼女は続ける。

「身体にキてるのは事実なの。アリスト、ほぐしてよ」

「えっ!?」

「聞いたわよ。アンタ、エフィに指圧やってもらってるんでしょ？」

　オリビアとエフィさん、いつの間にか繋つながりができていたらしい。

　女性のネットワークって凄い。

「あたしにもやってみてよ。少しは凝こりがほぐれそうだし」

「いやいや、俺はやってもらってるだけで……」

　確かに、背中の指圧マッサージはやってもらっていた。

　身体は疲れていないけれど、エフィさんの気持ちが嬉しいのでついつい甘えてしまうのだ。

（……もっと気持ちいいマッサージに移行するのも楽しみだったり）

　って、まさかそこまで漏もれたりしてないよね？

　俺がドキドキしていると、ギルド長は更にリクエストを続ける。

「見様見真似でいいから。ほらほら早く」

　うつ伏せのまま脚をばたつかせるオリビア。

（かわいい……！）

　いつもより子供っぽくなったオリビアの魅力に逆らえず、結局俺はキングサイズのベッドに乗ることになった。

「よっと……」

　四人はゆうに眠れそうな幅広のベッド。

　膝立ちでオリビアがうつ伏せになっている場所へ近づくと、彼女は楽しそうな声をあげる。

「ふふ」

　初めて出会った時とは別人のようだ。

「じゃあお客様。背中の指圧をするので、楽にしてください」

　冗談めかして言うと、オリビアも演技じみた声で応じる。

「はーい」

　互いにくすくすと笑う時間が心地よい。

　俺が、そっと彼女の背に手を伸ばすと。

「あ、待って」

　オリビアはそう言って、ギルド長の上着を脱ぐ。

　すると現れたのは、胸元まで深く開いたインナー。

　背中側の布も少なくて、すごくセクシーだ。

（こ、これは……）

　オリビアがここまで褐色肌を晒さらしてくれることは今まで無かった。

　顕あらわになった背中や、いつもより良く見える谷間が堪たまらない……。

「じゃあ、お願い」

　彼女はなんてことない様子で、改めてベッドにうつ伏せになった。

「う、うん。じゃあやるよ」

　痛かったら言ってね、と声をかけつつ俺は気持ちを整える。

（煩悩退散、煩悩退散……）

　とりあえず、エフィさんがやってくれたように肩から……。

「ひゃっ……！」

「あ、ごめん！　痛い？」

「ううん。ふふ、くすぐったい。そこ凝ってるから思い切りやって頂戴」

　ギルド長として事務作業も多いオリビアだから、ある意味その様子は納得である。

　妙な感慨を得て煩悩が遠のいた……と思ったのだが。

「んっ……はぁ……」

　指圧のたびにオリビアが零こぼす吐息。

　それがやたらと色っぽい……。

「うっ……んんっ……あぁ、気持ちいい」

　快活でハキハキした彼女からは想像がつかないような女性らしい声。

「そこ、あっ……じょ、上手ね……」

　そしてどうしても意味深に聞こえてしまう言葉の数々……！

「ぉ……ふぅんっ……ふぅ……」

　艶つやっぽく身体をよじるオリビアに、俺は口の中がカラカラになっていく。

　必死に煩悩を振り払いつつ腰回りまで指圧を続けると、今度は彼女からリクエストが入った。

「脚のほうも……ぅんっ……やって。最近、結構張ってるのよ」

　枕に顔を埋めたまま、彼女は大したことがないように言う。

　……が、俺にとっては一大事であった。

「う、うん。わかった……」

　背中はまだしも。

　彼女の美脚、それも生脚に触れることになったのだ。

　最近ずっとムラムラさせられていたそれに……！

「えっと、じゃあ……ふくらはぎから……」

　うつ伏せのままの彼女の足元に移動する。

　それだけで俺の息子は反応してしまった。

（ほとんどスカートの中を覗のぞいてるみたいなもんだよな、これ）

　違うとすれば、相手が寝ているか立っているかだけだ。

　当然、マイクロミニスカートからはみ出した尻肉もたっぷりと堪たん能のうできてしまう。

（いかんいかん！　集中、集中！）

　俺は湧きでた不ふ埒らちな考えをかき消しながら、彼女のふくらはぎを刺激していく。

　その褐色の肌はすべすべで張りがあり、頬ずりしてしまいたくなるほど。

　オリビアのリクエストは更に続く。

「んっ……太ももも。はぁっ……して、頂戴……」

（い、いいの!?）

　ごくりと喉を鳴らしつつ、俺は更に手を上にもっていった。

　室内が妙に静かに感じて、外から入ってくる鳥の声が妙に大きく聞こえる。

「はぁっ……」

　思い切って触れた、彼女のふとももの柔らかさと張りといったら絶妙だった。

「んっ、ふぅっ……ぅんっ……」

　むっちりとしていて、適度に俺の指を跳ね返してくる。

　褐色の柔肌に俺はすぐに夢中になり。

（どうしよう……これ……）

　同時に、我が息子は完全に臨戦態勢に入ってしまっていた。

　貴族風のズボンの前が、パンパンに張っている。

　が、それをどうするか考える余裕も吹き飛ばす事態が起きた。

「アリスト、内側も……」

　オリビアは小声でそう言うと、垂すい涎ぜんものと言える太ももを。

「お願い……」

　うつ伏せのままゆっくり左右に開いたのだ。

　そして妙に静まり返った部屋に。

　にちゅっ……といういやらしい音が響き。

「ッ!!」

　俺は驚愕の事実を知った。

（穿はいてない……！）

　彼女はパンティを穿いていなかった。

　大切な花は一切隠されることなく、愛液で湿った様を露出していたのである。

　俺の視線が引き寄せられたのを彼女は察したのだろうか。

「……っ……」

　オリビアは、ぴくんっと身体を震わせた。

「………」

　けれど、それでも彼女は太ももを閉じることは無かった。

　ぬちゃっと再びいやらしい音が響き、内ももに愛液で糸が引いていてもだ。

「……お願い……」

　そして彼女は、後ろ手で自分のマイクロミニスカートを完全に捲めくりあげてしまう。

　褐色の美尻が、彼女の意思で俺の前にさらけ出されたのだ。

（こ、これって……）

　友人関係に近いと思っていたオリビア。

　その彼女からの分かりやすい誘惑であった。

（あぁ……！）

　感動と興奮。

　そして当然、魅力的なオリビアの誘惑に逆らうなんてことはできやしなかった。

「はぁっ……はぁっ……！」

　鼻息荒く、俺は両手で彼女の尻肉をかき分ける。

「んっ[image: ]」

　果たしてそこは洪水状態だった。

（あのオリビアが、こんなに濡れて……！）

　誘われるまま、その潤うるおいの中心部に触れると。

「……んはぁっ……[image: ]」

　オリビアが熱い吐息を漏らし、ベッドから腰を浮き上がらせる。

　けれどそれは快感で跳ね上がっただけではなかった。

　褐色の下半身は器用にくねりつつも、俺の指に自ら濡れそぼった牝めす口くちをこすりつけ。

（わっ！）

　そのまま蜜みつ壺つぼへと咥くわえこんでいく。

　俺が指を挿入するのではなく、彼女のいやらしい口のほうから捕食してきたのである。

「んふぅっ……[image: ]うぅっ[image: ]ふーっ[image: ]ふーっ[image: ]」

　オリビアはうつ伏せで枕に顔を埋めたままだ。

　けれど、彼女の下半身が快楽を求めてくれているのは明らかだった。

（もっと、オリビアの感じてるとこがみたい……）

　俺は少しずつ指を動かし、彼女のトロトロになった膣ちつ壁へきの感覚を味わう。

「ふーっ[image: ]んぁ……ッ[image: ]ぅッ……ぁ……[image: ]」

　びくっ、びくっと震える彼女の身体。

　俺の指を拒絶することはなく、むしろきゅうきゅうと締め付けが強くなっていく。

　締め付けをかき分けるようにすると、オリビアはばっと自分の顔を押し付けた枕を握りしめ、

「[image: ]ッ……[image: ]んんっ[image: ]」

　激しく下半身を震わせながら、びゅっといやらしい蜜を吹き出した。

「ふぅッ[image: ]ぅうッ[image: ]ァっ[image: ]～～～ッ[image: ][image: ][image: ]」

　膣壁が何度も何度も収縮し、ぴんっと伸ばされた美脚がぶるぶると震える。

（俺の指で、イッてる……！）

　さっきまで軽口を叩いていた彼女が、俺に秘所を晒さらし絶頂する。

　そのギャップとびくっびくっと震えている美尻に、もう俺は我慢ならなかった。

「オリビアッ！」

　夢中になって彼女の両脚を開き、その股ぐらに顔を突っ込んでしまう。

「あっ!?」

　そしてそのまま、いやらしい香りを漂わせる牝口を思い切り貪った。

「えっ!?　ちょ……あっ[image: ]んはあああぁッ[image: ]」

　オリビアが戸惑う声をあげようとも、俺はもう彼女を逃す気になれない。

　張りのある尻肉を鷲掴みにし、彼女の秘所を舐なめしゃぶる。

「んぅううッ[image: ]ふぅッ[image: ]ぅううッ[image: ]～～～～ッ[image: ][image: ][image: ]」

　噴水のように湧き出る愛液。

　下半身の震えから彼女が再び絶頂に達してくれたことが分かる。

　ぎゅぎゅっと俺の顔を彼女の太ももが挟み込むが、それも俺にとってはご褒ほう美びでしかない。

（オリビアの太もも、すごい気持ちいいっ！）

　ますます興奮にのまれながら、今度は彼女が勃起させている淫豆にむしゃぶりついた。

「あぁッ!?」

　彼女はそこを責められることを予期していなかったのかもしれない。

　オリビアの背が大きく反り上がり、枕に押し付けていた顔が天を向く。

　そして、そのすぐ後に。

「あっ[image: ][image: ]っ[image: ]ぅんんんんッ[image: ][image: ][image: ]」

　彼女は再びベッドに顔を押し付けながら、下半身を大きく震わせた。

「～～～～ッ[image: ]～～～～～ッ[image: ]」

　更に深い絶頂に達してくれたのだろう。

　俺の舌を引き込もうとするように膣口はざわめき、同時に愛液がびゅっびゅっと噴き出す。

　そこから一旦口を離そうとすると。

「ぅ……[image: ]……ッ……[image: ]」

　まるで俺の口から離れたくない、とでもいうようにオリビアの下半身もついてきた。

　そのため彼女はうつ伏せでありながら、膝だけは立てた状態になっていく。

「お、オリビア……」

　完全に口を離した時、俺はその痴態にくらくらした。

「はーっ……[image: ]はーっ……[image: ]」

　枕に顔を埋めたまま、彼女は美尻と秘所を思い切り俺に突き出していたのだ。

「……はぁっ……はぁっ……んっ……[image: ]」

　それだけではない。

　オリビアはそのまま、自らの両手で秘所を開いてみせたのである。

　ぬちゃあっと、女性がさせてはならない音が響く。

（う、わ……）

　あまりのすけべさに俺は言葉を失った。

　そして美女も、しばらく言葉を発することはなかった。

「……んっ……[image: ]」

　部屋を奇妙な静寂が支配する。

　けれど、もう俺の耳には鳥のさえずりが入る余地さえ無かった。

「……お願い……アリスト……」

　かすかに聞こえた、褐色美女の声が俺を支配したからだ。

「オリビアっ！　挿いれるよッ！」

　俺は、極上の果実に……その美女に飛びつく。

　そして思い切り──。

「きてッ！　おねが──あぁああああッ[image: ][image: ][image: ]」

　褐色美女の奥を貫いたのだ。



　──パンッパンッパンッ！

　互いが深く繋がった直後から始まったのは、アリストの猛烈な腰使いだった。

「ッ[image: ]はぁッ[image: ]あああっ[image: ]」

　オリビアは嬉し涙を流しながら、経験したことがないほどの快楽に喘ぐ。

　涙はその股間部からも、大量に吹き出していた。

　──パンッパンッパンッ！

「あっ[image: ]ああっ[image: ]」

「気持ちいいよッ……オリビアっ！」

　アリストの言葉と肉棒で、彼女はあっという間に絶頂する。

「あああああッ[image: ][image: ][image: ]」

　既すでに何度目かわからない絶頂が、オリビアの身体を駆け抜ける。

　しかし同時に、彼女の蜜壺はアリストの剛直にねっとりと媚こびていた。

「オリビアの膣な中か……ッ！　すごい締め付けてきて、気持ちいいッ……！」

　恋した男に、自分の汚らわしい下半身を褒められる。

　オリビアはそれだけで、更に深く達してしまった。

「ああっ[image: ]ありすとぉおっ[image: ]」

　ずっとずっと待ち望んでいた、彼の逞たくましい肉棒。

（あぁ、やっとシテもらえた……[image: ]）

　褐色の美女は、自らの幸福を噛み締めていた。

「あっ[image: ]あんっ[image: ]ああっ[image: ]」

　アリストは美尻を両側から鷲掴みにして、獣のように腰を振る。

　パンッ、パンッと互いの身体がぶつかり、女体はびちゃびちゃとはしたない汁を撒き散らす。

「オリビア……俺、ずっとこのお尻触りたかったんだ……！」

「ほんとっ？　あっ[image: ]ああっ[image: ]いっぱい好きにしてっ[image: ]ありすとのすきにしてっ[image: ]」

　いじらしい言葉に、アリストの腰使いは大きく、深いものへと変わった。

　処女を散らしたばかりのオリビア。

　その子宮口は、すでにその衝撃を至上の快楽として受け止める。

「[image: ]ッ[image: ][image: ]ッ[image: ]」

　再び襲う絶頂。

「オリビアも気持ちいいっ？　はぁっ、はぁっ……」

「きもちいいっ[image: ]ありすとのすごいっ[image: ]いいのぉっ[image: ]」

　それをアリストの言葉が更に深くした。

（嬉しい……アリストっ[image: ]もっとあたしで興奮して……っ[image: ]）

　オリビアの無防備な様子。

　確かにそれは、彼女が以前よりアリストに気を許したことが影響している。

　だが一方で、それは秘密組織「お手つきしてもらい隊」にて知恵を得て行ったことでもあった。

『だ……アリスト様は奥ゆかしい方ですが、女性の身体はお好きだと思います』

『おっぱいとお尻は特に喜んでくださいますわ』

『オリビアさんのお尻も、しっかりご覧になっていらっしゃったかと』

『もっとご覧になっていただきましょう。きっとお手つきしてくださいますわ』

　すけべメイドと、すけべ領主は非常に具体的なアドバイスを彼女にしたのだ。

　そして積み上げてきた成果を、彼女は今回受け取るつもりでいたのである。

「馬車からずっと濡れてたんだからぁっ[image: ]」

　快楽と喜びで彼女はその心の内を、愛液と一緒に吐き出していく。

「えっ!?」

「いつも下着見ようとしてるくせにぃっ[image: ]なかなかおち×ぽくれないんだもんっ[image: ]」

「ええっ!?」

　アリストはそこで一度腰を止める。

　自分の視線がすべてバレていたことがわかったからだ。

（もうっ……ほんとにしょーがないんだから……[image: ]）

　オリビアはそんな彼の顔だけを見て、妖艶に微ほほ笑えむ。

「……あんなに脚とかお尻、見せるわけないでしょ……気づいてよ……[image: ]」

　アリストはその表情と、男ならば喜ばないはずがない言葉に息を呑む。

「あ……[image: ]」

　そして肉棒を更に膨らませ、コリコリとした子宮口を更に責めたて始めた。

「ああっ[image: ]つよいっ[image: ]ありすとっ[image: ]つよいのぉっ[image: ]」

　普段は見せない獣のような顔。

　オリビアはそれが嬉しくて堪らない。

「オリビア……誘ってくれてたんだ……！」

　波打つ尻肉に興奮し、彼は腰を更に早くする。

　オリビアは翻弄されるままに、快楽の階段を駆け上がった。

「あんっ[image: ]あああっ[image: ]だっだめっ[image: ]あっ[image: ]いぐぅっ[image: ][image: ][image: ]」

　しかし、絶頂に狂う蜜壺はアリストをも道連れにする。

「あはぁああっ[image: ]」

　強烈な締め付けは、膣内の空気を押し出し。

　彼のペニスを吸引するかのように動いたのだ。

「オリビアっ……くぅっ……！」

　極上のおねだりに、アリストは耐えきれない。

　──ビュクビュクッ!!!　ビュルルルルルッ!!

　すぐさま熱い精が放たれる。

（これがしゃせいッ[image: ]ありすとのっ[image: ]あっ[image: ]また……ッ[image: ]）

　彼が射精をしてくれた。

　その事実だけでも、オリビアを続けざまに果てさせるのに、充分であった。

「イグゥうううッ[image: ][image: ][image: ]」

　室外に聞かれそうなほどの嬌きょう声せいが、彼女の口から抜けていく。

「あっ……[image: ]はぁッ……[image: ]」

　絶頂の余韻に震えるオリビア。

　彼女はそこで、今だからこそ言えることを吐きだした。

「はぁッ……[image: ]あたしも、使って[image: ]ムラムラしたら、おち×ぽいつでも突っ込んで……[image: ]」

　セックス中であっても、それは彼女にとって相当に勇気が必要な発言だった。

　今まで彼女は自らの淫らな部分を、彼には隠そうとしてきたからだ。

　できる限り普通に、どこまでも仕事仲間として。

　けれどもう、オリビアはその関係を続けたくなかった。

「あたしも、めちゃくちゃにしてほしいの……イルゼみたいに……お願い……」

　下半身をぶつけ合い、裸で抱き合う関係になりたくて仕方がなかったのだ。

　出会うだけで、蜜を漏らしてしまうようになってしまったのだから。

「オリビア……!!」

　しかし、彼女の心配はまったく不要なものであった。

「お、俺のものにしちゃうからっ！　もういつでもすけべなことしちゃうからねッ！」

　アリストの目には、随分前から魅力的すぎる女性として映っていたのだから。

「あッ!?　あああっ[image: ]アリストのものになるぅっ[image: ]なるからぁっ[image: ]」

　一度は静かになった部屋に、再び激しく肌がぶつかる音が響きだす。

　注がれた精が溢れ、褐色の内ももをいやらしく彩っていく。

「はぁっ……はぁっ……。オリビア、まだ出したい……！　いい？」

「あっ[image: ]あああっ[image: ]好きにして[image: ]アリストのものだからっ[image: ]えんりょしないでっ[image: ]」

「オリビアっ……オリビアっ……！」

　素敵な男にこんなふうに呼ばれて、乱暴におま×こをほじくられる。

（こんなのむりっ[image: ]はまっちゃうっ[image: ]せっくすすごいっ[image: ]）

　注がれた精液をかき回される感覚に、オリビアの身体は歓喜する。

「アリストっ[image: ]あっ[image: ]おくっ[image: ]らめっ[image: ]あたし、すぐおかしくなっちゃうよぉっ[image: ]」

「いいよ！　おかしくなって！　オリビアが気持ちよくなるとこみたい！」

　アリストの許しを得て、更に褐色の肉体は燃え上がる。

「すきっ[image: ]ありすと、すきっ[image: ]……あ[image: ]いっ[image: ]イク[image: ]イク[image: ]」

「俺もだよっ！　オリビア、すきだっ！」

　熱い愛を叫ばれて、彼女は再び絶頂へと達した。

「ああっ[image: ]また……イっちゃぅううッ[image: ][image: ][image: ]」

　バックでつながったままの女体が、何度も跳ねる。

「オリビア……」

　アリストは震えるオリビアを抱き寄せ、やや強引に唇を奪う。

「んっ!?」

　欲しかったものを貰った牝めすは、大喜びで舌を追う。

「んっ[image: ]ちゅっ[image: ]ありしゅと……んっ[image: ]」

　媚びるように美尻をこすりつけながら、彼女はうわ言のように繰り返す。

「ありしゅと……[image: ]しゅき……ぇろっ[image: ]ちゅっ[image: ]すきなの……[image: ]」

　オリビアは自らの牝をむき出しにして、牡を貪る。

（すき……！　すき……!!）

　それは下の口も同じであった。

「くっ……！　はぁっ……」

　激しく締まる膣。

　肉棒を襲う快感をこらえつつ、アリストは放り出されたもうひとつの果実を鷲掴みにした。

「んんんッ[image: ][image: ][image: ]」

　口を塞がれたまま乳房を激しく揉まれ、オリビアはすぐに達する。

　しかしアリストはそれでも許さず、乳首をこねくり回した。

「あ、ありすとっ[image: ]あっ[image: ]あっ[image: ]」

　感情が高ぶり、クリトリスを思わせるほどの感度になった乳首への愛撫。

　彼女の股間からは、小刻みに愛液が噴く。

「オリビア、気持ちいい？」

「うんっ[image: ]き、気持ちいいっ[image: ]あ、おっぱい、イク……ッ[image: ]」

　比較的軽い快楽の波に攫われながら、美女は思う。

（アリストが使えるのは、女を幸せにする魔法だったのね……[image: ]）

　そんな彼女を今度は大波が襲った。

「んあッ[image: ]」

　パンッと不意打ちのように一回突きあげられたのだ。

「ん[image: ]ッ[image: ]んんんッ[image: ][image: ][image: ]」

　絶頂と同時にキスで口をふさがれて、オリビアの頭はどんどん駄目になっていく。

（ありしゅとぉ……[image: ]きもちいいのぉ……[image: ]）

　蕩とろけきったオリビアの表情。

　それがアリストを心底喜ばせ、満足させた。

「オリビア、凄くかわいいよ……！」

「う、嘘よ……ッ……[image: ]」

　あまりに幸福すぎて、美女はそれを拒否する。

　が、アリストは直接彼女の身体に気持ちをぶつけ始めた。

「あっ[image: ]あっ[image: ]はぁっ[image: ]ありすとっ[image: ]」

　オリビアの女体はそれを逃すまいと、全てを受け止める。

「あああっ[image: ]おしゃせいっ[image: ]ほしいっ[image: ]おねがいっ[image: ]ありすとぉっ[image: ]」

「うん、出すよ……ッ！　また出るッ……！」

「うんっ[image: ]うんッ[image: ]ちょうだいっ[image: ]ちょうだいっ[image: ]ありすとのモノにしてぇっ[image: ]」

　アリストは美しい乳房を両方鷲掴みにして、再び思い切り腰を振りはじめた。

　──パンッパンッパンッ！

　室内に響く、肌と肌がぶつかる音はどんどん速くなっていく。

「あ、イッ[image: ][image: ][image: ]あああっ[image: ]ま、またッ[image: ]イ……ッ[image: ][image: ][image: ]」

　オリビアを襲う、絶頂の波は収まらない。

（イクのとまんない……ッ[image: ]ありすとぉっ[image: ]）

　暇さえあれば彼を求めてしまうような、はしたない女に堕ちてしまうかもしれない。

　そんな恐怖さえオリビアに抱かせるほど、それは逞しく甘美な責めであった。

「オリビア……イクッ……!!!」

（くるのね……っ[image: ]）

　ああ、お射精してもらえる。

　オリビアの身体は、全身でそれを歓迎した。

「ちょうだい[image: ]ありすと、ちょうだいっ[image: ]おま×こにいっぱいっ[image: ]」

　そして次の瞬間、その女体の一番奥へ、熱い熱い射精が叩きつけられた。

「イク……ッ！」

　──ビュルルッ!!!　ビュルッ!!　ドビュッ!!!

（あああっ[image: ]沢山キてるッ[image: ]おせーしキてるのぉッ[image: ]）







[image: ]







　彼に支配されていく。

　その感覚が、彼女にとって一番の幸福であり、至上の悦楽であった。

「～～～～～～～～ッ[image: ][image: ][image: ]」

　深く深く、そして長く彼女は達する。

　彼女の牝穴が表現した喜びは、さらなる射精を呼んだ。

「オリビアの膣中、気持ちいい……また出るッ……！」

　──ドプドプッ!!　ビュルッ!!　ビュルルッ!!!

「イグぅうううううッ[image: ][image: ][image: ]」

　激しい絶頂に襲われたオリビアは。

（アリストのものに、なれたぁ……[image: ]）

　今までの人生で一番の幸福と快楽に、ゆっくりと意識を手放した。




　院長室。

　ケイトはそこで、頭を抱えたい気持ちでいっぱいであった。

「それで、オリビア殿にはいつ頃帰ってもらえるのか？」

　院長席へ座り、大きく足を組む女性──アーリャ。

　絶世の美女が、今回の機会を活かす気がないことに呆れてしまっていたからだ。

（院長室に来た途と端たんにこれとは……相変わらずですね）

　メイドは出そうになったため息を噛み殺す。

　一方、院長は不服そうな様子を隠そうともしない。

「私としてはなるべく早急にお帰りいただきたいのだが」

　どのように言ったものか。

「アーリャ院長。オリビアについてですが──」

　ケイトが言葉を探していると、それを遮さえぎる女性が現れた。

「ちょっと、アーリャ！」

　小柄な女性、ルエッタ副院長である。

「オリビア殿は正道院のためにわざわざ来てくれたんだよ？　なのに、その態度は何？」

「ルエッタ、かの者はお前が勝手に呼んだんだろう。私は呼んだ覚えなどない」

「だとしても、すぐに帰りの日程の話をしたいなんて。失礼すぎるよ！」

　憤ふん慨がいする彼女は続ける。

「それに、院長だからって副院長の客に無礼を働いて良いなんて規律はない。違う？」

　しかし、アーリャは冷たい視線を向けた。

「院長に報告もせずに客を呼ぶ。規律を守っていないのはお前のほうだろう」

「それは……どうせ報告したら許可しないと思ったし」

　今回イルゼに頭を下げたのも、オリビアを招いたのもルエッタの独断だ。

　ただそうさせてしまうほどに、院長が彼女に耳をかさなかったのもまた事実であった。

「俗人の手も、商いも必要ない。必要なのは、堕落したウィメの民の再教育。それだけだ」

　ケイトはこっそりと嘆息した。

（もう耳にタコができそうよ……）

　院長と会う度たびに一度は聞かされていることだからである。

「アーリャの言う再教育って、それは結局寄付を強制するってことでしょ？」

「金に執着する一部の民がそう感じるだけだ」

　アーリャは冷徹な様子で続ける。

「寄付という行動が、彼女らにリム神への信仰を思い出させ、我が院の価値を思い出させる」

　彼女がこの理屈を口にするのは、今に始まったことではなかった。

（その考え方で寄付が減ったのだと思いますが……）

　ケイトは脱力してしまいそうになる。

　民の心が離れていっているのはリム神からではない。

　何かにつけて寄付を絡める、イル正道院という組織からなのだ。

「今のやり方で寄付が減っているのは事実です。何か新しい取り組みが必要なのでは？」

　毎回手を変え、品を変え、ケイトなりに意見をするのだが……。

「どのようなことにも試練はつきもの。今苦しくとも、それを乗り越える意味がある」

　彼女は氷の姿勢を崩さず、一切溶けようとしない。

　聞く耳を持たないことを証明するかのように、アーリャは話を変えた。

「……ルエッタ。まだ商いなどをやるつもりか？」

「もちろん」

　当然と態度で示す彼女に、アーリャは眉間に指を当てた。

「以前の商い──商しょう課か業ぎょうも赤字。再開しても、いたずらに院生の負担が増えるだけだ」

　彼女は院生達にはあまり見せない、苦しげな表情を浮かべる。

「お前は院生達が嫌いなのか？　彼女らは今でも良く辛しん抱ぼうしてくれているだろう？」

　ケイトがアーリャから完全に距離を置かない理由はここにあった。

（院のことは本気で考えているんですよね……困ったことに）

　彼女の院生を思う気持ち、院を良くしたい気持ちは本物だとよく分かってしまうのだ。

　しかしだからこそ、ケイトもオリビアを呼ぶことには賛成だった。

　そろそろ視点を変えねばいけない、そう思ったからだ。

「ボクらは地域を知らなすぎる。だから以前の商いも上手くいってなかった」

　副院長は瞳に希望を映しつつ、続ける。

「オリビアさんは商業ギルド長。レテアというパン屋を大成功させた方。指導を頂くには絶好の方だよ！」

　寄付を求めるために街の有力者と会うばかりの院長。

　それとは対照的に、ルエッタはしばしばウィメに視察に出て街全体を見ている。

　そのためレテアの盛況ぶりは彼女も良く知るところなのである。

「大成功など大げさだ。無能な男から女が引き継げば、以前より改善して当然だろう」

　今にも唾だ棄きしそうな表情をするアーリャ。

　これもルエッタの前でしか見せない顔である。

「当然って……。アーリャはお店を見てもいないでしょう？」

　しかし、ルエッタは更に言い募つのった。

「アリスト様がご協力してくださった、っていう噂うわさもある。男性なのに、だよ？」

「事実ではないから噂なのだ。あの男にも助言を求めるつもりか？」

「火のないところに煙は立たず、だよ。実際その……すごく、お優しそうだし……！」

　大きな手の感触を思い出し、明らかにソワソワとする彼女。

　副院長として奮闘してはいるが、彼女は下心を隠すのが下手な女性であった。

　しかしその着眼点は、しっかりと的を射ている。

「女性には無い観点をお持ちかもしれないと思うんだ」

　表向きには商業ギルドの功績となっているレテアの成功。

　しかし、真の功労者を宮殿関係者が知らぬはずはない。

（なかなか良い目の付け所です。しかし、アリスト様にあまりお力添ぞえ頂くのも……）

　ケイトとしては悩みどころだ。

　正直期待はしてしまうが、アリストは今回不ふ遇ぐうの身。

　あまり負担をかけたくない、というのが彼を知る女性達共通の見解であった。

「男に頼るなど……。どんな弊へい害がいが出るかわからないんだぞ」

「アーリャも見たでしょう？　ボクと握手して、お礼まで言ってくれたんだよ？」

　ルエッタは言外に、そんな彼なら言葉を交わしてくれるのでは、と期待を覗かせる。

「今だけそう見せている可能性もある。悪しき考えを持っていれば尚なお更さらだ」

　しかしその言葉には、ケイトが即座に反応を示した。

「それはありません。アリスト様への失礼な発言はお控えを」

　ケイトは連絡役として正道院に滞在することも多いが、宮殿での勤務も当然ある。

　アリストの朗ほがらかな笑みに、生きる希望を貰っているメイドの一人なのだ。

　そして同時に、『宮殿お手つきしてもらい隊』の熱心な会員でもある。

「……それこそ、問題になります」

　よってその言葉の迫力は凄まじく、アーリャという氷をも震わせた。

「……わ、わかった。今の発言は訂正する……」

「ぼ、ボクも気をつけ、ます……！」

　そしてルエッタも一緒に震えることになってしまった。完全に巻き添えである。

　しばらく沈黙が流れた後、アーリャは再び話を戻した。

「ルエッタ。我々は祈る者であって売る者ではない。商いなど院生を苦しめるだけだ」

「商いを打ち切った今のほうが苦しいよ。院生に必要なものさえ買えなくなってきてる。リム様は院生を抑よく圧あつせよ、とはおっしゃっていないはずだよ」

「確かに今は院生達に苦労をかけている。私だってそれを心苦しく思う」

「なら、どうして商いを検討しないの？」

　アーリャはルエッタの疑問に息をつく。

「院本来の歩み方をすべき時期が来ているのだ」

　そして続けた。

「首都にある本院は寄付だけで経営を続けている。ルエッタ、お前こそ良く知っているだろう」

「確かにそうだけど……」

　本院、というのは首都にある大きな正道院のことだ。

　ルエッタはかつて、そこで院生をしていた。

　だから本院が、商いをしていないことも知っている。

「でも首都に納める金額も違うし、周囲の女性数も違う。同じことをここでやるのは無理だよ」

　彼女はあくまで現実的な観点で話す。

　が、院長はそれを許さなかった。

「ルエッタ、お前はまだそんなことを……！」

　彼女は一度顔を伏せ、そこから声を荒げたのだ。

「ここも同じ正道院だろう！　本院とここが同じになれない理由などない！」

　──バンッ！

　彼女は手のひらで、机を大きく鳴らす。

　それはルエッタへの威い嚇かくではなく、自らの中にあるものをぶつけるような動きだった。

「首都への金など……ッ！　商いなどッ！　そんなものに縛られる必要など無いのだっ！　本院がそうなのだから!!　そうでなくてはいけないのだ……ッ！」

　用意された書記席も揺れ、そこからいくつか書類が落ちていく。

「……」

　それを拾う三つ編みの院生は、打ち合わせの初めからずっと無言であった。

「アーリャ。落ち着いて」

　副院長の声と、黙して書記席に戻る院生の姿に、アーリャは気まずそうに瞳をそむける。

「す、すまない。見苦しいところを……」

　増やされてしまった首都へ納めるお金。

　そして、開きつつある領民たちとイル正道院との距離。

（そうでなくてはいけない……）

　ケイトは声を荒げたアーリャを見て思った。

（……何が彼女を、ここまで頑かたくなにしてしまったのかしら）

　院長は、院生皆の承諾を得ることで就く役職だ。

　実際かつての彼女は、相当慕したわれていたとケイトは聞いている。

　ただ今いる院生達が、どのような想いを持っているのか。

　ケイトはそれを聞くのが少し怖い、と思った。

「二週間で案を。その後一か月間で際きわ立だった成果が無ければ帰ってもらう」

　結局、アーリャはその条件でオリビアの滞在を認めた。

　そして、商いの再開に院生達を参加させることを、彼女は許可しなかった。

「言い出したルエッタだけの参加にとどめてくれ。院生達にこれ以上負担をかけたくない」

　それでも後半の言葉は、やはりアーリャの本心であった。




　ケイトはルエッタと、簡単な打ち合わせをした後。

（時間がない。できればアリスト様からもご意見を頂きたい……！）

　失礼を承知で、一度アリストへ相談をさせてもらおうと決心していた。

　方針が決まれば、ぐずぐずは出来ない。

　彼女は早足で貴賓室──アリスト達に用意された部屋に向かう。

（これからは同室。メイドとして、気を引き締めないといけないわ）

　しかし、その足は少しずつゆっくりになっていった。

（本当に、アリスト様と同じ部屋なのね……[image: ]）

　彼女もまた、若い女性だったからである。

　そして、アリストの好意的な……というか血走った視線にも敏感であった。

（到着早々、私のお尻を沢山ご覧になってくださってた……[image: ]）

　彼がそういう視線を向ける意味を、姦かしましい秘密結社では当然共有済みである。

　そのうえで、ケイトはイルゼから大変なご褒美を頂いていたのだ。

『正道院にいる間、アリスト様のお世話はお任せいたしましたわ』

　当然、ただの身の回りの雑用をイルゼがお願いしたわけではない。

（いよいよ、私もお世話をさせていただける[image: ]）

　彼女達メイドが、揃そろって大喜びする『お世話』を依頼したのである。

（お口と、できれば下のほうでも……[image: ]）

　自主練習の成果を、ついに発揮する日が近づいてきた、と彼女は身震いする。

「い、いけないわ。これは仕事、これは仕事よケイト。駄目よ……」

　ケイトは自分が浮足立っていることを自覚し、声に出して自分を戒めた。

（……！）

　しかし扉の前に立った途端、ケイトはやはりソワソワとしてしまった。

『あっ[image: ]あはぁッ[image: ]いぐッ[image: ]いぐぅうッ[image: ][image: ][image: ]』

　長い付き合いの女性が、牝になった声がうっすら聞こえてきたからである。

（お、オリビアったら……早すぎよ！）

　朝からスケベな顔をしていた友人が、何を期待しているかなんてケイトにも明らかだった。

　が、まさかこんなに早くお手つきをもらうとは。

（もう……仕方ないわね）

　ケイトは苦笑し、完全暗記した『お手つき隊のアリスト様おもてなし読本』を頭の中でめくる。

（二百二十四項、二百二十五項のおもてなしで参りましょう）

　アリストが自分以外の女性とたっぷりまぐわった後、どのように対応すべきか。

　それが百を超える実践パターンで共有されているとは、彼は知らないだろう。

（まず換気とお掃除。アリスト様には湯浴みをしていただくようさりげなく誘導……と）

　彼女は中から大きめの声が聞こえなくなるのを充分待ってから。

　天国への扉をノックする。

「アリスト様。よろしいでしょうか？」

　すると、どたどたと物音がした後。

「あ、う、うん！　ちょ、ちょっとまってね……！」

　アリストの焦った声が聞こえる。

（ふふ、可愛らしいお人……[image: ]）

　ケイトはその声に、清楚に微笑み。

（明日は私も大胆に参りましょう。とすれば、三百頁以降を復習しておかないといけません！）

　同時に両手を軽く握り、ふんす、と鼻息を荒くするのだった。




　翌日、正道院の朝は非常に早かった。

「ではアリスト様、オリビアさん。今日はボクが案内をさせていただきますね」

　丸うさぎのお世話にいったケイトさんを除き、俺とオリビアはルエッタさんに引率されて、早朝から院内見学である。

　一般の方も来る場合がある、ということだがまだ院生以外の姿はなかった。

（まだ薄暗いもんな。流石に普通の人が来たりはしないか）

　それでも、院生の皆さんはすでに課業と呼ばれる仕事を始めていた。

「朝のお祈りが済んだら、それぞれ担当の課業をします。まずお掃除ですね」

「あの、俺も掃除を？」

　一応院生と同じ扱いだ、という話だったから確認してみる。

「え、ええと！　そのうち、お願いすることになると思いますが、今は大丈夫です！」

　すると彼女はぶんぶんとヴェールを着けた顔を横に振った。

　まだ俺はお客様段階、ということらしい。

　彼女はそのまま俺の前に立ち、廊下を先導してくれる。

「ではこちらへ」

　廊下を歩いていると、時おりすれ違ったり、掃除をしている院生から頭を下げられる。

「おはようございます」

　一般の方がまだいないので、俺は挨拶しつつお辞儀を返す。

　が、どの方も無言である。

「い、一応黙礼が規則でして……！」

　ルエッタさんが説明してくれて、俺はちょっとほっとしていた。

　ちなみに俺は用意された目隠しを付けているが、視界が塞がるわけではない。

（相変わらず凄い服……）

　だから院生達の丸出しの横乳は良く見えるし。

　院生の服に開けられた、魅惑のお尻窓も視界に入るわけだ。

「アリスト。どこ見てるの？」

　目ざといのは、オリビアであった。

「いっ……！」

　驚く俺に、彼女はひそやかに笑う。

「ムラムラしたらすぐ言うのよ[image: ]」

　昨日のことは夢じゃなかったと分かり、俺はにやけてしまう。

「ふふっ[image: ]」

　けれどオリビアの笑みは以前より妖艶で、ついつい欲情してしまいそうになるので困る。

「こちらが聖堂です」

　通路をしばらく歩き、正道院の玄関口でもあった、三角形の構造物の中へ入る。

　濃い茶色の木材で構成された高い天井が美しい。

「正道院の玄関口も兼かねています。俗人の皆さんもここまでは自由に入ることができます」

　苦笑いをしたのはオリビアである。

「商業ギルドでも熱心な人もいるわ。神頼みっていうのもあたしはどうかと思うけど」

　オリビアは商いと神様は分けたいらしい。

　振り向いたルエッタさんの口元が笑みを作る。

「リム様は商いの神様ではないのですが……まぁ心が落ち着くことが大切ということかなって。ボクはそう思ってます」

　やや砕けた言葉遣づかいから、それが彼女の本心であることが伝わってくる。

　それを聞いて、オリビアも穏やかな表情になった。

「素敵な考え方ね」

　同感だ。

　うんうん、と俺が頷くとルエッタさんは頬を赤くする。

「えへへ……ありがとうございます」

（か、可愛い！）

　身長の低さも相まって、保護欲をかき立てられるような感じだ。

　目が隠れていなければ、もっと破壊力があっただろう。

（こういう妹がほしかったなぁ）

　注意しなくてはいけないのは、それはあくまで雰囲気だけであることだ。

（おっぱいとお尻は妹っていうより、色っぽい女性って感じ……！）

　柔らかそうな横乳ははっきりと溢れているし、露出したお尻も魅力的なカーブを描いている。

　もし自分が彼女の兄だったら、悪い虫がつかないか気が気じゃなかっただろう。

「次はこちらへ」

　そんな副院長さんは聖堂の壁際に俺たちを案内する。

　そこには小さな扉が二枚並んで開かれていた。

「ここは懺ざん悔げ室しつです。悔くやんでいることや悩んでいることを、院生がお聞きする部屋です」

　院生にとっては慈愛を理解する修行であり、俗人の心を軽くするお手伝いなのだと言う。

　個室が二つ並び、その間はカーテンで仕切られている。

　次にルエッタさんは聖堂の一番奥、少し高くなっている場所を指差した。

「昔は院生全員を前にあの場所で罪を告白する、『本懺悔』というのもあったんですよ」

「そんなことが……」

　なかなか勇気のいりそうな儀式だ。

「今はもうやりませんね。悪いことをした院生がやる習慣も、今は緩かん和わされていますし」

　ボクは幸運な世代なのかもしれません、とルエッタさんは微笑んだ。

「それで、懺悔室を使う時って寄付を貰うのかしら？」

「お気持ち分ということで頂いています」

　懺悔室を使いたいという方はどの院でも多いのだという。

　しかし、そこで副院長さんはシュンとしてしまった。

「でも今は……かなり減ってしまっていて。そもそも、院に来てくださる方が少ないのです」

「なるほどね」

　オリビアがふむ、と頷くと、いよいよ話は院の経営状態に移り始めた。

「商課業をやめた今は、大切な収入源だったんですが……」

「商課業？」

　聞き慣れない言葉に首を傾げると、ルエッタさんは丁寧に説明をしてくれた。

「正道院でやる商いのことです。課業でも商いに関連するものはそう呼びます」

　ちなみに、以前の商課業もかなり厳しい状況ではあったそう。

「だからボクは商いに詳しい方をお呼びして、いずれ指導を頂くべきだと思っていたんです」

　そして最終的にイルゼさんのもとへ陳情に来た、ということだったようだ。

「……でも、アーリャは賛同してくれなくって」

「ははぁ。それで貴女あなただけがウィメにお願いに来たのね」

　ご迷惑をおかけしてすみません、と頭を下げるルエッタさん。

　昨日の夕食前に随分と謝罪をしてもらったので、俺もオリビアもそれには首を振る。

「もう謝らないでください。俺も怒ったりはしてないですから」

　ちなみに、俺も商売については相談役を務めることになった。

　イルゼさんも困っているし、俺も目的なくここにいるのも嫌だ。

　それにオリビアのギルド長としての心に触れて、俺も何か協力したくなったのだ。

（まぁ俺、世間知らずだから何ができるかはちょっとわからないけどね……）

　しかしオリビアからは、頼りにしてるわ、と有り難い言葉を頂戴している。

　美女にそう言われればやる気だけは出るのが、俺という男である。

「ふふ、アリストはこんな感じだからね。ルエッタも早く慣れなさい」

「は、はい……ありがとうございます……！」

　目元は見えないが、その声だけでルエッタさんが涙ぐんでいるのが分かった。

「こらこら。分かったから、泣かないの。他の院生が驚いちゃうでしょ」

　まさに可愛い妹が泣き出した時のような対応をするオリビアに、俺は頬が緩ゆるむ。

　なんだかんだ言って、やっぱり彼女は姉御肌なところがある。

「アリスト、どう思う？」

　そんな彼女の言葉に俺は唸うなる。

「ううん……元の仕事を再開する、というのは難しいのかな？」

　安易だとは思うが、最初に考えておかないと駄目なことだろう。

「無しではないけれど……」

　オリビアが微妙な顔をする。

　それは、イル正道院が元やっていた商売が原因だった。

　魔打石というのを磨く仕事だったらしいのだが、これがとてもライバルが多いらしい。

「再開しても買い叩かれちゃうでしょうし。そしたらただ忙しくなるだけってこともあるわ」

「なるほど……」

　オリビアの言う通りである。

　以前の商売をそのまま再開する、というのはやはり難しいようだ。

　まぁ、それが出来ていたらこんな状況にはなっていないだろうしね……。

「じゃあそれ以外、ってことか。ううん……」

　まずは正道院をもっと知りたい。

　そんなことを思った時、俺たちとは別の足音が二つ近づいてきた。

「失礼」

　それはケイトさんを伴ともなったアーリャ院長であった。

　彼女の美しい瞳がそのまま俺を捉とらえた後、やや見開かれる。

「な、なるほど……。確かに今のアリスト殿は女性のようだな」

　作業着姿で目隠しをした俺は、彼女から見てもそうらしい。

　が、すぐにその瞳は細められた。

「まさか、本当は女性ということは……」

　氷の院長にふさわしい、鋭い視線だ。

　そんな彼女に反応したのは、俺よりもケイトさんが早かった。

　というかほとんどかぶせ気味であった。

「アーリャ院長？」

　やや低めの声に、院長はびくっと背筋を伸ばす。

「……冗談だ」

　清楚な先輩に見える彼女は、どうやらそれだけの女性ではないらしい。

（ケイトさんって怒ると怖い……？）

（宮殿の連中は大体そうよ。いい子ばかりだけど、笑顔で怒ることもあるから気をつけなさい）

　オリビアと密やかにやり取りしていると、ケイトさんは俺に微笑む。

　守ってもらったんだけど、今はちょっとだけその笑みが怖かった。

「今後の具体的な動きについて、オリビア殿とご相談したい。ルエッタ、同席を頼む」

　一方、アーリャ院長は相変わらずだ。

　用件だけ伝えに来た、といった感じである。

「アーリャ、今は院の案内をしてる最中だよ」

「ケイト殿に引き継いで頂くことにした。彼女も院を良く知っている」

　ぶっきらぼうな言い方に、ルエッタさんは肩を落とす。

　オリビアは妹の様子を気の毒に思ったのだろう。

「はいはい。分かったわよ」

　やれやれと肩をすくめ、俺のそばを離れる。

　満足そうに頷いたアーリャ院長は、

「では、ケイト殿。後はよろしく頼む」

　さっと身を翻ひるがえし去っていく。

（やっぱり後ろ姿、すごいな……）

　ローライズの下着から、素晴らしい形のお尻を晒して歩いていく様は生唾ものだ。

　歩き方もモデルみたいだし、あれだけでお金が取れちゃうだろう。

　現代ならこの正道院はお客さんが絶えず、とんでもない売上をあげたに違いない。

「ではアリスト様、失礼いたします。何かお困りの時はボクになんでも言ってください！」

　続いて、ルエッタさんはぺこりとお辞儀をし早足でかけていく。

　彼女のお尻もぱいんぱいんと跳ねていて、最高である。

　最後はオリビアだ。

「アリスト、また後でね」

　後には俺とケイトさんが残される。

　院生の皆さんも掃除を終えて、別の場所へ行ってしまったらしい。

　と、聖堂に開けられた窓から陽ひの光が入り始めた。

「おぉ……」

　いつの間にか陽が昇っていたようだ。

　広々とした空間に光の筋が入っていく様子は、とても神聖な感じだ。

　その神聖な空間に、ケイトさんの声が響いた。

「アリスト様。少しお疲れではありませんか？」

　こちらを気遣ってくれる優しく穏やかな声。

　場所が場所だからだろうか。

　その微笑みも純真な慈愛が、たっぷり籠もっているように見える。

「ありがとうございます。だいじょ……っ!?」

　しかし、返事をした途端のことだった。

　彼女はあっという間に俺と腕を絡ませ、

「本当に……お疲れはありませんか？」

　色っぽい声色になったのである。

　そして新たなお世話係のメイドさんは、それだけでは終わらなかった。

「こちらは、お疲れのようにも見えますけれど……」

「うっ！」

　なんと、そのしなやかな手で俺の股間を撫なで付けてきたのだ……！

（おうふっ……）

　実際そこは、ルエッタさんとアーリャ院長の美尻を見て、少し大きくなっていた。

　昨日の夕食前にオリビアにたっぷり出しても、俺の身体は本当に節操がないのである。

「ちょ……えっ……？」

　いきなりの事態に、俺は気が動転してしまう。

　しかもまるで何度も練習をしたかのような、鮮やかすぎる誘惑だ。

　これは本当に、現実なんだろうか……。

「昨晩と今朝は、お世話をさせていただけませんでしたから。溜たまっていらっしゃるかなと」

　戸惑う俺に、ケイトさんは耳元でささやく。

「こういうお世話は……エフィでなければ、駄目ですか？」

　清楚に見えた女性は、また新たな面を俺に見せてくれる。

　するすると俺の手を、自らのお尻へ持っていくのだ。

「院服のお尻でムラムラしたら、私のお尻を代わりにしてくださいませんか……？」

　腕に押し付けられる柔らかさ。

　手のひらに伝わる黒タイツと、パンティの感触。

　俺は彼女の素敵なお誘いに、期待と股間を膨らませ。

「う、うん……！」

　丁寧な言葉遣いも忘れて、うなずいてしまうのであった。

「ではこちらへ……[image: ]」

　そう言ったケイトさんが俺を誘導したのは、驚きの場所であった。

「さ、アリスト様」

「えっ！」

　なんと、懺悔室の扉の前だったのである。

「ちょ、ケイトさ……」

「今は誰もおりません。どうぞ、お早く……」

　躊ちゅう躇ちょする俺に構わず、ケイトさんは巧みな動きで俺を一般訪問客側の個室に入れてしまう。

　そして彼女自身も同じ個室に入り、

「失礼いたします……[image: ]」

　パタンッと扉を閉じてしまった。

　途端にふわりと彼女の甘い香りが個室に充満する。

（ケイトさんの顔が近い！）

　個室とはいえども、懺悔をするための部屋だ。

　二畳もないほどの空間で、本当に狭い。

　当然ケイトさんとはほとんど抱き合うような距離感になる。

（ん……？）

　と、そこで彼女の様子が少しおかしなことに気づいた。

　さきほどまでの踊るような雰囲気が無くなっていたのだ。

「ケイトさん？」

　俺が呼びかけると、彼女は不安そうに瞳を揺らす。

「申し訳ございません、アリスト様。私、お世話をさせていただきたくて、ついこのような……」

　さきほどまでのぐいぐいと迫る感じはなりを潜め、美しい瞳も伏せがちになった。

「私をお気に召さないようでしたら、おっしゃっていただければ交代もいたしますので……」

　彼女の急な態度の変化に俺は驚く。

　が、その原因はすぐに理解できた。

（あっ……）

　ケイトさんがチラチラと俺の股間に目をやっていたからだ。

　そしてそこは懺悔室にいきなり入れられた驚きで、やや元気を無くしていたのである。

　しかしこれだけの美人さんと密着し、つんつんとノーブラのおっぱいが胸板に当たるのだ。

「っ！」

　息子があっという間に盛り上がり、ケイトさんのお腹なかを圧迫するのに時間はかからなかった。

「あ、あの……私がお世話させていただいても？」

　恐る恐るといった様子で、セクシーな手袋に包まれたケイトさんの手のひらがそこへかかる。

　薄手のズボンの上からだ、それだけで俺の亀頭には甘い痺れが走った。

「……ケイトさんにしてほしいです」

　俺が密やかに言うと、目の前で大輪の花が咲く。

「はい！」

　ケイトさんの新しい顔がまた見られた。

　見惚れる俺に身体を擦りつけながら、メイドさんはするすると下へと降りていく。

　その最中、ぐいぐいとズボンを押し上げる肉棒が、ケイトさんの胸元を通った。

（ケイトさんのおっぱい、柔らか……）

　彼女のノーブラおっぱいは、服の上からでも分かるほど柔らかい。

　ますます熱くなった肉棒は、まもなくケイトさんによって外気に触れた。

「ああっ……すごい……」

　緑の瞳を瞬かせ、彼女はしばらく反り返った肉棒を観察した後。

「失礼しまふ……じゅるるるるッ[image: ]」

　上品な唇で息子を咥えこんでくれた。

　しかしその唇のお行儀が良かったのはそこまで。

「じゅぞッ[image: ]じゅぞぞぞッ[image: ]」

（わっ、ちょっ……ああっ！）

　始まったフェラチオは、とても彼女の雰囲気からは想像がつかないほど下品であった。

　彼女の口は、あっという間にいやらしい搾さく精せい穴あなに変貌してしまったのだ。

「ぢゅうううッ[image: ]ぢゅぞぞッ[image: ]」

　はしたない音が上がることもためらわず、先走りも全て飲み込もうとするかのような口淫。

「じゅぽっ[image: ]じゅぽっ[image: ]じゅっぽっ[image: ]」

「あっ！　くぅっ……」

　リズミカルに頭を前後に振りながら、口をすぼめて吸引されたかと思えば。

「んぢゅっ[image: ]ぢゅぞっ[image: ]じゅるるるッ[image: ]」

（ケイトさんの舌、めちゃくちゃ気持ちいいっ！）

　ぐるぐると亀頭の周囲を彼女の舌が回転し、溢れ出た先走りを飲み込んでいってくれる。

　かと思えば、激しい快感に溺れた肉棒をあやすかのように、優しいキスを竿に降らせる。

「ちゅっ[image: ]ちゅっ[image: ]ぇろっ[image: ]ちゅううっ[image: ]」

　初めてとはとても思えない、情熱的なフェラチオ。

「うっ！　あっ……はぁっ……！」

　俺はお世話してもらっているというより、彼女の性技に翻弄されるばかりだ。

　と、ケイトさんが上目遣いで俺を見つめてきた。

「ぷはっ[image: ]アリスト様、私、上手にできていますか……ちゅっ[image: ]」

　潤んだ緑の瞳を見せながら、唾液と先走りでヌルヌルになった肉棒をしごく美メイド。

「凄い気持ちいいよ……！」

　こくこくと頷くと、ケイトさんは頬をほころばせる。

　そして俺を見つめたまま、鈴口に吸い付き先走りを吸い上げて。

「オリビアとどっちが気持ちいいですか……？　ちゅっ[image: ]ちゅううっ[image: ]」

　彼女は爆弾発言を放ってきた。

「えっ!?」

　オリビアと身体をあわせたことを、すっかりお見通しだったらしい……！

　完全に虚をつかれ絶句してしまう俺。

　ケイトさんは一瞬瞳を大きくし、とてもうれしそうな表情になった。

「ふふっ、お口は私のほうが先だったんですね[image: ]うれひい[image: ]ちゅっ[image: ]ぢゅぞぞぞッ[image: ]」

「！？？！？」

　異世界に来て以来、俺は気持ちが顔に出やすい、とはよく言われる。

　とはいえ、ここまで読まれてしまうとは……！

「ぢゅぽっ[image: ]ぢゅぽっ[image: ]ぢゅぞぞぞッ[image: ]ぢゅぽっ[image: ]」

「あっ!!　くぅッ!!!」

　驚きに呆けた一瞬を優秀なメイドさんは見逃さなかった。

　頭をひねるように動かし、いよいよ俺の肉棒を追い詰めにかかったのだ。

「ぢゅぽっ[image: ]ぢゅぽっ[image: ]ぢゅううっ[image: ]ぢゅううううっ[image: ]」

　頭の動きとあわせて、更に厳しくなる吸引。

　絡みつく舌は確実に俺のカリを締め上げる。

　俺の肉棒はびくびくと波打ち、後戻りできないほどに欲求が膨ふくれ上がっていく。

「だめだ……くあっ、出る……ッ……！」

　狭い個室に反響する淫いん靡びな音。

　そして想像以上に淫らなケイトさんのフェラチオ。

　時おり当たる、彼女の柔らかい乳肉。

　全ての感覚が俺の睾丸を煮えたぎらせる。

「んッ[image: ]ンンッ[image: ]おしゃせひっ[image: ]ろうぞッ[image: ]ぢゅぞぞぞぞッ[image: ]じゅるるるるッ[image: ]」

　ケイトさんは、がっちりと俺の腰を抱え込んだ。

「んうッ[image: ]」

　そして彼女自身の意思で肉棒の先を、粘ついた喉奥へと到達させた。

「ああっケイトさんッ!!」

　伝わってきた膣奥をついたかのような感覚。

　跳ね上がる女体とともに、肉棒はついに限界を迎えた。

　──ビュルルルルッ!!!

「んぶっ[image: ]んぅううッ[image: ]んんんッ[image: ][image: ][image: ]」

　俺の下半身に絡みついたケイトさんが、くぐもった声をあげながら精を飲み下し始めた。

　喉へと直接注がれているのに、彼女は一切離れようとしない。

　──ビュルッ!!!　ドビュッ!!

　そればかりか、俺の精が喉に当たるたび。

「ンンンっ[image: ][image: ][image: ]んふぅうッ[image: ][image: ][image: ]」

　──びちゃびちゃっ！

　彼女は激しく痙けい攣れんし、いやらしく開いた股ぐらから愛液を吹き出していたのだ……！

（ケイトさん、イッてるんだ……!!）

　それでも、緑髪のメイドさんはお口でのお世話を一切やめようとしない。

　その舌は確実に俺の肉棒の鈴口をほじくり、もっともっとと精をねだってくる。

「あ、それやばっ……また……！」

　彼女の容姿からは想像がつかないような痴態を見せられ、我慢などできない。

　あっという間に俺は高まって、すぐに次の精を放った。

　──ドビュルルルルッ!!!

「んふぅうううッ[image: ][image: ][image: ]ずぞッ[image: ]じゅぞぞッ[image: ]」

　再びケイトさんは身体を波打たせ、放たれた精を飲み込んでいく。

　狭い個室にはむせ返るような性臭が溢れる。

「ずぞぞぞぞぞッ[image: ]ぢゅうう……ッ[image: ]」

（ケイトさん、エロすぎる……！）

　頬をすぼめて最後の精まで吸い取って、ケイトさんはようやく肉棒を解放した。

「ちゅぽんッ[image: ]……はぁッ……はぁっ……はぁっ……」

　彼女は息を整えながら、口元を拭う。

　上品なその所作からは、あんなフェラチオをした女性だなんて想像もできないだろう。

「アリスト様。たっぷりのお射精、ありがとうございました」

　俺はただアーリャ院長やルエッタさんのお尻を見てムラムラして。

　その後、美しいメイドさんにたっぷり気持ちよくさせてもらっただけなのだ。

　御礼を言うのはこっちのほうである。

「ケイトさんのお口、すごく気持ちよかったです」

　ただあまりに気持ちよかったせいで、御礼よりも感想のほうが先に出てしまう。

　なんともかっこ悪い男でごめんなさい……。

　けれど、そんな情けない俺にもケイトさんは本当に嬉しそうに微笑んでくれた。

「こんなに沢山いただけて、すごく嬉しいです……[image: ]」

　上品で可憐で、男なら誰でもひと目で忘れられなくなりそうな表情だ。

　だが、彼女の魅力はそれだけではなかった。

（……すごい……）

　乳輪まで透けた黒のブラウスには、彼女が飲みきれず滴り落ちた白濁液。

　ガニ股に開かれた股ぐらに、びしょびしょに濡れそぼったレースのパンティ。

　そしてそこから糸を引く愛液と、じっとりと濡れた黒いタイツ。

　いまだ絶頂の快楽を引きずり、ぴくんぴくんっと震える柔らかそうな内もも。

（たまんない……！）

　ケイトさんの見ている前で、みるみるうちに俺の肉棒は硬さを取り戻していく。

　あんな口淫をしたのにも関わらず、その変化にケイトさんは生き娘むすめのように頬を染めた。

「あっ……」

　ぴくりと彼女が身じろぎし、もう一滴愛液が落ちる音が響く。

　──ぴちゃっ。

　その音が、俺にとっての合図だった。

「あ、アリスト様……あの……？」

「はぁ……！　はぁ……！」

　鼻息荒く彼女を立たせ、その背を個室の壁へ。

　そしてすらりと伸びた片脚を持ち上げる。

　彼女のスカートはもともと、とても短い。

　だからそうしてしまえば、びっしょりと濡れた鼠そ径けい部ぶは丸見えになった。

「は、恥ずかしいです……っ……」

　そこを見られたことで、ケイトさんは耳まで赤くしながら首を振る。

「はぁっ……！　はぁっ……！」

　俺の興奮はますます高まり、肉棒はもう一段その硬さを増す。

　文字通り臨戦態勢となったそれの前に、ケイトさんはこれから蹂躙じゅうりんされる捕虜のようだ。

　けれど彼女の両手は俺を押し返すのではなく、自身の股ぐらへ向かっていった。

　そして──

「お試し、くださいますか……？」

　──ぶちっぶちっ……。

　ゆっくりと黒タイツの股間部分を破ってみせたのだ。

　白い肌に咲いた美しいピンクの花が、たっぷりの蜜を湛たたえてそこに開く。

「お使いいただけたら、凄く……その……」

　耳まで赤くしたケイトさんの声は今までと少し違う。緑の瞳は熱く潤うるみ、俺という男への淫らで個人的な期待を映し出していた。

（かわいい……ッ！）

『お世話』を超えたその様子に、俺はもう我慢ができなかった。

「あ……ッ[image: ]ありすとさま……」

　ずぶりと蜜をかき分けていくと、彼女の初めての証を突き破った感触がする。

「はぁッ……[image: ]」

　ケイトさんが、その衝撃に少し身体を反らす。

　甘い声であったことを確認して、俺はすらりとした片脚を捕まえて最奥へ鈴口を押し付けた。

「ぁあッ[image: ][image: ][image: ]」

　嬌声が上がった。

　同時にぎゅうっと膣中が締まり、鈴口に子宮口が吸い付く。

「くぅっ……！」

　気を抜けばすぐにでも精を放ってしまいそうになるほど気持ちいい。

　けれど、俺はもっともっとケイトさんの乱れる姿が見たかった。

「あっ[image: ]あああっ[image: ]」

　ぬちゅっ、ずちゅっ、じゅぷっ。

　あまり激しく動ける場所ではないから、腰はゆっくりだ。

　それでも、そこからは快感との厳しい戦いとなった。

「はぁッ[image: ]ああっ[image: ]ありすと、さまぁっ……[image: ]」

　耳元ではケイトさんの甘く、熱い嬌声が聞こえるし。

　胸元には彼女の柔らかな乳房がぎゅうっと押し付けられる。

（ゆっくりだからか、ものすごく吸い付いてくる……っ！）

　カリを的確に包み込む膣壁は、もう逃がさないとばかりに肉棒に食らいついてくる。

　気を逸そらそうとして彼女のお尻を持ち上げれば、その尻肉も柔らかく心地よい。

（ああ……ケイトさんの身体、最高だ……！）

　尻肉の感触を楽しんでいると、だんだんそれだけでは物足りなくなってくる。

　気づけば俺は、上から手を突っ込み彼女の生尻を楽しんでしまっていた。

「あんッ[image: ]はぁッ[image: ]あああっ[image: ]もっと、好きにしてくださいませ……っ[image: ]ああっ[image: ]」

　ぎゅむっと尻を揉み込むと、ケイトさんの膣壁が俺の肉棒を絞った。

　そして奥からじゅわりといやらしい汁をまぶしていく。

　その反応が可愛くて、俺もどんどんと腰を動かす。

「はぁっ……はぁっ……！」

「ああっ[image: ]かたいっ[image: ]ありすとさまのおつよいっ[image: ]」

　やがて、パンッパンッ！　とリズミカルな音が響き始めた。

「ンッ[image: ]ンンッ[image: ]ああッ[image: ]すごいですッ[image: ]そんなおくっ[image: ]あああっ[image: ]」

　気づけば、ケイトさんは俺に両腕と両脚をきつく絡めている。

　美しいメイドさんはもはや俺が持ち上げるような状態であった。

「ああっ[image: ]ありすとさま、気持ちよく……ンッ[image: ]はぁッ[image: ]なって、いただけていますかっ[image: ]」

「うんっ！　すごいよ！　吸い付いてきてる……！」

　膣壁は俺の肉棒にしっかりとしがみついて……いや、吸い付いて離さない。

「つかっていただけ、そう……ですかッ[image: ][image: ]ッ[image: ]わたしのおま×こっ[image: ]ごうかくですかっ[image: ]」

　パンッパンッと彼女を突き上げながら、俺は何度も頷く。

「うん、うん……！」

　美しい女性に身体を許されて、こんないじらしいことを聞かれるなんて最高でしかない。

　俺はますます興奮して、彼女の生尻をさらにきつく掴む。

「あぁッ[image: ]ありすとさま、お尻はっ[image: ]あああッ[image: ][image: ][image: ]」

　その途端、ケイトさんの両腕がぎゅうっと締まる。

　彼女は俺にしがみついたまま、絶頂に達したのだ。

　膣な中かが再び激しくうねる。

「っ……はぁっ……！」

　蜜壺は的確にカリを締め上げ、子宮口が鈴口へ降りてくる。

　ぴったりと張り付いた膣壁がざわめき、精をねだる動きはフェラチオの比ではない。

「ありすとさまぁ……[image: ]ああッ[image: ]きもちいい、です……[image: ]」

　そして今度は、ケイトさんのほうから腰を打ち付けてきた。

　俺を挟み込んだ脚を器用に使って、不安定な体勢のまま肉棒に膣壁を擦りつけてくる。

「おしゃせい、ください[image: ]あっ[image: ]あっ[image: ]わたしにくださいっ[image: ]おま×こがんばりますからぁっ[image: ]」

「うぁッ、ああっ！」

　パンッパンッと甲高い音を立てながら、彼女は一生懸命に腰を振る。

　それだけでも気持ちいいのに。

「[image: ]ッ[image: ][image: ][image: ][image: ]んッ[image: ][image: ][image: ]」

　彼女はそうしながらも、何度も絶頂している。

　その度に強烈に、肉棒は膣壁によって締めあげられてしまう。

「ありすとっ[image: ][image: ][image: ]さまっ[image: ][image: ][image: ]けいとでっ[image: ][image: ][image: ]イッてッ[image: ][image: ][image: ]」

　自らもイキながら、いじらしさを失わないケイトさん。

　熱心で淫らな美人メイドさんのお世話。

　俺はたまらない充足感と、たえられない快楽に呑まれ。

「イク……ケイトさん、イクよ……ッ……!!」

「はいっ[image: ]はいっ[image: ]イッてっ[image: ]イク[image: ]あ、イク[image: ]イグッ[image: ][image: ][image: ]」

　イキまくるケイトさんの奥へ、思い切り精を吐き出した。

　──ドプドプドプッ!!!　ドクドクッ！！！！

「イグッ……[image: ][image: ][image: ]あっらめっ[image: ][image: ][image: ]おま×こ、ざーめんで、イ……クッ[image: ][image: ][image: ]」

　精を飲み込むたびに、蜜壺は大きく蠕ぜん動どうし肉棒を絞る。

　ケイトさんが貪るのは、上のお口だけではなかったらしい。







[image: ]







「はッ……くぅッ！」

「ッ[image: ][image: ][image: ]ンッ[image: ][image: ][image: ]」

　彼女は俺の肉棒のため、さらに何度か腰を打ち付けてくれる。

「ありすとッ[image: ]さまぁッ[image: ]またッ[image: ]イきますッ[image: ][image: ][image: ]」

　ケイトさんは悦楽の表情を間近で見せながら、愛液と精の入り混じった液体を撒き散らした。

「っ……[image: ]あっ……[image: ]」

　そして……彼女の膣中の精がすっかり新しいものと入れ替わった後。

「また、お使いください……あっ[image: ]……ぅっ……はぁっ[image: ]はぁっ[image: ]アリスト様……[image: ]」

　彼女は可愛らしい声でそう言って、もう一度俺にしがみついてくれたのであった。













　　第二章　隠れた快楽と秘された想い







　空が茜あかね色に染まる頃、俺は一人正道院の見学を続けていた。

　見学に付き合ってくれたケイトさんが、少し前に経理の仕事へ行ったからだ。

　皆の邪魔にならないよう院内探索を続け、

「おぉ、こっちも広い」

　最後に俺が足を踏み入れたのは『課業かぎょう棟とう』と呼ばれる場所だった。

「誰もいないな……」

　院生の皆さんが寝起きする『宿室しゅくしつ棟とう』と聖堂を挟んで正反対にある建物で、木造の廊下の脇にはずらりと部屋が並んでいる。

　ただ院生の影はなく、そこはひっそりとしていた。

「倉庫に研磨室……」

　扉の上にはそれぞれネームプレートのようなものがついている。

　昔やっていた、という魔打石を研磨する仕事用の部屋もこちらにあったようだ。

（なんか懐かしい気持ちになるなぁ）

　並んだ窓から夕陽が差し込む様子は、まるで下校時間を迎えた小学校。

　構造も似ているから尚なお更さらだ。

（まぁ、制服は現代じゃありえないくらいエッチだけど！）

　前世とのギャップに思いを馳せながら、突き当りの部屋に近づいたところで。

「！」

　ごとごとっと音が聞こえた。

（誰かいる？）

　部屋の扉には『服飾室』と書かれた木製のプレート。

　興味を惹ひかれ、その扉についた窓からそっと室内を覗のぞく。

　すると室内には一人、院生がいるのが分かった。

（あれは……）

　俺は、その院生の姿に見覚えがあった。

　白髪の三つ編みと、やや無感情な三白眼。

　昨晩、夕食を部屋に持ってきてくれた女性だったからだ。

「……」

　彼女はこちらに気づかないまま、手元で針仕事をしている。

　どうやら院服の手直しをしているみたいだけれど……。

（って、速っ!?）

　その作業速度はひと目で分かるほど尋常ではなかった。

　積まれた院服が次々と彼女の手元へ向かい、またたく間に丁寧にたたみ直されていく。

（ミシンより速いんじゃない……？）

　とても人間業とは思えない技術である。

　そうこうしているうちに院服はずらりと綺麗に並べられた。

（それぞれの院生が、何枚かずつ持ってるんだな）

　なるほど、と勝手に納得しているうちに、彼女は次の作業に取り掛かった。

（今度は小さい白い布……って、あれはまさか……!!）

　一瞬ハンカチに見えたのだが、それはもっと魅力的な布であった。

（ぱ、パンツ!!）

　そう、それは院生の皆さんが穿はいていた白パンティの数々だったのだ……！

「……」

　三つ編みの院生は、俺に気づいた様子は一切無い。

　一度自分の前に掲げ裏表を確認した後、淡々と修繕をしていく。

　彼女が気づいていない様子なのを良いことに、俺はじっくりとその作業を目で追ってしまう。

（うう、男とはなんて悲しい生き物なんだ）

　淡々と動く彼女の手元は、院服を修繕していた時よりもゆっくりだ。

　多分、下着のほうがデリケートな作業だからだと思う。

　それぞれ繊細なレースが入っているし、布面積も少ないし。

（あの院長もすごい下着だったし。この世界の女性の趣味ってほんとに最高だよな……）

　改めて転生させてくれた神様には感謝しかないよ。

　なんてどうでも良いことを考えているうちに、パンティは最後の一枚になった。

（お、おぉ……ほとんど紐だ……！）

　掲かかげられたのは、今まで見た中でも最も過激な白のＴバックだ。

　それも当たり前のように淡々と修繕をして──

（うえええっ!!?）

　──彼女は突然立ち上がり、自身の院服を脱ぎ去った。

「……」

（な、なんで!?）

　想像以上にたぷんっとボリュームと張りを兼ね備えたおっぱいも。

　白の際どいパンティと、同じく白のガーターベルトで彩られた生尻も。

　彼女はなんの躊ちゅう躇ちょもなく、晒さらしてしまったのだ。

　いや、それどころか。

「……ん」

　小さく声を出しながら、パンティすらも脱ぎ去ってしまったのだ。

（えっ!?　えっ!?）

　あまりに唐突な展開に、俺は混乱してしまう。

　が、男とはやはり悲しい生き物。

　こんな時、視神経は限界まで活発になっちゃうわけで。

（陥没乳首だ……！）

　少し大きめのピンクの乳輪と、そこに埋まった乳首の存在は瞬間的に認識してしまった。

　が、俺が認識できたのはそこまで。

　彼女がすぐに背を向けたからだ。

　もちろん、ぷりんっとした柔らかそうな生尻は見えたままなんだけど……！

「……」

　三つ編みの院生は果実を見せつけたまま、近くにあった布を取り去る。

　するとそこには大きめの姿見が現れた。

「……ん」

　彼女はするするっとパンティを身につける。

　それはさきほど修繕していた、過激なものであった。

（さっきのやつ、この院生のものだったんだ。仕上がりを穿いて確かめたかったってことかな……）

　尻肉を隠さないパンティに、イルゼさんと張り合えるほどの爆乳。

　大胆な脱ぎっぷりも含めて、どれもが大人しそうな彼女の印象とはかけ離れている。

　だからこそ、俺の視線は釘付けだった。

（お、おぉ……）

　魅惑のお尻を鏡に見せつけ、下着の具合を確かめる彼女に見み惚とれていると。

「あ！　アリスト様！」

　突然後ろからルエッタさんの声がかかった。

「ごっ！ ごめんなさい!!」

　覗きの現行犯が確定した瞬間である。

　俺が冷や汗を流しながら、とっさに謝ると。

「し、失礼しましたっ！」

　逆にルエッタさんが深々と謝罪を始めてしまった。

「お姿が見えたのでつい……っ！ アリスト様を驚かせるなど、大変なご無礼を……！」

　覗きをした上に、何ら落ち度のない女性に頭を下げさせるとは……。

　いたたまれず、俺は彼女を遮さえぎって罪を告白する。

「こちらこそすみません！　その、勝手に覗いてしまって……」

「いえいえ！　いいのです！」

「えっ？」

　どうも彼女は俺が女性の裸を覗いていたとは気づかなかったらしい。

　商あきないを考えるために調査をしてくれている、と解釈してくれたようであった。

「むしろアリスト様にご覧になっていただけるなんて、有り難いことです」

（素敵な身体を見れて、有り難かったのは俺のほうなんですが……！）

　咎とがめられずにほっとしたような、申し訳ないような。

　応じる言葉に窮きゅうしていると、

「そうだ！」

　ルエッタさんはパンと可愛らしく手を叩いた。




　あれよ、あれよと案内され。

　俺は気づけば服飾室の中で、ちゃっかりと座らせてもらっていた。

「こちらは院生オヴィです。院服の修繕と、院長書記も担当してくれています」

「……ん」

　大胆な試着風景を見せてくれた女性は、オヴィさんというらしい。

　特徴的な三白眼を少し伏せ、丁寧なお辞儀を見せる。

「……オヴィ。よろしく、お願いします」

　話すのが得意な女性ではないんだろう。

　独特なテンポと、感情があまり分からないような声色で話す女性だ。

　しかし不思議と誠実さは伝わってきた。

「アリストです。よろしくお願いします」

　俺もお辞儀をする。

　そうして顔をあげると、室内の様子が改めてよく分かった。

（家庭科室って感じ。ここもやっぱり懐かしく感じる）

　木製の広いテーブルに椅子。

　俺が通っていた小学校にあった家庭科室とそっくりであった。

　ただ、大きな違いもある。

「これは……すごい量の引き出しですね」

　室内の壁がまるまる一つ、大小様々な大きさの引き出しで埋まっていたことだ。

　天井近くまでびっしりといったそれは、大変な存在感である。

「こちらは布や糸、裁縫に使う道具を入れているんです」

　ルエッタさんがそう言うと、オヴィさんは引き出しのいくつかを取り出してくれた。

「……糸と布。院服の修繕に使う」

　中に入っているのは、確かに院服と同じ色合いの材料であった。

　院服のところどころについている、ボタンのようなものも大量に入っている。

「……こっちは留め金」

　なるほど、と俺は頷く。

　が、見せてもらったからこそ気になることがあった。

「ここにはそういう類たぐいのものばかりが？」

　引き出しは壁一面を埋めるほどある。

　院服を修繕するにしたって、流石さすがに素材の量が有りすぎじゃないだろうか。

「いっぱい有りすぎ、ですよね」

　口元に苦い笑みを浮かべたのは、ルエッタさんだった。

「昔、イル正道院では服を作って商いをしようとしていたみたいで」

　アーリャ院長より二代前の女性が院長をしていた頃の話だという。

「当時は院も好調で、院生も沢山いたそうです。それで資金のあるうちにと」

　ただ残念ながら、新しい商いへの挑戦は上手くいかなかったようだ。

「ご覧の通り服飾に手を出したのですが、すぐに事業は撤退することになったそうです」

「……ここの布は、その頃の在庫」

　オヴィさんが淡々とした声で言った。

　俺は改めて、大量の引き出しを眺めてみる。

（当時の院長は勝負師だったんだなぁ……）

　売るほどある、とはまさにこのことだ。

「じゃあ、これを売るっていうのは？　今から服の商いを始めるとか」

　俺の意見に、ルエッタさんは控えめに首を振った。

「ウィメには高級なものから、廉価なものまですごく沢山の衣料品店がひしめいているんです」

　つまり、大変に競争が厳しいということらしい。

「……在庫の布も大体が劣化してて、使えない。大丈夫な布も時代遅れか、量が少ない」

　オヴィさんは更に参入が厳しい理由を続けた。

「……歴史があるところは独自の縫い方を持ってる。模様もそう。秘密の作り方がある」

「それが売りになるんです。でもボク達正道院にはそれがない。今からつくるのも……ね？」

　ルエッタさんがオヴィさんに視線をやると、彼女はこくりと頷いた。

「……アトルは百年もの。トックは安くて丈夫。人気なところと張り合うのは難しい」

　アトル、トックというのは服飾品のお店のことらしい。

　しかし……そこと張り合うようなものは、正道院には無い。

（だから在庫が在庫のままになっちゃったってことかぁ）

　俺はなるほどなぁ、と納得させられてしまう。

「……アトル模様も凄すごいし、トック縫いも良く出来てる」

　更にオヴィさんは業界の話を続けてくれている……が、ちょっと様子がおかしくなってきた。

「最近ルクスが入荷した若い職人のところも侮あなどれない。トックから独立した後、いきなりあそこに並べてもらってた。ルナ族風っていうのは──」

　淡々とした声色は変わらないのだが、どんどん早口になっていくのだ……！

「ルクスの裏の路地にある新店も良かった。仕入れたものも並べてるし、店独自のものもある。別の裁縫店の縫い方をさらに改良してて、値段も悪くないし──」

（こ、これは……）

「それからアトルから独立したっていう職人の秋冬のやつも襟元が綺麗でいい。まだルクスには並ばないと思うけど、わたしの予想では数年以内に──」

（オタク特有の早口ってやつだ!!）

　俺が確信をしたのとほぼ同時に、ルエッタさんが止めにはいった。

「ちょ、ちょっと！　オヴィ！　アリスト様の前だよ！」

「……ご、ごめんなさい。つい……」

　調子が元に戻るオヴィさん。

「ああいやいや！　大丈夫ですから」

　俺が首を振ると、彼女は少しシュンとした。

　その様子が、なんだか可愛らしい。

「とにかく今から服の商いを始めるなら、よっぽど目新しいことをしないと難しい。そういうことをオヴィも言いたいんです。だよね？」

　ルエッタさんがオヴィさんの言葉を代弁すると、こくりと彼女も頷く。

（オリビアの発想のヒントになればと思ったんだけど……）

　可能性は低いか、と諦めようと思う一方で。

（本当に可能性はないって言えるかな……？）

　と、考える自分もいた。

　というのも、オヴィさんの先ほどの様子が引っかかったからだ。

（早口になっちゃうほど好きって……なんかいいよな）

　現代で生きていた頃、俺にはそこまで好きと言えるものがなかった。

　だから、ついつい熱く語ってしまうものを持っている彼女が眩まぶしく思えたのである。

　それに加えて、

「オヴィ、修繕やってくれてた？　今日の課業じゃなかったよね？」

「……ん。もう終わった」

「えっ!?　終わったの？」

「……下着もやった」

「嘘!?　流石だね……。あれを一日で終わらせられる人、ウィメ中探してもいないんじゃない？」

「……別に。裁縫、好きだから」

「そっか。みんなも喜ぶよ、ありがとう」

　俺の耳に、二人のこそこそとした会話が聞こえてきたのだ。

（あまり時間の猶予もないし、オヴィさんの腕を活かす方向で考えられないかな）

　なんとかこの熱意と技術を活かせないものか。

　とはいえ、当然ながらすぐにアイディアは出てこない。

「ううん。何か目新しいもの……か」

　何度か唸うなった時、俺はふとオリビアが言っていた台詞せりふを思い出した。

『目新しさとか、ある種の運試しみたいな感じでやってくるお客さんもいてね』

　パンを渡す袋に印をつけておいて、印のついた袋を持ってきてもらえば半額になる。

　それをレテアでやった時の反応について彼女が述べた言葉だ。

（『アタリ商法』は現代では珍しくない）

　あっちにあって、こっちにないもの。

　かつ、こっちでもすぐに流用できたり、うまく活用できたりするもの。

　そういうのがこっちでは、『目新しい』なのだ。

（現代では普通で、異世界には無い。それでいてオヴィさんの熱意が活きるもの……）

　となると、やっぱり服関係？

　でも皆さんは露出度が高いのが好きだし、現代のデザインじゃあ物足りないって言われそうだ。

（なら現代にもあった、過激な衣装を参考にするとかか？）

　ゲームやアニメキャラのほとんど下着みたいなコスチュームとか。

　それなら結構好んでもらえるかもしれないけれど、非現実的なのも多いしなぁ。

「あ」

　と、そこまで考えて、俺ははっとした。

　現代にあって、異世界にないものに思い当たったからだ。

（パンティは見たことあるけど、ブラジャーは見たことない…！）

　そう。

　異世界に来て出会った女性は、みんなノーブラだ。

　院生の皆さんだって横乳丸出しで、ブラとはまったくの無縁である。

（でも待てよ。そもそも要らないから無いのか？）

　この世界では肌を強烈に露出しているのは若年から中年の女性くらいまで。

　それ以上高齢に見える方は、現代的に言えば上品な装いをしていた。

　多分、なんらかの習慣や考え方があるんだろう。

（どの女性も胸が垂たれているようにはとても見えなかったけど……）

　これは確認が必要だろう。

（初対面の女性に、ブラジャーの話か……）

　流石に躊躇する俺に、ルエッタさんが声をかけてきた。

「あ、アリスト様？」

　彼女はとても不安そうだ。

『あ』と一言発したまま黙りこくっているのだから、奇妙極まりなかっただろう。

（後でオリビア達に聞いてもいいんだけど……）

　不安そうな彼女を放っておくのは忍びない。

　俺は思い切って聞いてみることにした。

「えっと、ブラジャーって知ってます……？」

　二人の反応はとてもわかり易かった。

「ぶらじゃあ？」

「……？」

　揃って小首を傾かしげたのである。

　少なくとも、ブラジャーという名前は無いことは分かった。

「えっと、じゃあ女性の胸を覆うような下着ってありますか？　材質は布、とかレースとか」

　更に具体的に話をしてみるが、それでも二人はピンとこない様子であった。

　ウィメで見かけたビキニアーマーの話をしてみたが。

「『ウィキニ』はたしかにありますが……」

「……でも、あれは乳を押さえるもの。肉体労働の人しか着ない」

「わざわざおっぱいを隠す下着は、ボクはちょっと存じ上げないです」

　肌を露出することで、魔法の素養を得る。

　それが基本のお洒しゃ落れ文化というのは、やはりすごい……。

（改めて異世界に来たって感じがするなぁ……）

　何度目かのカルチャーショックを感じていると、さらなる驚きもあった。

「アリスト様のおっしゃるような、乳房が垂れる、崩れる……というお話もあまり聞いたことがありません」

「……うん。支えたり、整えるというのは聞かない」

　この世界の女性は、非常に素晴らしいおっぱいをお持ちらしい……。

　まさか女性が、おっぱいの垂れに悩まされない世界だったとは。

（流石異世界……現代とはまったく違うんだなぁ）

　しかし、好きなものに反応する人の性質は同じだったようだ。

「……アリスト様。その『ぶらじゃあ』っていうのはどこで？」

　身を乗り出したのはオヴィさんであった。

　淡々とした声はそのままだが、明らかに興味津々といった様子である。

「えっと、首都でそういう話を聞いたことがあって」

　元ネタは適当にごまかす。

「……興味がある。どんなものなのか、教えてほしい」

　とはいえ、俺も構造に詳しいわけではない。

　なんとか思い出しつつ、自分におっぱいが有る体ていで指を動かしてみせた。

「ええと。さっきも言ったような感じで、ここにこう、布があってね」

　言葉が砕けてしまうのも構わず、一生懸命説明をしてみるが。

「……よくわからない」

　オヴィさんにはなかなか伝わらない。

　しかしそれも、ある意味当然とは言える。

（あっちでは着けたことも、脱がせたこともなかったんだよな……童貞ゆえに……）

　切ない気持ちになっていると、近くから衣きぬ擦ずれの音とボタンを外すような音が聞こえた。

「ちょ、ちょっとオヴィ！　何してるの!?」

　ルエッタさんが慌てたような声を出している。

　何事かと目を開けると、そこには桃源郷が広がっていた。

（ちょっ!?　えっ!?）

　なんとオヴィさんが院服の胸元をはだけ、ボリュームたっぷりの生乳を披露していたのだ。

　唐突すぎるご褒ほう美びに、俺の思考はストップしてしまう。

「……直接教えてもらったほうがいい。アリスト様におっぱいは無いから」

「な、何を言ってるの!?　は、早くしまって！　失礼だって！」

「……アリスト様、優しい。今も普通に話をしてくれる」

「お優しいよ！　お優しいけど、そんなもの見せたら駄目だって！　すみません、アリスト様。この子は衣服のこととなると本当に……」

　ぺこぺこと俺に頭を下げるルエッタさん。

「ほら早くしまって。お話ししていただけるだけで十分なんだから！」

「……そう」

　残念そうにするオヴィさんは、そのまま魅力的な乳房をしまおうとした。

（……はっ!!）

　と、そこへきてようやく、驚きにストップしていた思考が動きだした。

　が、理性はまだ動いていなかったらしい。

「し、しまわなくて大丈夫！　むしろ嬉しいです！」

　気づけば俺は、欲望に忠実すぎる言葉を零こぼしてしまっていた。

「「えっ？」」

　ぴたりと動きを止めた二人が、俺のほうを見る。

「「「……」」」

　部屋をしばらく沈黙が支配した後、最初に口を開いたのはルエッタさんだ。

「あ、アリスト様？　今のはどういう……嬉しい……？」

　驚きなのか。

　それとも俺のスケベさが信じられなかったのか。

　彼女の声はわずかに震えている。

（やっちまったああ!!）

　彼女らは俺に対して好意的には見えるが、お互いの立場は微妙だ。

　胸を見て嬉しいなどといえば、それこそ奇妙なやつとしていよいよ隔かく離りかもしれない。

　猛烈な後悔と同時に、俺のスケベエンジンは最高速度で脳を回転させてくれた。

　だから、なんとか二の句は出てきたのだけれど。

「えっと……そう！　説明がしやすいから！　ブラジャーの！」

　句の完成度は酷ひどいものであった……。

「せ、説明をして頂ける、と……？」

　しかし、その句が良かったのか。

　呆然とするルエッタさんはともかく、オヴィさんの行動は早かった。

「……よかった」

　彼女はさっと俺の近くの椅子に座る。

　そうして、一切躊躇することなく。

「……お願いします」

　ぶるんっと、改めて生の乳房を突き出してくれたのだ。

（が、眼福！）

　眼前に迫る豊かな乳房。

　それは一切形の崩れを見せず、美しく、それでいて官能的なカーブを描いていた。

　そしてなにより目を惹くのは、その果実の頂点だ。

（……乳首が埋まってる）

　ピンクの乳輪の中央は、恥ずかしそうに埋まっているのである。

　そこだけは、三つ編みで大人しそうな彼女のイメージとぴったりであった。

（綺麗だし、乳首はエッチだし……ずっと見ていられそうだ）

　って、今はそういう場合では無い。

「えっと、じゃあ……」

　もうすでに息子が元気になっているが、それはそれである。

（ええい、ままよ！）

　俺は色々な疑問や感情を吹っ切って、彼女の肩に手を添そえた。

「わぁ……」

　小さく声をあげたのはルエッタさん。

　いきなり女性の身体に触れたのだ、大胆な男だと思ったことだろう。

　……俺もそう思います。

「……」

（静かだ……）

　驚いたことに、オヴィさん自身はぴくりとも反応を見せなかった。

　男に肌を触られるくらいどうってことない、という感じである。

（これならやりやすいかもしれない）

　その反応のおかげで、邪よこしまな気持ちが少し収まる。

　彼女に倣ならって、俺も意識して淡々とした説明を心がけることにした。

「まず、こんなふうに布の帯が肩から伸びてる」

「……どのあたりまで？」

「ちょうどこのくらいまで、かな」

　出来る限りおっぱいに触らないようにしながら、ブラの帯がくるあたりを指差す。

「で、ここから胸の周りに帯がくるんだ」

「……帯？　どういうもの？」

　声色には感情が乏しいが、彼女の興味は本物だ。

「ぐるっと胸の周りを一周する帯で……」

「……どのあたりを一周？」

　彼女は俺によりしっかり説明させるため、両腕をあげた。

　脇をみせるのも、乳房が揺れるのもまったく躊躇しない。

「このあたりかな」

　その気持ちに応えて、しっかりと帯の場所を教える。

「……わかった。それで胸を覆う布は？」

　彼女の熱心さは止まらず、カップ部分の説明にも入ることになった。

（煩ぼん悩のう退たい散さん、煩悩退散……！）

　当然ながら、彼女のたっぷりとした乳房は視界いっぱいに入ってくる。

　女性特有の甘い香りは、煩悩をひっきりなしに刺激してきて仕方がない。

「よ、横はこの辺りから。その帯にくっついているんだ」

「……正面はどこから？　別々の布？」

　そしてやはり、オヴィさんの要求には躊躇がない。

「……ちょっとわからない。覆う布の位置を手で教えてほしい」

（て、手で!?）

　その魅力的なおっぱいを触ってどこを隠すのか教えろ、というのである。

「……嫌で無かったら。失礼だったら、ごめんなさい」

　躊躇する俺に、オヴィさんがそんなことを言う。

　だが彼女が謝ることなど何もない。

　嫌どころか、触らせてもらえるのは嬉しいのだから……。

「じゃ、じゃあ失礼して……」

　俺は意を決して、彼女の両乳房を手で持ち上げるようにした。

（やわらか……っ……！）

　張りがあり、たっぷりと柔らかい乳肉の感触が手の中で弾ける。

「……」

　しかし驚くべきことに、それでもオヴィさんは一切の反応を見せなかった。

「隠す布はこのくらいまで。谷間までは隠さないことが多いと思う」

「……多い？」

　乳肉よりしっとりとした乳輪。

　それが俺の手のひらにあたっても、オヴィさんは一切様子を変えない。

「……それは、ものによって違うという意味？」

　だから俺も事務的な雰囲気を崩さないよう、一生懸命に耐えた。

「うん。例えば──」

　乳輪の感触がしっかりと伝わってくるが、考えてはいけない。

　すごく魅力的な感触だけど、考えてはいけないのだ！

「……下は絶対に隠す？」

「うん。隠すっていうか帯で持ち上げてる感じかな」

　しかし、考えないようにしたことが裏目にでた。

　俺は説明の流れに任せ、おっぱいをぎゅっと持ち上げてしまったのだ。

「……っ」

　ここで、初めてオヴィさんに変化が訪れた。

　彼女はぴくりと身体を揺らしたのだ。

「あっ、ご、ごめん！　痛い？」

　思わず離そうとした手は、彼女の手でぎゅっと乳房に押し付けられた。

「……平気。驚いただけ」

（うはぁっ!?）

　その瞬間、柔肉の爆弾が手の中で弾ける。

（す、すごい感触っ！）

　驚きに反射的に手に力が入り、意図せず彼女の乳房を揉み込む形になってしまう。

　すると再び、オヴィさんの身体がびくんっと跳はねた。

「……っ……」

　今度も無言だった。

　けれど少し、彼女の体温が上がった感じがしたのは気の所せ為いだろうか。

（い、いかん……抑おさえていた興奮が……）

　焦る俺に、オヴィさんが更に質問を続ける。

「……続きを教えてほしい。前側はどういう形？」

「上から吊るからこういうのが多い、かな」

　手のひらの当て方を変えて、自分が知っている形を再現してみる。

　そうすれば当然、彼女のおっぱいを軽く揉むようになってしまったりもする。

「……っ……続けて……」

　ときおり反応はするオヴィさん。

　けれど声は今まで通り。

　だから俺も理性を全開に働かせ、最後までブラジャーの説明をやりきった。

「だいたい、こんな感じかな」

「……わかった」

　と、思ったんだけど。

　まだオヴィさんは俺の手を離そうとはしなかった。

「……乳首を隠さないものは？　どれも布が大きい気がする」

　異世界の文化を考えると、それは当然の質問かもしれない。

　首都で見た……って言っちゃったし。

「ち、乳首を隠さないものか……」

　乳房の感触から必死で考えを逸らしつつ、俺は記憶を探る。

「……あるなら教えてほしい。そういうほうがウィメの人は好きかもしれない」

　どうやら彼女は、ブラジャーを売り物にできるかもしれないと思ってくれているらしい。

「オヴィ……」

　黙って見ていたルエッタさんが、小さく声を出す。

「……院は今厳しい。何でもいいから、知恵がほしい」

　前向きな彼女に俺は嬉しくなる。

　だから俺は、もう少しエッチなブラジャーも紹介することにした。

　彼女がこれだけ意欲を持っているのだから、俺も勇気を出そうと思ったのだ。

「わざと隠さないで、こんなふうに乳首を……!?」

　……が、そこで俺の手は止まってしまうことになった。

「……」

　原因はオープンブラを再現したことで久しぶりに見えた彼女の乳首、その片方にあった。

（た、勃たってる……！）

　陥没していたはずの乳首は、いまやしっかりとその存在を主張していたのである。

「……」

　オヴィさんは俺が何を見たか、気づいているだろう。

　しかし何も言わず、何か様子を変えることもない。

「「……」」

　ルエッタさんも再び黙ったまま。

　室内は妙な沈黙が支配していた。

　そして俺はようやく気づく。

（オヴィさん、うっすら汗かいてる……！）

　彼女が性的な快感を覚えていることを知って、俺は急激に欲望に流される。

「こ、こんなふうに乳首を……」

　説明を繰り返しながら、勃起した彼女の乳首に軽く指をふれてみる。

　すると。

「……ッ……っ……」

　ガタンガタンッ！

「「!!」」

　室内に大きな音が響いた。

　オヴィさんが激しく縦に身体を揺らし、彼女が座る椅子が大きく跳ねたのである。

「だ、大丈夫……？」

「……驚いただけ」

　それでも、オヴィさんは短く応じる。

　やっぱり淡々とした様子だ。

　けれど、俺が触った乳首はさきほどより更に勃起しているように見えてならない。

（……も、もう一回……）

　俺はすけべ心に抗あらがえず、彼女の勃起乳首を今度は指でこねた。

「乳首をこんなふうに……」

　その途と端たん。

「ッ……ぁッ……」

　ガタガタッ!!

　再び派手な音が鳴り、彼女の身体が大きく二度跳ねた。

「「「……」」」

　室内にはまた、沈黙が流れる。

「……驚いただけ」

　オヴィさんは繰り返し、特徴的な三白眼にも変化は見られない。

　けれど彼女の身体は明らかに震えていた。

　それはぴくん、ぴくんっと断続的なもの。

　まるで女性が絶頂した後かのような……。

（……）

　俺はもう止まれなくなり始めていた。

　鼻息も荒くなっていると思う。

「……」

　オヴィさんはきっと気づいている。

　けれど、無言だ。

　それを良いことに、俺はもう一方の乳輪に狙いをつけた。

「布は透けているけど、乳首を模様で隠すやつもあって……」

　大きめのピンクの乳輪、その中央の窪みに指を伸ばす。

　そして、爪を立てないように……窪みをゆっくりとほじくった。

「……ッ！」

　ガタッ!!　ガタガタッ!!

　オヴィさんは、椅子から飛び上がるように中腰になり。

「っ……ッ……！」

　がくがくといやらしく、腰を前後に震わせたのだ。

（あぁ……駄目だ……！　もう我慢できない！）

　無言のまま、けれど身体で絶頂を教えてくれる淫靡な女体。

　俺はもう辛抱たまらなくなってしまい。

「ごめんっ！」

「……ぁッ！」

　気づけば、彼女の大きな乳房に思い切り吸い付いてしまうのだった。




　オヴィは今、人生で最も混乱していた。

「ちゅううっ！」

　男性に乳首を吸われる日が来るなんて、想像だにしていなかったからだ。

　当然それによって叩きつけられる快楽も、妄想していた以上。

「ッ……[image: ]ッ……[image: ]」

　けれどオヴィは決死の思いで声をこらえる。

　たとえ乳房を強く揉まれ。

　コンプレックスだった乳首を舌で優しくほじくられても。

「ぁっ……やっ……[image: ]」

　そのせいで腰が跳ね上がり、椅子が派手な音を立てても。

「ちゅうっ！　ちゅううっ！」

「～～っ[image: ]」

　なんとか嬌きょう声せいを耐えぬく。

（これは……っ！　これは仕事……アーリャと、院のみんなのため、だから……ッ……！）

　彼女はあくまで仕事中でありたかったのだ。

　なぜなら彼女は、とある言葉を大切にしていたからである。

　それはオヴィがまだ学生であった頃、隣席になった美しい女生徒が彼女にかけた言葉だった。




「私は裁縫が大の苦手なんだ。すまないが、私に裁縫を教えてもらえないだろうか」

　その女生徒ははにかんで、こうも続けた。

「ああ、いや唐突ですまぬ。私はアーリャと言う。我ながら粗そ忽こつ者ものだと分かっているのだが、なかなか性分を変えられないままでいるのだ。どうか許してほしい」

　その時、オヴィはすぐに返答ができなかった。

　彼女は二つの点で驚愕していたからである。

　一つ目の驚きは、自身に朗らかに話しかけてくる存在がいた事だ。

（わ、私に話しかけてきてる……!?）

　オヴィは相手の言葉につい色々と考えてしまい、返事をするのに時間がかかる性分である。

　そのため彼女は、簡潔に応じる癖くせをつけ、なるべく相手を待たせないようにしようと考えた。

　しかしその癖が、彼女の声色と合わさると冷たく聞こえてしまうのだ。

　結果彼女は周囲から怖がられるようになり、友人と呼べる存在もいなかった。

（あのアーリャに声をかけられるなんて！　な、なんて応こたえたらいい……!?）

　もう一つの驚きは、その相手がアーリャだったことだ。

　校内で知らぬものはいない、浮世離れした美女。

　しかし友人も多く、その秀才ゆえ教師に頼られていることもしばしば。

　そんなアーリャとオヴィはまさに正反対、光と影といってもいい立場だったのだ。

　当時のオヴィにとってアーリャが眩しすぎるのは、当然のこととも言えた。

「……別にかまわない。何を教えたらいい？」

　だからこそ、オヴィは簡潔で素っ気ない言葉を絞り出すのがやっとであった。

　そして、その事実に彼女は心の中ですぐに絶望した。

（ああ、終わった……私の学生生活）

　このような態度をとったとなれば、アーリャだって気分が悪いに決まっている。

　彼女を慕う女学生にも伝わり、ひどい目に合わされてしまうかもしれない。

　近づく者がいないのをいいことに、すけべな本を教室で読んでいることもバレるだろう。

　……と、思ったのだが。

「ありがたい！　大変恥ずかしいことなのだが、実は針に糸を通すのすらままならなくてな……」

「……!?」

　当のアーリャは気分を害するどころか瞳を輝かせ、すぐにオヴィの指導を希望したのである。

　以来、彼女はオヴィを師と仰あおぎ、裁縫の授業や課題になると彼女を頼るようになっていく。

　そしてしばらくすると、彼女達は誰が見ても仲の良い同期となっていた。

「秀才だと？　私がか？」

「……みんな、そう言ってる。だから驚いた、いきなり教えてくれって言われたから」

　アーリャはオヴィの言葉に笑う。

（……本当に綺麗な顔）

　彼女を好きになってしまう女性の気持ちも分かる、と当時のオヴィは思う。

　一方のアーリャは、別の意味で気恥ずかしそうに頬を染めた。

「針に糸を通すのに一時間。手拭きを作るのに一日。オヴィが一番良く知っているだろう？」

「……それにも驚いた」

「料理をすれば香りだけで落第点をつけられる。放っておけば、私は今頃オヴィの後輩だ」

　彼女の料理の腕は、事実壊滅的であった。

「手料理を食べきってくれたのも、オヴィが初めてだったな。私も驚いた」

「……じゃあもう適当にものを入れるのはやめて。それと、変な匂いがしたら火を止めてほしい」

「最近はそうしている。先生も一口は食べてくれるようになったのだぞ」

　神の使徒かと思うほど美しい手が、食品を使った悪魔を生み出す。

　オヴィはそれが不思議で、可お笑かしかった。

「それでも裁縫がここまで出来るようになったのは……」

　自嘲的で快い笑みを浮かべた彼女はそこで手を止め、小さな縫い物をオヴィに渡す。

「オヴィのおかげだ」

　それはアーリャが作った、ルナ族をかたどった小さな縫い物。

　ぬいぐるみではなく、切り取った布を二枚重ねて中に綿を入れただけのものだ。

「オヴィが作ったものよりは不細工だが、感謝の印だと思ってほしい」

「……くれるの？」

「むしろ貰ってくれ。私の中では一番出来が良いんだ」

　オヴィにとって、それはすぐに宝物になった。

　そして、アーリャがくれたものはそれだけでは無かった。

「私の裁縫の腕にこれほど根気よく付き合ってくれるなど、尊敬に値すると思わないか？」

「そうだね、先生も頭抱えてたもん。オヴィは凄いよ」

「将来は服屋さんを作ったりして。ね、そしたら割引してね」

　彼女は自身の友人にオヴィを紹介してくれたのだ。

　そしてアーリャが、穏やかで話しやすい学生を選んで引き合わせてくれていることは、オヴィにもすぐに分かった。

　そのおかげでオヴィと親しくしてくれる女学生は一人、また一人と増えていったのである。

「……ありがとう。アーリャ、みんな」

「オヴィ。御礼を言うのは私達のほうだよ。アーリャの課題に付き合わされるの、ほんっと大変だったんだから」

「そう。寮で深夜までやらされてさ。裁縫の課題だけは出ないでほしいって思ってたもん」

「なっ……そうだったのか。それならそうと早く言ってくれたら良かったのに」

「いや、言ってたよ！　鈍感すぎるでしょ！」

「そうか……？」

　上がった笑い声の輪にいられることが嬉しかった。

　この時からオヴィは腕を磨き、いつかアーリャや友人のために尽くしたいと願うようになった。

　卒業後しばらくしてアーリャが院長になったと聞いて、すぐに勤めていた裁縫店を辞め、イル正せい道どう院いんの門を叩いたのも。

　そんなオヴィにとっては当然のことだったのだ。

　だから──



「ぁッ……[image: ]ぅッ……[image: ]」

　──院が傾いた今こそ、自分に何かできないか。

　笑わなくなってしまったアーリャに、なんとか可憐な笑みを戻してあげられないか。

　オヴィはそのやり方を探していたのだ。

　特に自分が得意とする裁縫で何かできないか、修繕の仕事を一手に引き受けながら可能性を探っていたのである。

（だから気持ちよくなってたら、いけないのに……っ！　そんなつもり、なかったのに……！）

　しかしそんなオヴィにとってアリストは誤算も誤算、大誤算であった。

　唐突に現れた、女性に対して無警戒に近づいてくる男性。

　見た目も声も、ふわりと香る男性の匂いが。

　華奢なのに、どこか野性味──実際はアリストのすけべさ──を感じさせる視線が。

（あれは、見間違いじゃなかった……っ……！）

　彼女が抑え込んでいた性欲を改めて煮え立たせた。

　それはこの下着の話をきっかけに、乳を触ってもらえないかと期待してしまうほどにである。

「ちゅううっ」

　本当はちょっとだけ良い思いをして、すぐに下着の話に戻るつもりだった。

　院を救うために、腕を活かして新しい商品を作ってみたい……ずっとそう思っていたのだから。

　それに、打算もあった。

　ルエッタとはすけべな本を貸し借りする仲。

　だからきっと彼女も期待をしているし、何かあっても黙っていてくれるだろうと。

（そんなに、吸わない、でッ……[image: ]）

　しかしオヴィの期待は、想像を超える形でかなってしまった。

「ん……ッ[image: ]は……ッ[image: ]」

　学生時代から性的な興味が強かったオヴィ。

　揃えたすけべな本は部屋に隠しきれず、同志のルエッタと秘密の書庫を共有するほどだ。

　もちろん揃えるだけではなく、それらの『お世話』になる夜も少なくない。

　そして最近一番のお気に入りが、アリストをテーマにしたものだったのだ。

「ぇろッ……ちゅうううっ！　ふーっ……ふーっ……！」

　そのアリストが、今自分の両乳を鷲掴みにしてくれている。

（アリスト様の舌が……[image: ]）

　更に鼻息荒く、悩みの種だった乳首を舐なめしゃぶってくれている……！

「ッ[image: ]……っ……っは[image: ][image: ][image: ]」

　それを自覚したオヴィは、再びがくがくと両脚を震わせてしまった。

　直接的な嬌声こそ抑えたものの、絶頂を隠しきれない。

（アーリャのため、院のためって決めたのにッ……[image: ]だめなのにっ…… [image: ]）

　ここで快楽に耽ふけっては、いよいよ不誠実そのものになってしまう。

　仕事や同僚より性欲を優先した、悪い女になってしまう。

（ダメッ[image: ]だめっ[image: ]おやめになってもらわないと……っ……[image: ]）

　だから彼女は、乳を揉むアリストの腕に手をかける。

「ぇろッ……ちゅぱっ！　ぢゅううううッ！」

「ぅッ[image: ]ぁっ……[image: ]はぁッ……[image: ]」

　女の肌も嫌がらず、困っているルエッタにも真摯に対応する。

　そしてぶっきらぼうな自分にも、ちっとも嫌な顔をしない。

　アリストが噂以上の素晴らしい男性であることは分かったのだ。

（もう、充分わかったから……あっ[image: ]すぐに遠慮しないとっ[image: ]）

　しかし、彼女の手には力が入らなかった。

　女性器に直接響くようなアリストの甘い声がしたからだ。

「オヴィさん……おっぱいすごい……っ……柔らかい」

（ッ!?　!?　そんなことっ、言われたら……ッ[image: ]）

　オヴィはそれだけで中腰になって、愛液を撒き散らしてしまう。

「[image: ]うッ……[image: ][image: ][image: ]」

　もう、彼女の手には力など入りようが無かった。

（あぁ、ごめんなさい……皆。これをお断りするなんて……っ……わたし……ッ[image: ]）

　快楽の葛かっ藤とうに翻弄されるオヴィ。

「ぷはっ……」

　そんな彼女の葛藤に気づきもせず、アリストは乳房から一度口を離す。

（あ、駄目ぇ……ッ[image: ]）

　その刺激さえも、オヴィを軽い絶頂に導くには充分だった。

「ぁッ[image: ]～～～ッ[image: ]」

　身体の震えを止められない。

　強烈な快楽に浸る彼女に、さらに声がかかった。

「オヴィさん、気持ちいい……？」

　それは、アリストの気遣うような優しい声である。

　乳房を大切にそれでいてねっとりと揉み上げながら、こちらを見つめる彼の瞳。

（わたしはもう、駄目な女でもいい……[image: ]）

　彼女の唇は、いつものように脳の許可を待たなかった。

「気持ちいい、です……[image: ]」

　心のままに応じると、そのご褒美とでも言うように美男子が瞬まばたく。

　まるで宝石のような瞳だ、とオヴィは思う。

　けれど、見惚れている暇はほとんど無かった。

　──ぢゅるるるるッ!!

「ぅぁッ……[image: ]」

　次の瞬間、より容赦の無い舌遣いが彼女の乳首をほじくったからだ。

（ごめんなさいっ……アーリャ、ルエッタ、皆……[image: ]わたし、むりッ……これむりぃッ[image: ][image: ][image: ]）

　全身を駆け抜ける性感と、恥じらっていた乳首を受け入れてもらった幸福感。

　その二つがついに、オヴィを決壊させた。

「……[image: ]ッ[image: ]むりぃッ[image: ]我慢……むりぃッ……[image: ]」

　オヴィは中腰のまま、ガニ股に開かれた両脚が再び激しく震わせる。

『聖窓』と呼ばれる尻を露出した穴からは、愛液がびちゃびちゃと噴き出した。

「ぉッ[image: ]あッ[image: ]……ッ[image: ]ぁあ[image: ][image: ]あッ[image: ][image: ][image: ]」

　気持ちいい……ああ……おかしくなる……ッ！

　ごめんなさい……わたし、もうおかしくなる……ッ!!

「もっと気持ちよくなって、オヴィさん……ちゅううっ！　ぇろっぇろっ!!」

「あっ[image: ]ほじくらないで……ッ[image: ]ッあ[image: ]……[image: ]ッ[image: ]……[image: ]ッ[image: ][image: ][image: ]」







[image: ]







　執拗な乳首責めは、更にオヴィを天国へと昇らせた。

　そして、その官能の誘惑は院生としての彼女を牝へ変えてしまう。

（アーリャ、みんな、ごめんなさい……ッ[image: ]だって、気持ちいいッ[image: ][image: ][image: ]）

「むぐっ！」

　オヴィの両腕は彼女の意識外で、アリストの頭を思い切り抱きしめていた。

　乳房と、その中央をもっと吸ってほしい。

　わかりやすい意思表示に、アリストも更に猛烈に乳首へ吸い付き、ほじくる。

「[image: ]ッ[image: ][image: ]ッ[image: ]だッ……めっ[image: ]」

　言葉だけは否定をするオヴィ。

　けれど腰を振って乳房を押し付けられれば、アリストが乳を吸うのをやめるはずがない。

「ちゅううううううッ!!!」

　ぐるぐると舌を動かして乳首をすり潰し、同時に乳輪ごと吸い上げる。

　彼の欲望がなせる性技は、一人の院生を完全に牝に戻した。

「あひぃッ[image: ]ちくびっ[image: ]イグッ[image: ]イグゥううううううッ[image: ][image: ][image: ]」

　ついに、天へ向かって獣のような嬌声をあげるオヴィ。

　しかしアリストはそれでも許さない。

　さらにぐりぐりと彼女の乳首をほじくる。

「へ、へんになるッ[image: ]も、もうへんにっ……[image: ]あっ[image: ]あっ[image: ]あっ[image: ]」

　たわんだ乳肉すら震えるほど、彼女の身体を快楽の痙けい攣れんが駆け抜け。

（だめッ……むりッ[image: ]ありすとさまッ[image: ]それ無理むりッ[image: ][image: ][image: ]）

　オヴィをより深く、より長く絶頂へ落とした。

「[image: ]ッ[image: ]んほぉおッ[image: ]ちくびッ[image: ]ちくびまらイグッ[image: ][image: ]イッ……ッグぅううううッ[image: ][image: ][image: ]」

　院服から内ももが完全に露出するほど、彼女の脚は淫らに開かれ痙攣する。

　オヴィの身体は激しく反り返り、糸が切れたように倒れ込む。

「ぷはっ……！　お、オヴィさんっ!?」

　アリストに抱きしめられなければ、彼女は床に崩れ落ちていただろう。

　しかし彼にそうされても。

「[image: ]ッ……[image: ]ッ……[image: ][image: ]っ……[image: ]」

　彼女の意識は幸福と快楽で塗りつぶされ、その日の夜まで宙をさまよったのであった。




　茜色が院から去って、わずかな光石が瞬またたく頃。

　俺は一人、寝室に戻っていた。

（……やってしまった）

　広いベッドに座り、大きなため息をつく。

（はぁぁ……）

　今日はオヴィさんの胸を揉みしだき、乳首を吸ってしまった。

　ブラジャーの話をしていただけで、オヴィさんは俺を誘ったわけではない。

　しかし俺は興奮を抑えられず、彼女が気絶してしまうまで夢中になってしまったのである。

（すごい素敵なおっぱいだった。オヴィさんもすごくエッチだったし……）

　っていやいや、そうじゃなくて！

（……ルエッタさんとは完全に気まずくなってしまった）

　彼女に案内され、オヴィさんを背負って院生の寝室へ運びはした。

『……こちら、です』

　しかしその間ルエッタさんは一切こっちを見てくれなかったし、声も相当に小さかった。

　ちなみに俺の肉棒は、今もずっと勃起しっぱなし。

　けれどそのことにも、ルエッタさんは沈黙を守ってくれたのである。

（男性に対しての配慮だよな。余計な揉もめ事を避けるために、叫んだりしないでいてくれたんだ）

　男性に憧れをもっている女性が多い世界とはいえ、院生の皆さんは聖職者。

　性的なものを遠ざけているに違いない。

　ついに本性を現したぞ、あいつはやっぱり危険だ。

　女性のおっぱいを好き放題する獣、いや悪魔よ！

　みたいな情報が──残念ながらとても正確な情報が──今頃出回ってしまっているだろう。

「自業自得、だよなぁ……」

　これは己を抑えきれなかった罰だろう。

「ただいまー」

　と、二人の女性が室内へ入ってきた。

　オリビアとケイトさんである。

「ただいま戻りました。アリスト様」

　院生達との交流も兼ね、二人は食堂で夕食をとっていたのだ。

　ちなみに俺は部屋での夕食だった。

　院長から、混乱を招く、として食堂での食事は許可されていないのだ。

「ふー。アリストも夕食は終わったの？」

「うん、さっき。食器も下げてもらったよ」

「ふーん」

　オリビアがそう言いながら、俺の隣にぼすんっと座った。

（わ、近い！）

　ほとんど密着状態といって良いような、恋人同士の距離だ。

　それだけで落ち込んでいた気分が少し明るくなった。

　我ながら単純である……。

　しかし恋人同士の距離を作ってくれるのは、彼女だけではなく。

「お召し物は籠かごへ入れておいてください。明日朝一番で洗濯をさせていただきます」

　ケイトさんもであった。

　オリビアとは逆側に、上品に腰をかける。

　湯浴みを終えたのだろう、さらさらの緑髪から花の香りが舞う。

「ケイト、メイドとしては近くないかしら？」

「お世話係はお近くにいる決まりなの。これくらいの距離が適切なのよ。オリビアもギルド長としては近すぎると思うけど？」

「今回は同僚みたいなものだから。互いに歩みよるのは大事なことなの」

　くすくすっと両脇の二人が意味深に笑う。

　そして美女達の視線は俺にも向けられた。

（これは……）

　俺がオリビアといたしたことをケイトさんは当然のように知っていた。

　となれば、ケイトさんといたしてしまったことをオリビアは……。

「感謝しなさいアリスト。懺ざん悔げ室しつであんなことできたのも、あたしのおかげなんだからね」

　知っているどころではなかった。

　むしろ陰ながらサポートをしていてくれたらしい。

「オリビア。そういうのは黙っておかないと美しくないわ」

「あたしには、美しくない声が沢山聞こえてたけど？」

　俺はケイトさんと揃って頬を赤くする。

「お、オリビアったら！」

「オリビア、その……ありがとう」

「ふふ、わかればよろしい」

　オリビアはわざとらしく頷いてみせた後、話題を院の夕食についてへと変えた。

「ウィメの食事が恋しくなるわ。アリストも同じの食べてるんでしょ？」

「多分。今日は豆と汁物だったかな」

「おそらく同一で間違いないかと。アリスト様、食事の量にご不満はございませんか？」

　ケイトさんの言葉に、俺は苦笑いをせざるを得ない。

　宮殿ではメイドさんのまかないと同じものを出してもらっているが、それと比べれば院の困窮ぶりは明らかだったからだ。

　メニューも量も圧倒的に少ない。

「うん、大丈夫。二人は？」

　とはいえ、お腹が減ってあまりに辛つらいというほどではない。

「私は平気です」

「あたしは慣れるのに時間がかかりそう。食事の内容よりも、あの雰囲気に」

　オリビアはそこでふーっとため息をつく。

「誰も一言も喋しゃべらないの、黙々と食べるだけ。あれじゃあたし、味なんてわかんないわよ」

　食事中の私語は許されず、しかも同席したアーリャ院長が目を光らせているのだという。

「ケイト、正道院って皆こうなの？」

　オリビアが話を向けると、ケイトさんはふるふると首を振った。

「一応、沈黙の食事は規律の一つ。でもそれは月に一回程度が普通だって聞くわ」

「じゃあ今日がその日？」

「いいえアリスト様。ここは毎日です」

　はぁ？　と声をあげるギルド長に、メイドさんは苦笑を浮かべた。

「本院より厳格な院に、ってアーリャ院長が定めたみたいなの」

「厳格、ねぇ。神様はあんな暗い食卓を喜ぶのかしら。少なくともあたしは嬉しくなかったわ」

　やれやれとオリビアが肩をすくめると、ケイトさんも同じようにする。

「もともとはもう少し開放的な院だったんだけど……」

　そのやり取りに俺は疑問を覚えた。

　どうしてそれほどに厳格にしたがるのだろう、と思ったのだ。

「アーリャ院長が特別信心深い……とか？」

　俺の言葉に、オリビアが口を挟む。

「どうだか。あたしは信心深さとは一番遠い気がするわ。脅迫めいたことをしてるのよ？」

　次に口を開いてくれたのは、ケイトさんであった。

「信心深さはわかりませんが、アーリャ院長はイル正道院を首都の本院と同じ、あるいはそれ以上の格式ある院にしたいようです」

　オリビアの帰還日程を話し合う場で何があったか、という件を交まじえながら彼女は更に続ける。

「院長は規律に反した院生に忠告をすることはあります。ですが院生に対して大きく声を荒げることはただの一度も無く、静かにお説教をしています」

「まぁ……なんとなくそれは想像つくわね」

　オリビアが頷く。

　アーリャ院長の見た目はクール系美人だ。

　静かなお説教はイメージしやすかった。

「お説教は筋が通っていて、感銘を受けるくらいです。院長であるのも良く分かります」

　けれどなぜか本院の話題の時は、アーリャ院長はどうも熱くなるのだそうだ。

「本院に何か思うところでもあるのかな？」

　俺がそう言うと、ケイトさんは考え込む。

「本院に負けたくない……というような気持ちを感じることは度々あります。ルエッタ副院長はもともと本院にいたそうなので、それが関係しているのかもしれません」

　ただそのルエッタ副院長は、自ら望んで本院からやってきたのだという。

「アーリャ院長のお人柄を尊敬して、と聞いています」

　なら、どうして本院とそこまで張り合うのだろう。

　ううむと考える俺の一方、オリビアは今までで一番大きなため息をついた。

「はぁ～。嫌になっちゃうわね」

　そしてどこか納得したような表情を見せる。

「……あたし、あの院長のこと他人だと思えないのよ。すっごく癪しゃくだけど」

「「え？」」

　俺とケイトさんは揃って声をあげる。

　それがおかしかったのか、彼女はくすくすと笑いながら続けた。

「商業ギルド長になったばかりの頃。そうね……アリストと出会う少し前、あたしもあんな感じだったんだろうなって。昨日、今日で実感しちゃった」

「オリビアがアーリャ院長と同じ感じ……？」

　驚いたのは俺だけではなかったらしい。

　ケイトさんも目を丸くする。

「男性を豚とか呼ぶ貴女あなたが？　間違っても院生にはならなそうだけど……」

「うるさいわね」

　距離が近いからこその台詞に、オリビアはじとっとした目を向けて、再び遠い目をする。

「とにかく書類仕事になれなくて。でも、それを周りに知られたくなくて。商業ギルドではあたし、若手も若手だったからね」

　小娘だって舐められたくなかったのよ、と彼女は言う。

「面めん子つだけでも保ちたい。だからできます、できますって言ってどんどん仕事を溜めるけど、全然処理なんかおっつかない。有能な若手ギルド長って外では格好つけながら、実際はどんどん締め切りを破る酷い女だったわけ。無能よ、無能」

　オリビアが自虐的な言葉を使うのは珍しい。

「で、ある時限界が来て。いい加減にしてくれって年上の部下に言われたの。その部下が言うことは全部正しくて、もうどうしたらいいかわからなくなっちゃって」

　皆の前でわんわん泣いちゃったの、と彼女は笑った。

「急に泣き出すから、皆のほうがわたわたしてて。でももう涙が止まらなくて。ギルド長の面子なんて全部どっかへ飛んでいっちゃった」

「オリビア……」

　ケイトさんが困ったような、それでいて優しげな笑みを浮かべる。

　彼女はオリビアのこういう部分を、昔から知っていたのかもしれない。

「その後しばらくは、ぎくしゃくしながらなんとか仕事をやってた」

　いい加減にしろ、と言った年上の部下も黙ったままだったらしい。

「そんな時、変な男がウィメにやってきて。自腹でパン屋を買って経営するとか言い出したの」

　言うまでもない、俺とレテアのことである。

「なんか、ごめん。オリビアの事情を全然知らなくて……」

　俺がそう言うと、そうじゃないの、とオリビアは首を振った。

「事情を察してたニュートにうまい具合に言いくるめられたんだもの。それに実際手伝ってみたら、レテアがどんどん良くなって、ミミもリオナも元気になっていって」

　オリビアは俺をちらりと見てから、部屋の天井を見上げた。

「あぁ、これがあたしのやりたいことだったんだって凄く思った。商売を頑がん張ばっている誰かと顔を向き合わせて、それで笑顔にしたいんだって」

　思い起こせば、彼女はミミちゃんとリオナさんの笑顔を何よりも喜んでいた節があった。

　まるで姉のように二人を見守る視線はとても印象的だった。

「不思議よね。その人が無理しているかどうかって周囲はすぐ見抜くのよ。本人だけがよく分かってないの」

　眉をハの字にして、彼女はふっと息をする。

「レテアが上手くいった後、書類作業をしてたらね。例の部下が全部書類を持ってっちゃうの」

　愛想をつかされ、ついに馘く首びかとオリビアは思ったらしい。

　けれどそれは違った。

「『早く店主の困った顔を探しにいきなさい。机に座っていると貴女はしおれちゃうのよ』だって」

　褐色美女は柔らかく微ほほ笑えんで見せる。

「アリスト、貴方あなたがきっかけをくれたの。あたし、貴方とお店をやらなかったらきっとぺしゃんこになっていたわ」

　俺はとんでもない、と首を振る。

「俺はオリビアに頼ってただけ。お金の計算とか大体やってもらったし」

「方針は貴方の案。そして、それを示せる能力ってすごく貴重なのよ？」

　だから貴方にまた頼りたいって思ったんだから、とオリビアは嬉しいことを言ってくれた。

　しばらく暖かい沈黙が流れた後、ケイトさんがポツリと零す。

「……一番救わなければいけないのは、アーリャ院長なのかもしれませんね」

　まるで壁のように冷たく、動かし難く見える院長さん。

　けれどその内面はそうではないのかもしれない。

　心優しいメイドさんは更に言う。

「このままだと、彼女はどんどん孤独になっていく。けれどもう悲鳴もあげられず、辛い道を進むしかなくなっている……そんな風に見えてならないんです」

　しんみりとした空気が流れる。

　それを変えたのは、オリビアだった。

「ま、今はそれを考えていても仕方がないわ。それよりも大事なことがあるのよ」

「大事なこと？」

　何のことだろう、と聞き返した俺は甘かった。

「ねぇアリスト。今日、服飾室で何してたのかしら？」

「いッ!?」

　単刀直入、いや電光石火というべきか。

　褐色の戦士は瞳を細める。

　しかし戦士は一人だけではなかった。

「アリスト様。とても熱心に『何か』をやっていらっしゃいましたよね？」

　緑髪のメイドさんも、エルフの戦士を思わせるような鋭い瞳を見せていたのである……！

「アリスト？」

「アリスト様？」

　恋人の距離は更に縮まり、彼女たちのおっぱいが俺の腕を刺激する。

　ただ今ばかりは、それによって冷や汗が流れた。

（院生のおっぱいを吸いまくりました、なんて言ったら……）

　しかし、院生との今後もある。

　黙っておくわけにはいかないだろう。

　だから、なんとか上手い言い方はないものかと葛藤する俺だったが。

「何を？」

「なさっていたのですか？」

　美女の圧に勝てるはずもなく。

「し、下着の形を教えるとかいって、オヴィさんのおっぱいを吸いまくってましたっ！」

　結局、ありのままを報告……というより懺悔せざるを得なかった。

「そういう話なら、あたしにも教えてもらわないと困るわ」

「ええ。私にも情報を共有していただかないと」

　二人はそう言うと、素早くしなやかな手を動かし始めた。

「あっ！」

　行き先は俺のズボンの腰回り。

　あっという間に二人の手が潜り込み……

「うっ！」

　先走りが漏もれていた肉棒を、両側から包み込んだ。

「オヴィって娘こを気絶させちゃったんでしょう？　悪い人ね[image: ]」

「こちらも我慢なさったのですか？　お世話係に一言おっしゃってくだされば、すぐにお使いいただけましたのに[image: ]」

　戦士達の声は一気に甘い女性の声になった。

　ズボンの中では早速二人の手が暴れまわる。

「あっ……くぅッ……！」

「「ふふっ[image: ]」」

　ケイトさんの手がカリを責め、オリビアの手が玉袋を揉み込むのだ。

　絶妙なコンビネーションで、鈴口からはねばっこい汁が更に出ていく。

「アリスト、カッチカチよ……[image: ]」

「素敵です[image: ]アリスト様……[image: ]」

　その汁を肉棒へ擦り付ける女性達。

　二人の熱い吐息混じりの声がステレオで響く。

　真面目な話題はどこへやら。

　室内は淫猥な空気に満ちて、ぱさり、ぱさりと女性ものの服が落ちる音がし始めた。

「アリスト。オヴィって子にしたみたいに、ちゃんと新しい商売を教えて[image: ]」

　生まれたままの姿を晒すオリビアが、俺を追い詰める。

　気づけば俺は、ベッドのヘッドボードに背をもたせるような状態になっていた。

「ええ。私にもしっかりとご教授ください[image: ]」

　黒いタイツを残したまま裸になったケイトさんは、そんな俺の服を優しく、手早く脱がしてしまう。

　優秀なメイドさんに解放され、ぱちんっとお腹に当たる俺の肉棒。

「「あぁ……[image: ]」」

　それを見た美女二人が熱いため息を漏らす。

　そしてそのうちの一人、褐色の戦士が動いた。

「んしょっ……はぁっ……[image: ]」

　彼女は座った俺を背にし、ガニ股になってみせる。

　その股ぐらはすでにびしょびしょで、にちゃぁっといやらしい音を立てた。

「アリスト。ここも使いながら、いっぱい指導して[image: ]」

　彼女は甘くささやき、美しい背と尻を見せつけて、徐々に体勢を下ろしていく。

　濡れそぼった彼女の花びらと、準備万端の息子が触れ合うのはすぐだった。

「んはぁっ[image: ]」

　それだけでびくっと身体を震わせるオリビア。

　きゅっと上がっているのに柔らかさを失わない尻肉が、ぷるぷるっと俺を誘う。

（オリビアのお尻、たまらない……っ！）

　オヴィさんの乳肉でくすぶっていた欲望が、ごうと唸りを上げて燃えあがる。

「……[image: ]」

　挿入の権利は貴方のものよ。

　そう表明するかのように、オリビアはそれ以上腰を落とさず、視線だけをこちらに向ける。

　もちろん俺は、権利を行使するのに躊躇はしなかった。

「オリビア……！」

　──ぱぁんッ！

　俺の腰とオリビアの尻肉は、すぐさま激しくぶつかった。

　その瞬間、俺の鈴口は彼女の奥の口とキスをする。

「ああッ[image: ][image: ][image: ]」

　その一突きで、褐色の裸体が反り返った。

「あっ[image: ]あああ……っ[image: ]」

　そのまま身体を大きく震わせ、背を向けたまま倒れ込んでくるオリビアを抱きとめる。

「はぁっはぁっ……[image: ]ら、乱暴なんだからぁっ……あッ……ふぅっ……[image: ]」

　顔をこちらに向け、戦士とは遠い表情をする美女。

「はぁっ……はぁっ……[image: ]だめよ、急なのは。すぐにイっちゃうでしょ……っ[image: ]」

「オリビアのお尻に我慢できなくなっちゃって……」

　素直に心の内を話すと、オリビアの膣な中かがきゅっと締まる。

　そして彼女は微笑んで、俺の首を引き寄せた。

「なら、許してあげる[image: ]……んちゅっ……ぇろっ……[image: ]」

　彼女の背にぴったり身体をすり合わせながら、唇を合わせる。

　たっぷりと愛情を込められたキスは、俺の内側を満たしていってくれる。

「わっ!?」

　不意に下半身からゾクゾクとした感覚がせり上がってきた。

　顔を向けると、そこには四つん這ばいになった美女が。

「ちゅぱっ[image: ]ちゅっ[image: ]ちゅうぅうっ……[image: ]」

　なんとケイトさんがオリビアとの結合部に顔を埋め、俺の玉袋を舐めあげていたのだ。

「ケイトさん!?　そんなとこ、うはっ……！」

　快感に肉棒が動く。

　それを膣で感じたオリビアが笑った。

「あんっ[image: ]アリストのぴくぴくしてる[image: ]」

「だってケイトさんの舌が気持ちよくて……」

　俺がそう言うと、ケイトさんは弾けるような表情になった。

「本当ですか？　んちゅっ[image: ]嬉しいです[image: ]もっと気持ちよくなってくださいませ[image: ]」

　美女と繋つながりながら、ペニスを愛撫される。

　黒タイツに包まれた美尻を突き出すような体勢も最高だ。

　目にも肉棒にも嬉しい体験は、更に手にも嬉しい状態になった。

「ンッ[image: ]同僚との情報共有も大事な仕事よ。さ、下着ってどういうものなの？」

　オリビアが俺の両手を取り、そのまま形の整った乳房へ誘導したのだ。

　優しい手付きで乳肉を手のひらに擦りつけてくれる。

（なんて最高の仕事なんだ……！）

　たっぷりと潤うるおった膣中で肉棒をもてなされながら、彼女の乳房へ直接説明を始める。

「くっ……おっぱいを布で包む下着で、ブラジャーって言うんだ」

「どういう風に包むの？」

「形は色々なんだけど、こんな風に布があって……」

　乳房が布で隠される部分を手で覆って、そのままぎゅうっと揉む。

　すると、オリビアは嬉しそうに身を捩よじる。

「はぁんっ[image: ]そ、そうなの……ねッ……[image: ]」

　こんなの、説明ではなく乳房への愛撫だ。

　無論彼女だって、それは分かっている。

　それでも仕事風を装うオリビアに俺はますます興奮しつつ、調子を合わせる。

「それで下からおっぱいを支えて、寄せて上げる……」

　両乳を遠慮なく持ち上げると、美女は敏感な反応を見せた。

「あっ[image: ]い、いやらしい[image: ]下着なのね[image: ]あんっ[image: ]」

　嬌声を漏らしながら、美しい腰をくねらせる美女。

　あわせて、肉棒は膣ちつ壁へきによって激しく絞り上げられた。

（こ、これヤバいッ……！）

　射精をこらえる俺に、オリビアが口を開く。

「はぁっ……[image: ]それで？　乳首は隠すの？　材料をどれくらい使うか知りたいの[image: ]」

　理屈は通っているかもしれないが、そこには期待が込められていた。

「首都で見たのは、隠してたと思う。こんなふうに……！」

　出自をごまかしながら、俺は彼女の両乳首をすりつぶす。

　すでにはっきりと勃起していたそこを責められて、

「あっ[image: ]あああっ[image: ]ありすとぉっ[image: ]」

　彼女は再びぐりぐりと腰を擦り付けてきた。

　膣中が俺の肉棒を更に絞り上げる。

「うっ……はぁッ……」

　気を抜いたらすぐにでも射精させられてしまいそう。

　けれどオリビアを絶頂させる前に俺だけ気持ちよくなるわけにはいかない。

　もう少し我慢……と思ったがそれは一気に難しくなってしまった。

「ちゅううううッ[image: ]」

　ケイトさんがすかさず俺の玉を責めてきたからである。

　玉袋ごと口に入れられ、舌で激しく転がされる。

「あああっ！　ケイトさんっ、それ……ッ！」

　竿さおとカリを熱い膣で締め上げられ、玉を熱心に愛される。

（くぅッ！　腰が勝手にうごく……ッ）

　欲望が身体の主導権を握ってしまい、淫靡な遊びはそこまでになった。

「やぁッ!?　あっ[image: ]ぱんぱんだめッ[image: ]だめよッ[image: ]」

　始まったのは動物的な交尾だ。

　オリビアは俺を制止しようとするが、もう俺には通用しない。

「あっ[image: ]あっ[image: ]だめよッ[image: ]そんなことされたら、話できないッ[image: ]」

「だってオリビアの膣中、気持ち良すぎて我慢できない……！」

　頭の中は、オリビアの身体とケイトさんの舌で一杯だ。

　パンパンッと激しい音が室内に響き渡り、淫猥な香りが充満していく。

「やっ[image: ]奥ッ[image: ]当たるッ[image: ]アリストのかたいのッ[image: ]あたるぅッ[image: ]」

　踊る尻肉に煽あおられ、俺は欲望のまま彼女の乳房を掴んでしまう。

　そのまま乳首をすりつぶすと、褐色の身体は絶頂を迎えた。

「ありすとぉおッ[image: ][image: ][image: ]おっぱいだめよぉッ[image: ][image: ][image: ]」

　絶頂する膣が供給する、肉棒への強烈な快感。

　快楽に呻うめいた俺が反り返ると、肉棒が膣から飛び出してしまった。

「あぁんっ[image: ]」

　オリビアが喘ぎ、竿が外気の冷たさを認識する。

　ただそれは本当に一瞬のことだった。

「じゅぞぞぞぞッ[image: ]」

　肉棒はすぐさまケイトさんの熱い口の中へ入ってしまったのだ。

　間髪入れず、下品な音を立てながらのフェラチオが始まる。

「ぢゅぼッ[image: ]ぢゅぼっ[image: ]ぢゅぼっ[image: ]」

「うあっ！　ああっ！」

　膣中とは違う快感。

　心の準備ができていなかったために、カリも裏筋もなすがままになってしまう。

「ヂュうううっ[image: ]ぢゅぞッ[image: ]ちゅぱっ[image: ]ちゅっ[image: ]ちゅっ[image: ]」

　オリビアのおま×この下で行われている口淫。

　詳細を見ることはできず、いやらしくくねるケイトさんのお尻が見えるのみ。

　けれど、竿もカリも鈴口も全部気持ちいい……！

「ケイトさッ……それっ……！」

　射精を堪こらえきれなくなりそうになった時、肉棒は再び解放され──

「こっちも……[image: ]ほっておかないで……っ[image: ]」

　今度はオリビアのおま×こに。

　勢いよく彼女が尻を下ろしたことで、どちゅんっと子宮口と亀頭がぶつかる。

「あ、あたったぁ……ッ[image: ][image: ][image: ]」

　絶頂しながら鈴口へ吸い付いてくるような動きをする、オリビアの膣中。

（気持ちよすぎるって……！）

　歯をくいしばるが、玉には再びケイトさんの熱心なご奉仕が襲いくる。

「ぇろぇろッ[image: ]ちゅぱっ[image: ]ちゅぱっ[image: ]」

「ああッ……!!」

　もう俺に、オリビアを気遣う余裕は無かった。

「[image: ]ッ[image: ]まだイってるのッ[image: ]イってるってばぁッ[image: ][image: ][image: ]」

　どちゅっどちゅっと膣奥を小突きあげ、絶頂の最中の美女を喘がせる。

　肉棒は射精に向けて、もう止まれない。

「[image: ]ッ[image: ][image: ]ッ[image: ]ち×ぽッ[image: ]ち×ぽすごいッ[image: ]」

「はぁッ……ハァッ……！」

「ああっ[image: ]ち×ぽっふくらんだッ[image: ]出る？　出るのねッ[image: ]ざーめんくれるのねっ[image: ]」

　快感に狂い、覚えたての淫語を漏らすオリビア。

　腰をくねらせ、何度も絶頂を貪る女体はこの世で一番美しく淫らだった。

「オリビア、出すよッ……！」

「イッ……[image: ][image: ][image: ]あっ[image: ]ハァッ[image: ]ちょうだいッ[image: ]またいっぱいちょうだいッ[image: ]」

「うん、うん！　いっぱい出す……ッ！」

「ありすとっ[image: ]ありすとッ[image: ]すきっ[image: ]すきぃッ[image: ][image: ][image: ]」

　大股を開き愛液を吹き出しながら、愛を囁ささやいてくれる。

　出会った頃には想像もしなかった痴態と。

「ちゅぱっ[image: ]お出しくださいませ[image: ]アリスト様っ[image: ]」

　ケイトさんの熱心な奉仕で、俺の堰せきは勢いよく決壊した。

「イクッ!!」

　──ビュルルルルッ!!!　ドビュドビュッ!!!

「あはぁああッ[image: ][image: ][image: ]きてるぅッ[image: ]ありすとざーめん、きてるのぉッ[image: ][image: ][image: ]」

　今までで一番大きく跳ね上がる褐色の裸体。

　その拍子に膣から男根が抜けそうになるが、俺の身体はそうはさせなかった。

（まだ出したいッ！）

　オリビアを抱きしめて、彼女の身体を思い切り引き寄せる。

　パァンっと形の良い尻肉が震え、同時に子宮口へ亀頭が衝突する。

「だめぇええええッ[image: ][image: ][image: ]そんなのされたら、イグのぉッ[image: ][image: ][image: ]」







[image: ]







　横暴を許さない、とばかりに膣壁は俺の肉棒を締め上げ、竿から精を絞り出していく。

　──ビュクッ!!!　ビュルルルッ!!!

　間髪入れず、再び吐精が始まった。

「～～～～～ッ[image: ][image: ][image: ]」

　ベッドが音をあげるほど、オリビアの身体が跳ねる。

　そのあまりの動きに、今度こそ肉棒が抜け出してしまう。

　だが、射精の続きは下品なフェラチオが受け止めてくれた。

「ぢゅうううううッ[image: ]ずぞッ[image: ]ずぞぞぞッ[image: ]」

　ケイトさんが、喉奥までペニスをしまい込んでくれたのだ。

「あっ！　あああっ！」

　玉を揉み上げながら、尿道に残った精全てを吸い取る口淫。

　俺はたまらず腰を突き出し、ケイトさんの喉奥へもう一度射精をしてしまった。

　──ビュルッ!!!　ビュクビュクッ!!!

「んんッ[image: ]ずぞッ[image: ]んくっ[image: ]んくっ[image: ]」

　鈴口から飛び出した先から、全て彼女が飲み下していく。

（ああ、飲んでもらえるの最高だ……）

　自分を全て受け入れてもらえたような、幸福に満ちた感覚。

　でも、人とは貪欲であった。

「ぢゅっ[image: ]ちゅううっ[image: ]」

　淫らな表情で肉棒を吸うケイトさんが視界に入る。

　お尻を突き出して四つん這いになり、男女の結合部付近に顔を埋める様子はすけべだ……。

「ちゅぱっ……ぇろっ……[image: ]」

　と、ケイトさんが瞳を大きくして舌を止めた。

「んっ……!?」

　男根に硬さが戻り始めたのに気づいたのだ。

「ぷはっ……ちゅっ……[image: ]」

　ケイトさんは何も言わずに肉棒に口づけし、ゆっくりとベッドに仰向けになっていく。

　黒タイツと白いパンティ。

　それだけを身に着けた美しい女体は、大きく両脚を広げた。

「……アリスト様[image: ][image: ]」

　ビリ……ビリッ。

　小さな音が響く。

　それは、ケイトさんがタイツの股間部を自分で破ってみせた音だった。

　そして次に聞こえたのは、オリビアの声だ。

「はぁッ……[image: ]ハァッ……[image: ]アリスト。お世話をさせてあげるのも、主の役目よ[image: ]」

　絶頂から戻った彼女が、そう言って俺の身体から離れていく。

「うん……っ！」

　視界が完全に広がった瞬間、俺は緑髪の美しいメイドさんへ覆いかぶさった。

「ありすとさまっ[image: ]まだこんなにッ[image: ]あっ[image: ]」

「ケイトさん、すごい濡れてるよっ！　期待してくれてたの……っ？」

「はいっ[image: ]はいぃっ[image: ]お部屋に入った時からずっとっ[image: ]濡れてますっ[image: ]」

「ああ……すけべすぎだよ！」

「あっ[image: ]おち×ぽ、おつよいっ[image: ]い、イくッ[image: ]すぐイッちゃうッ[image: ]あっ[image: ]いくぅうううッ[image: ][image: ][image: ]」

　夜遅くまで。

　俺は二人の美女と、沢山情報を共有させてもらうのであった。




　数日後の深夜、俺は正道院の庭にいた。

「……綺麗だ」

　よく手入れされた庭は星空と三日月に照らされて、どこか神秘的だ。

　そこにいるのは俺一人。

　院生はもちろん、オリビアもケイトさんも寝室で眠っている。

　ここ数日で、彼女達とは新しい商いの相談をかなりの時間おこなった。

　結果、一番期待できるプランは、ブラジャーの開発だった。

（今日もずっと会議して、ぐっすりコースだと思ったんだけどな）

　心地よい疲労感とともに寝付いたのだけど、今日はふと目が覚めてしまった。

　その後なかなか寝付けなかったので、思い切って夜の散歩に出てみたのである。

　とはいえ、院は早寝早起きを極めたような場所。

　現代的に言えば、夜はまだまだこれからと言っていい時間だった。

（お、いい風）

　さわさわと林が揺れる。

　ウィメより高地にあるからだろうか、風は涼しくとても心地よい。

　俺が近くに木製のベンチを見つけて、しばらくその風を楽しもうと思った時。

（あれは……？）

　庭から見える通路の窓に人影が見えた。

　しかしこんな夜更けだ、普通は院生達が起きている時間ではないはず。

　疑問に思った俺は、少し目を凝らす。

（アーリャ院長？）

　窓の向こうに見えたのは、特徴的な金髪だった。

　月明かりに照らされた彼女の美貌は凄まじく、星々の瞬きすら霞んでしまいそうだ。

（何を見ているんだろう？　月かな？）

　彼女の視線が向かっているのは、細い三日月のほうだ。

　けれどその金色の瞳は遠く、星でも月でもないものを眺めているように見えた。

「……」

　そっと窓に手をやり、夜空を見上げるアーリャ院長。

　物憂げな表情を浮かべていた彼女だったが、次の瞬間、驚くべきことが起きた。

（あっ!!）

　彼女の全身から力が抜け、ふらりと倒れたのだ。

　どたっと鈍い音が聞こえ、俺は慌あわてて庭を駆け抜けて彼女のもとへ向かう。

「アーリャ院長っ！　大丈夫ですか!?」

　急いで窓を開け、廊下へ飛び込むと。

「……だ、誰だ……！」

　そこには、うずくまった状態から身体を起こそうとするアーリャ院長の姿があった。

　しかしその声は弱々しく、瞳もまだ俺をちゃんと捉とらえられていない。

「や、やめろ……！」

　近づくと、彼女は厳しい目つきをする。

　それもそうだろう、彼女は男性が嫌いらしいし、そもそも俺も招かれざる客なのだ。

　それでも、この状況を放置するなんてとんでもない。

「失礼します……！」

　俺は、すぐに彼女の身体を抱え上げ……。

（って軽ッ!?）

　驚きのあまり、彼女の身体を取り落としそうになった。

　身長も低くないし、肉付きだって美しく見える女体。

　けれどこうして抱き上げてみれば、まるで中身が詰まっていないかのようなのだ。

「お、お前……!?　な、何を……ッ！　やめろ、おろせ！　私にかまうな……！」

　腕の中で暴れるアーリャ院長。

　こちらを睨ねめつける視線は鋭利だ。

　しかし腕の力はとても弱々しい。

「！」

　そこで俺はもう一つのことに気づいた。

（アーリャ院長、お化粧してる……！）

　この世界の化粧はお洒落のためにするものではない。

　顔に出た疲れを消すために、それを周囲から隠すために使うものなのだ。

「何のつもりだ……！　私をどこかへ連れ去ろうというのか……っ……!!」

　彼女の視線は未いまだに厳しい。

　けれど彼女の力は、悲しくなるほど弱かった。

「ど、どこを触ってるんだ！　こ、このッ……！」

　熱の有無を見るために、俺がおでこに手を当てるのも彼女は防げない。

（熱はない、怪け我がも……ない。貧血か何かだとは思うけど……）

　コンビニバイトで無理をしすぎた同僚が、まさにこんな倒れ方をしたのを見たことがある。

　ただ、医者ではないから確証はない。

（話はできる状態だから、とりあえずベッドに寝かせて……それからルエッタさんを呼ぼう）

　俺はそう考え、ひとまず院長室を目指すことにした。

　ルエッタさんから、そこがアーリャ院長の私室も兼ねていると聞いていたからだ。

「お部屋までお連れしますから。少し我慢してください」

　立ち入ったことは無いが、場所なら分かる。

「は……？」

　彼女が瞳を白黒させてくれたおかげで、しばらくはスムーズに廊下を進むことができた。

　が、道半ばといったところで再び彼女は手足を動かし始めてしまう。

「や、やめろ！　なんのつもりだ……ッ……。私に、何を要求するつもりなんだ……！」

「っと！　暴れないでくださいって」

　俺は一生懸命バランスを取りながら、彼女に安心してもらおうと言葉を探す。

「そんなことしないです。とりあえず今はお部屋に。ルエッタさんもすぐ呼んできます」

　が、アーリャ院長はそこで顔色を急変させた。

「ルエッタに、何かさせるのかッ!?　やめろ、やめてくれ！　私になら何をしてもいいからっ！」

　険しかった表情は一変し、顔を青くする彼女。

「し、しませんって！　大丈夫ですから！」

　豹変ぶりに驚く俺に、畳み掛けるようにアーリャ院長は言い募る。

「信じないぞっ！　お前達男は、何をするかわからないのだッ！　頼む、院生に、ルエッタに手を出さないでくれ……ッ！　どうか私で満足してくれ……！　私なら、好きにしてくれていいからっ！」

（とんでもない事言い出しちゃったよ！）

　美女が心を許していない男に言っていい言葉ではない。

　ちょっとドキドキしてしまうが、今はそういう場合ではなかった。

「だっ、大丈夫ですから！　大きな声を出さないでください！　もうすぐお部屋ですから！」

　俺は彼女をなだめつつ、急いで院長室を目指す。

「大丈夫なわけ、あるか……！　首都の男と、お前、何が違うというんだ……っ……！　ルエッタを蹴り飛ばそうとした男と、なにが……っ！」

（ルエッタさんを蹴り飛ばす……!?）

　とても気になる話だ。

　しかしそうこうしているうちに、アーリャ院長の言葉は段々うわ言のようになっていった。

「ルエッタは、ルエッタは私のせいでっ……こんなところへ来ることになったのだ……！　どうかもうこれ以上、ルエッタを苦しめないでくれ……私が、私は何でもするから……っ……！」

　一体、彼女は何を抱えているんだろう。

　あんなに毅き然ぜんとしていた態度の裏に、こんな苦しい声を出す一面があったなんて。

（ミミちゃん達を思い出すな）

　最初にミミちゃんとリオナさんに出会った時、二人は分かりやすく憔しょう悴すいしきっていた。

　それは身体的な疲れと、仕事を失うという精神的ショックからだ。

（あの時の二人と、アーリャ院長。……似てる気がする）

　俺が急ぎ足で進み、院長室の扉の前に来た時。

「たのむ……っ……たの、む……」

　懇願しながら、腕の中で美女はまぶたを落とした。

「あ、アーリャ院長!?」

　容態が悪化したのかと心配したが。

「すー……すー……」

　規則正しい寝息が聞こえてきた。

　とはいえ、顔色が悪いのは変わりがない。

（早くルエッタさんを呼んでこないと）

　そう思った時。

　ぱたぱたと聞き覚えのある足音が近づいてきた。

「あ、アリスト様!?」

　副院長のルエッタさんだ。

「ボク、アーリャが倒れたのが見えて……！」

　急いでいたのだろう、いつも瞳を隠しているヴェールをしていない。

「俺もそうなんです。それでとにかくこちらへ」

　すぐに事情を察してくれたらしいルエッタさん。

　彼女は俺の腕の中で眠る院長の顔を見た後、手慣れた手付きで熱と脈を測った。

「よかった……大事は無いと思います」

　ルエッタさんは医学的な知識があるらしい。

　どの院も一人はそういう人間がいるそうだ。

　俺はそのままルエッタさんとともに院長室、更にその奥の寝室へ入った。

　そしてベッドにアーリャ院長を寝かせる。

　すると、可愛らしい副院長さんはぱっちりとした瞳にうっすら涙を溜めていた。

「ありがとうございます、アリスト様。お話を伺っていた通り、本当にお優しいんですね……！」

「いやいやいや！　優しいとかそういう話じゃないですって」

　あれほど弱っている女性すら、この世界の男性は放っておくのだろうか。

　どことなく暗い気持ちになっていると、ルエッタさんは瞳を大きくした後、ぱっと顔を隠す。

「あ！　失礼しましたっ！　ボク、急いでて目隠しを……」

　予想どおりの童顔に、くりっとした茶色の瞳。

　庇ひ護ご欲よくをかき立てられるような可愛い顔だ。

　無論、俺は急いで首を振る。

「俺は……そのままがいいです」

　そんな俺に、彼女は頬を真っ赤にしてこくりと頷いてくれた。

「……アリスト様がそうおっしゃってくださるなら……」

（かっ……可愛い！）

　この表情だけで、現世なら一体何人が彼女のファンになっただろうか……。

　高鳴った胸を抑えつつ、俺はアーリャ院長の部屋を眺めてみた。

（まさに殺風景というか……）

　女性らしさなどかけらもない、必要なものしか置かれていない部屋。

　本棚こそあるが、見る限りどれも仕事に必要そうなものだけだ。

（ん？）

　ただその中に、少し異様な部分があった。

　いくつかある本棚の一つに、紙の束が大量に詰め込まれていたのだ。

　整理はされているようだが量が多く、もはや棚には余裕が無い。

「この紙の束は？」

　俺が聞くと、ルエッタさんは寂しそうに俯うつむいた。

「これは、寄付のお願いの手紙です。ウィメの富裕層へ送るための」

「こんなに……!?」

「一定以上の稼ぎがあると思われる方には全部届けたと思います。ですが……」

　どこからも好意的な反応はもらえなかった。

　だからこそ、イルゼさんに迫ったというのもあるのだろう。

「断られても何度でもアーリャは書いて……。院長だからこそ、寄付の願いは自分が筆をとらなければいけないって」

　今あるのはこれから出すものだと思います、とルエッタさんは言った。

（毎回この量を書いて送ってるってこと……!?）

　辞書数十冊分とも思える量である。

　筆まめなどというレベルでは無いだろう。

「アーリャは、ほぼ毎日手紙を書いているんです。課業もやって、経理も半分くらいはやって。院長としてのやり取りもして……それでこの手紙も。なので、普段からほとんど眠っていなくて」

　そして、夜に倒れるのも今日が初めてのことではないそうだ。

「前のときはボクが見つけて。それからは心配で深夜に見回りを……」

　彼女がすぐに駆けつけてくれたのは、そういう事情があったのだ。

　しかしそんな状況だからこそ、俺は聞かずにはいられなくなった。

「どうして、ここまで……？」

　過労で倒れるほど手紙を書くなんて。

　さっき見せた必死さといい、寄付への執着といい……正直あまり普通ではない。

「もしよろしければ……少し、お話を聞いていただけますか？」

　ルエッタさんの言葉に俺が頷くと、彼女は廊下へ俺を誘った。




「ボク、昔は本院にいたんです」

　月明かりが照らす廊下にルエッタさんの声が響き始めた。

「確かに大きな院で、商いもしません。でも……本院も良い人ばかりではなくて。魔法が使えない院生を悪く言う人もいたんです。どんな院生も、試験を通れば一度は本院へ行ける、という决まりなんですけどね」

　魔法の素養を持たない女性が首都に入る、唯一のやり方だそうだ。

　ルエッタさんは男性目的では無かったようだが、無事試験を通過し赴任となったらしい。

　しかし彼女は、日常的に小さな嫌がらせをされていたのだという。

「魔法が使える院生のほうが優遇され気味なところがあって。ボク、何も言えなかったんです。自分はあくまで外部から入れてもらった人間ですし」

　でも、と彼女は続けた。

「後から院に修行に来たアーリャが、そんな院生達を公然と非難してみせたんです。本人は嫌がらせの標的になっても全然めげなくて。そうしたら魔法が使える他の院生達も、嫌がらせしていた人たちを批判してくれるようになって……」

　ルエッタさんのような人が肩身の狭い思いをするのは許せない。

　そんなふうに思っている院生達も多く、アーリャ院長の毅然とした態度はいつしか多くの味方を得たのだという。

　結果として嫌がらせをしていた院生達は追放され、今は厳しい処分のもとで懲罰課業に従事しているそうだ。

「そうやって本院が少し居心地の良いところになった時。たまたまディーブ伯爵がご視察にいらしたんです」

　俺はその名前に聞き覚えがあった。

「ディーブ伯爵……」

　ミミちゃん達のお店、レテアの前オーナーだ。

　嫌な予感は、ルエッタさんの続く話で的中した。

「その時、ディーブ様はご機嫌がよろしくなくて。ご案内係のボクがお気に召さなかったみたいで……ボク、いきなり蹴り飛ばされそうになったんです」

　しかし何な故ぜかそこで、ルエッタさんの顔は明るくなった。

「それを守ってくれたのがアーリャだったんです」

　アーリャ院長はディーブ伯爵とルエッタさんの間に入り、大声で言ったのだという。

『魔法に縋すがる畜生め。その短い足なんて切り落とされてしまえばいい！』

　当然周囲は大混乱。

　あわや本院がディーブ伯爵の魔法で破壊されるか否かという時。

「同行なさっていたペレ伯爵が場を納おさめてくださって」

（ペレ伯……!?）

　父さんの名前が急に出て、息が止まりそうになる。

　しかし同時に女性を蹴ろうとした側でなくて、俺はこっそりほっとしていた。

　ただ男性を侮辱した以上、アーリャ院長はお咎とがめなしとはいかなかった。

「アーリャとボクは首都から永久追放という形になりました」

　ルエッタさんも、当事者とさせられてしまったそうだ。

　けれどルエッタさん自身は、それで良かった、と言った。

「あのままボクだけ残るなんて絶対嫌でした。だから自ら望んで、アーリャと同じイル正道院へ異動にしてもらったんです」

　でも、と彼女は暗い表情になる。

「アーリャは今でもボクが不当に追放されたって思ってて。ボクがそんな風に思ってないって言っても、全然聞いてくれません。ボクがアーリャを気遣っているんだろうって。ボクが本当は本院に帰りたいに決まってるって」

　本院は商いをせず、寄付だけでやっていっている。

　課業だけができる環境で、周囲からの信仰も篤あつい。

　けれど……ルエッタさんはそこから追放されてしまった。

「だからイル正道院を……本院と同じような場所にしようとしているんだと思うんです。直接はそう聞いてはいませんが」

「……」

　だとすれば。

　領民のイル正道院への尊敬が、本院へのそれとはかけ離れていること。

　それが彼女にとってはとても辛く、苦しいことだったに違いない。

（寄付の額が、彼女の救いで……償いなのかもしれない）

　同時に、あの言葉の意味も分かったような気がした。

『どうかもうこれ以上、ルエッタを苦しめないでくれ……私が、私は何でもするから……！』

（本人も苦しいのに。うわ言でまであんなことを……）

　少しの沈黙の後、ルエッタさんは続ける。

「ボク、アーリャに憧れているんです。誰にも媚びず、誰にも負けず。常に真正面から立ち向かって自分の信念を貫く、その強さに。でもボクはまだまだ弱いから、彼女に言葉を届けられない」

　彼女は俺の目をまっすぐに見る。

「だから……だからボクはそんなアーリャに証明したい。もうアーリャに守ってもらわなくてもいいんだよって。ボクも一緒に頑張るよって」

　くりっとした可愛らしい瞳に、鋭い意志が宿った。

「今度はボクがアーリャを守ってあげたい。アーリャを救ってあげたい……！　だから商いを成功させたいんです。言葉が届かないなら、ボクの行動で届けたいんです」

　俺は彼女に圧倒された。

「ルエッタさん……」

　彼女の持つ、熱くて大きな志は、とてもその見た目からは想像できないものだった。

　そして見た目どおりではなかったのは、アーリャ院長もまた同じである。

（毅然とした態度からは想像がつかないくらい繊細で、苦しそうで……）

　浮世離れした美女は、壁のような冷たさの裏に脆もろさと悲痛な想いを隠していた。

　ウィメに対する理不尽とも思える要求は、彼女の声なき悲鳴の裏返しだったのだ。

　ケイトさんの言葉が木こ霊だまする。

『……一番救わなければいけないのは、アーリャ院長なのかもしれませんね』

　アーリャ院長もルエッタさんも。

　きっと、この世界の理不尽に立ち向かっているのだ。

　順応してしまったほうが楽かもしれないのに、それでも志を持って懸命に抗あらがっている。

（なんて……なんて、強い人達なんだろう）

　異世界でも現代でも、覆せない理不尽は襲ってくる。

　けれど俺は、一度でもここまでの気迫を持って抗おうとしただろうか。

「も、申し訳ありません！　アリスト様。つい、ボク個人の話を長々と……」

　頭を下げるルエッタさん。

　俺は、可能な限り大きく首を振った。

「いいえ。話してくれてありがとうございます」

　むしろ、その気高さに頭を下げたくなったのは俺のほうなのだ。

　そして俺は思った。

（俺も少しでいいから、彼女達みたいになれないだろうか）

　肩を並べるのはまだまだ難しいだろう。

　それでも、今できることを精一杯やりたい。

「あ、アリスト様……？」

　ルエッタさんの不安そうな声に、俺はどうしても『一緒に頑がん張ばるつもりだ』という気持ちを伝えたくなった。

　こんな気持ちになれたのが、初めてのような気がしたからだ。

「俺、ブラジャー頑張りますから！」

「へ……？」

　月夜の宣言は、非常に格好は悪かったと思う。

　でも、俺は嬉しかった。

　前世で見つけられなかった自分と、今会えた気がしたから。

　そしていつか友人に褒ほめられた後、ずっと忘れていた特技を思い出したからだ。













　　第三章　見習って、繋がって







　院長室の奥に用意された寝室。

　そのベッドの上で、アーリャはうなされていた。

（……やめろ……っ……やめてくれ……）

　彼女のまぶたの裏で、何度も見た光景が再生されていたからだ。

『首都に素養のないものなどいらぬ！　小汚い身体をこの私に見せるでない！』

　約束の時間を無視してやってきた貴族が、懸命に応対するルエッタへ手をあげようとする。

　虫の居所が悪く、八つ当たりをしようとしているだけなのは明らかだ。

『ルエッタ院生！』

　あの日と同じように、アーリャは持ち場を捨てて駆け出す。

　田舎者で素養もなく、粗野な言葉遣い。

　そんな自分にも優しくしてくれたルエッタが、男性の横暴にさらされることがどうしても我慢できなかったのだ。

『ディーブ伯爵、どうかお許しくださいませ！　今、代わりの者を呼んで参りますから！』

　アーリャはルエッタの前へ出て、素早く土下座をする。

　土で裾すそが汚れようとも、そんなことは関係無い。

　しかし貴族に聞く耳など無かった。

『誰に向かって口を利きいているのだ！　首都に集たかる腹立たしい虫どもめ！』

　今度は手ではなく、貴族の足がルエッタへ迫る。

　アーリャはその言い方に、そしてその態度にもう我慢がならなかった。

『虫ども、だと……』

　院生の中で不当な扱いを受けながらも、決して屈せず、決して仇なさず。

　朗らかに新米に話しかけ、導き、微ほほ笑えんでいる。

　自分の感情を制御できない男と、一体どちらが虫なのか。

（あぁ……また……）

　再現される高ぶり。

（やめろ、やめてくれ！　それは駄目なんだ！　言うなッ！）

　アーリャは必死に過去の自分を止めようとする。

　抑えきれえなかった感情を押し留めようとする。

『魔法に縋すがる畜生め。その短い足なんて切り落とされてしまえばいい！』

　しかし、今日も夢の中のアーリャは決定的な一言を放ってしまった。

「やめてくれッ!!」

　彼女はいつものように現実に引き戻される。

　そして、激しい後悔が昨日のことのように彼女を襲う。

「……夢……か」

　ここが懲罰的に移動させられたイル正せい道どう院いんであること。

　監獄のようにも感じられる寝室であること。

　アーリャはその二つを確認して、ふぅとため息をつく。

　まだ外は薄暗い。

（そういえば私はいつの間に寝ていたんだ……？）

　昨晩のことを思い出そうとして、彼女は瞳を見開いた。

（そうだ！　私はあの男に抱えられて……!!!）

　アーリャは転げ落ちるようにベッドから出て、大急ぎで院生達の宿室棟へ向かう。

（院生の寝室を確認した後は、あの男の部屋へ行かなくては！）

　自分が男に対して迷惑をかけたとして、院生に何かをしているかもしれない。

　人畜無害そうな化けの皮を脱ぎ去って、いよいよ毒牙を見せているかもしれない。

　ディーブ伯爵と同じように女をいたぶっているかもしれない……！

「ルエッタ！」

　真っ先に到着した寝室はルエッタの部屋。

　しかし彼女なりの──最悪の事態の──予想に反して、そこにはすやすやと寝息を立てる副院長がいた。

「ありすとさまぁ……ふへへ……やさしい……」

　加えて、呑気な寝言付きである。

（良かった。なにか暴力を振るわれたりは、していないようだな）

　少なくとも見えている部分には傷がないことを確認し、アーリャは他の院生の部屋も静かに確認をしていく。

　幸いなことに、どの院生も穏やかな寝息を立てていた。

　部屋を荒らされたような様子もない。

（とりあえず無事か。だが何かあるかもしれない。あの男の様子も見ておくことにしよう）

　院生ですらまだ起きていない時間である。

　ただ、足音を抑えて向かった貴賓室は無人であった。

（あの男もいない……？）

　アリストに何かあれば、それこそ面倒なことになる。

　一番良い部屋を使わせたのも、そういった面倒を避ける意味があったのだ。

（まずい……院生達をまた、苦しめてしまう……！）

　自身の行いが、首都へ納める金額を増やした。

　それは彼女を今も苦しめる事実だ。

「……っ……」

　アーリャは嫌な汗をかきながら、正道院中を探して回り。

　その姿を、あまりに意外なところで見つけた。

「お……お前……」

　それは服飾室であった。

「お、お前、何をしている……!?」

　光石の小さな明かりの下もと、大量の紙に何かを書きつけるアリストがいたのだ。

「え？　いや、ブラジャーのデザインを……って、アーリャさん!?」

　アリストはペンを握ったまま瞳を大きくした後、すぐに不安そうな表情を浮かべた。

「ね、寝てなきゃ駄目ですって！　さっき倒れたばかりなんですから」

　声を潜めつつも、やや怒ったようにするアリスト。

（な……!?）

　アーリャはその様子に混乱する。

　まるでいつかのルエッタだったからである。

『アーリャは昨日倒れたばかりでしょ！　今日くらい仕事休まなきゃ駄目！』

　声なく狼ろう狽ばいする彼女は、真まっ直すぐなアリストの瞳を見ていられず、周囲に視線を移す。

　すると、彼が声を潜めた理由が分かった。

　彼が書き物をしている机には、二人の女性が突っ伏していたからだ。

「すぅ……ありすと……すけべ……」

「……ありすとさま……こちらのほうが……」

　それは商業ギルド長と、経理を手伝ってくれている連絡係のメイドであった。

　アリストが声を潜めたのは、そんな二人を起こさないように気遣ったため。

　そんな配慮を、男性である彼があまりに自然に行うことにアーリャは困惑した。

「お前……本当に何もしていないのか……？」

　言葉に詰まったアーリャが絞り出せたのはそれだけだった。

　聞きたいことは色々あったが、まずは院生のことが頭をよぎったからだ。

　しかし、アリストという男は妙なことを言い始める。

「ええと今は、ブラジャーの絵を描いているところですが……」

「ぶらじゃ……？　一体、何の話だ？」

　聞き慣れない言葉であった。

　アーリャが反射的に聞き返すと、アリストはやや言いづらそうにする。

　好意的とは言い難がたい女性に、下着の絵を描いている、と言うことが憚はばかられたからである。

「あぁいや……うぅん……」

　が、その反応にアーリャはすぐさま瞳を細める。

「それが、お前が隠している魔法か……？」

　アリストは、とんでもない、とぶんぶんと首を横に振る。

　予想外の勘違いに、彼は急いで状況を説明することにした。

「あ、新しい商あきないに必要なものなんです！　それでこれは俺の担当と言いますか、できそうなことを探したらこれになっちゃったっていうか」

「担当？」

「期限もあるし、とりあえず、今やれそうなことは全部やっとこうって話をして」

　紙の束からアリストが慌てて一枚を取り出す。

　そこには繊細なタッチで、女性の乳房に付ける装飾品のようなものが描かれていた。

「これは、ブラジャーって言うんです。首都で見かけた新しい女性用の下着で、胸に着けるとお洒しゃ落れじゃないかって話になって」

　アーリャとて女性である。

　学生時代からお洒落に興味が無かったわけではない。

　院生になってからは立場上、そういった心は捨て去っているが……。

（これは……）

　それでも、描かれた物が女性にとって魅力的であるということはすぐに分かった。

「ウィメの人は目新しい物が好きだし、これなら使う布地も少ない。ルエッタさんやオヴィさんとも話をして、期待できるんじゃないかって」

　更に、アリストは続けた。

「えと、そう！　それで、俺しか知らなかったから、色々な形を思い出して描いているとこで。まぁ、あんまり上手くはないんですけどね。あはは……」

　一時は首都の本院に居たアーリャとしても、ブラジャーというのは初耳だ。

　ただ洒落っ気を捨てた彼女は、それをさほど疑問には思わない。

　というより、より大きな疑問がいくつも彼女の頭を占拠していたからだ。

「……いや……」

　少なくとも『ブラジャー』なるものの形は良く分かる絵。

　模様はやや誤魔化され気味だが、とても下手とは言えない。

　ウィメの浮ついた女性達には、これだけでもしっかりと興味を惹ひくだろうことは明らかだ。

「これを……下手とは、思わないが」

　もともとアーリャは壊滅的に不器用である。

　そんな彼女だからこそ溢あふれた言葉に、アリストはぱっと表情を明るくした。

「本当ですか!?　いやぁ、実は友達の同人誌の手伝いを断れなくって。毎年やらされてるうちに、段々褒ほめられるようになったんですよ！」

（ど、どうじん？　な、何を言ってるんだ？）

　アーリャにとってはよくわからない言葉を語りつつ、頭をかくアリスト。

「ふふ……嬉しいなぁ」

　ややだらしなくニヤける彼の顔からは、悪意の一つも感じられない。

　アーリャはその無防備な表情に、胸がどきんっと高鳴るのが分かった。

（一体何なんだ……この男は……）

　そして、アーリャの疑問は更に湧いた。

　それは周囲に積まれた紙束だ。

　線の乾き具合から、それらが最近描かれたものなのは明らかだ。

「これを全部……お前が？」

　山と積まれたそれらに目をやりつつ、アーリャが聞いてみると。

「あ、そうです。深夜のシフト……じゃなかった、作業には結構慣れてるんで」

　アリストは事もなげに肯定した。

「それに気合が入ったと言うか。ま、まぁスケベ小僧だからかもしれないけど……」

　最後のほうは何を言っているか聞き取れなかったが、それでもアーリャは衝撃を受けていた。

（この量を一晩で、だと？　しかもこれは、女性用の下着だろう……？）

　聖窓から覗く、自分たちの尻に嫌悪の表情を浮かべない男などまずいない。

　聖帯の脇に見える乳にだってそうだ。

　汚いものを見せるな、と言われながらも教えを守ってきているのである。

（なのにこの男は、その乳につける下着について……楽しげに絵を描いている）

　そればかりか、アリストはアーリャに対してもごく当たり前に口を開く。

　それは伯爵の記憶が強すぎるアーリャにとって、戸惑いの嵐であった。

「お、お前は商いに口を出す必要は無いだろう……？」

　一ヶ月大人しくしているのが、彼に出された命令であることは知っている。
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　そして当然、それがあの貴族の愚かな戦略であることもアーリャは分かっている。

　だからこそ、目の前の様子が信じられなかったのだ。

（一体、何がどうなっている……!?）

　氷の院長も、今はただ戸惑う一人の女性であった。

　一方のアリストは、そんな彼女に次々と資料を見せ始める。

「そうだ！　あの、こっちはオリビアが作ってくれた計画で。こっちはケイトさんが収支の予測をしてくれたんです！　ぜひご覧いただいて……」

　アーリャが自分の絵を褒ほめ、思ったほど強硬な態度でなかったこと。

　アリストはそれをアピールのチャンスと捉とらえたのだ。

　彼にとってこの商いは、もはや他人事ではないのである。

「近いうちに試作品もできる予定で、まだ形は相談してる途中ですが──」

「あ、ああ……」

「ルエッタさんとオヴィさんが、アーリャ院長もお洒落が分からない人ではないと。ですから是非それを院長にも──」

「そ、そうか……」

　アーリャはその勢いに押され、渡されるままに紙に目を通す。

　そこには大まかな計画や試作品の絵が描かれつつ、走り書きで要所要所に修正が入っていた。

「希望的観測は入っていますが、俺も頑張ってみたいなって。もちろん最初は小さくやる予定です。俺の懐ふところからもいくらか出しますし！　なんとか、検討してもらえな──」

　と、そこでアリストはアーリャが目を白黒させていることに気づき、はっとする。

「って、すみません！　アーリャ院長は休んでください。ルエッタさんも心配してましたから！」

　アーリャから見て、彼の申し訳なさそうな様子はルエッタのそれとそっくりで。

　それに気づいた時、彼女の口は勝手に動いていた。

「何故だ……」

「え？」

　ここまでを見て、アーリャは一つの確信を得ていた。

　彼が、悪しき存在ではないだろう、と。

（……悪しき存在がいるとすれば、この者を追いやった貴族のほうだろう）

　だからこそ、彼女は問わずにはいられなかった。

「お前は、悔しくないのか……？」

　左遷されたばかりか、正道院にまで追いやられたのに。

　院長の自分を心底心配したかと思えば、夜を徹して下着の絵を用意する。

　そんなアリストの全てが、アーリャの理解を超えていたのだ。

「お前は一体、何なのだ……」

　半ば呆然と言う彼女に、アリストは苦笑した。

　自身が異世界では珍獣で、下半身に勝てない淫獣でもあったことを思い出したからである。

「一応普通の、ああ……いや。ちょっと変で、結構駄目な男だと思います」

　でも、と彼は続けた。

「少しでも近づきたいなって。アーリャ院長やルエッタさんのように自ら道を切り拓ひらこうとする姿勢を……そんなところを見習えたらなって」

　深夜の服飾室に、アリストの声だけが響く。

「だから悔しいどころか、ここに来られて良かったなって。そう思ってます」

　そう言う彼の瞳には、アーリャに対する敬意が色濃く浮かんでいた。

「……っ……！」

　その眼差しに、アーリャの胸はどきんっと再び跳ねる。

　味わったことのない甘い痺れのような感覚に、彼女はとにかく戸惑う。

「わ、私の何を知っていると言うんだ。分かったような口を利くな……！」

　だから拒絶の言葉も、少し弱々しいものにならざるを得なかった。

「あっ！　す、すみません……俺、失礼なことを……」

　そしてそこへ予想外に素早い謝罪を受け、いよいよアーリャの頭は混乱を極めてしまう。

（誰か教えてくれ……この者は一体なんなのだ……ッ！）	

　これ以上調子を狂わせられたくない。

　アーリャは危機感すら覚え、早口で応じた。

「……後でルエッタからも話を聞く。検討はしっかりする。私は男とは違うからな」

　するとアリストはぱっと頭をあげ、再び声を明るくした。

　まるで、久しぶりの快晴に喜ぶ子供のような表情だ。

「ありがとうございます！　良かった……これでみんなに……」

　が、その表情は長く続かない。

「お、おい……！」

　椅子に腰を下ろした彼が、そのまま両脇の女達と同じように寝息を立て始めたからである。

（……騒がしいやつだ……）

　アーリャは、手元の計画書に目を移す。

　それが彼一人で書き上げたものでないことは、並んだ筆跡を見れば明らかだ。

　そして、その筆跡の中には見慣れたものもある。

「……オヴィとルエッタ……か」

　ルエッタとオヴィの楽しそうな姿を、院生達の笑顔を見なくなったのはいつからだろう。

　もし、この商いが身を結んだら彼女たちはどんな顔をするだろうか。

（その時、私は……）

　どんな顔をしたら、いいのだろうか。

「……どうして、女の前でそんな顔ができるんだ。お前は」

　アーリャはアリストの寝顔につぶやいて、そっと背を向けた。

　彼女が部屋から出ていく音は、誰にも聞こえないくらい小さかった。




　アリストとアーリャが深夜に会話をしてから、数日が過ぎた。

「……できた」

　その日、陽が落ちた服飾室で、オヴィは縫い上げたブラジャーを机に広げてみせた。

　それらに瞳を輝かせたのは複数の院生である。

「「「おぉ……！」」」

　揃って感嘆の声があがる。

　オヴィはその中の一人、ルエッタに視線をやった。

「……どう？」

「いい！　すごく良いと思う！」

　話を向けられた副院長は並べられたブラジャーを手に取り、手触りも確かめていく。

「うんうん！　さらさらだし、これなら痛くなさそう」

「……昨日言ってたように縫いを工夫した。伸び縮みも少しなら大丈夫」

　オヴィはそう言いながら、アリストが用意した紙束の中から一つを取り出す。

　そしてその一部を指差した。

「……この、背中の『ほっく』というのも付けてみた。部屋に似たようなのがあったから」

「「「おぉ～！」」」

　再び感嘆の声があがる。

　院生達は早速試作品を手に取り、その細かな部分の確認を始めた。

「流石さすがの出来……！　副院長、やっぱり最後はオヴィに仕上げてもらうのが一番良さそうですね」

「ボク達は下縫いとか型紙とか、そういう準備の工程を担当しよっか。オヴィ、大丈夫？」

　院生の言葉にルエッタが言うと、オヴィも頷く。

「……うん。わたしはそれでいい」

　感情に乏しい彼女の声。

　しかしルエッタはそこにうっすらと喜色が滲にじんでいることがわかり、頬を緩ゆるめた。

（これなら商品にできそう。よかった……）

　異世界向けブラジャーは、復調したアーリャによってあっさりと企画進行の許可が降りた。

　それどころか、課業がおろそかにならない程度なら、と他の院生達も数人ならば協力して良いということになったのだ。

　服飾室にルエッタとオヴィ以外の院生がいるのはそのためである。

「あんなにアリスト様に関わるなって言ってたのに……。アーリャ院長、何かあったのかな？」

　が、院生達にとってその変化は戸惑いも大きかった。

「どうかなぁ。男性嫌いは相変わらずに見えるけど……」

「でも、今回の件は私も気分悪かった。アリスト様を一ヶ月滞在なんて……」

　彼女達はその意味を良く理解していた。

「院生を飢えた獣か何かだと思ってるんだよ。涎よだれを垂らして飛びつくような」

「アーリャ院長に言われなくても、意地でも近づくもんかって思ったよね」

　うんうん、と院生達は頷き合う。

　しかしオヴィはこっそり冷や汗をかいていた。

（……わたし、おっぱい押し付けちゃった……）

　既にアリストに対し、獣になってしまっていたからである。

「ま、まぁボク達も失礼だなって思っちゃったけど」

　ルエッタも微妙な顔をしていたが、院生達は気づかず話を続けた。

「でも……アリスト様を見てたら、ちょっと……ね？」

「格好いいもんね……優しいし」

「もっと恰かっ幅ぷくが良い男性のほうが好きだったけど……。あの御方はちょっと別格だよね」

　別の院生は頬を染めながら語る。

「実はね、前にヴェールを付けてない時にたまたまお会いしたの。アリスト様に」

「えっ！　流石に怒られたでしょ？」

「『おはようございます』って挨拶してくれたの[image: ]その日、課業に身が入らなくて……[image: ]」

　きゃーっと声が上がる。

「今、一緒に商課業をやらせていただけているなんて。もう夢みたいだよね」

「副院長、院長は……アリスト様を気に入られたんです？」

　ルエッタはその言葉に苦笑した。

「それはないんじゃないかな……」

　言いつつも、彼女はアーリャが少し変化したのには気づいていた。

　何がきっかけで院生達の参加を許可したのか、それはルエッタにもわからないままだが。

「そっかぁ。院長……すごく辛そうだから。少しくらい気が抜けるといいのにね」

　院生の一人がため息をつく。

「だね。お化粧濃くなってきてるし。もっと……私達に頼ってほしいな」

　彼女らは、アーリャが氷の院長と呼ばれる前からの付き合いだ。

　彼女の穏やかで慈愛に満ちた微笑みは、同じ院生として誇りですらあった。

「なんか、昔より院長が遠くにいる気がするよね……」

「うん……笑わなくなっちゃった」

　オヴィも同じ意見だった。

　だからこそ、言う。

「……今は、ブラジャー」

　それが院とアーリャを救うことになると、彼女は信じているからだ。

「だね！」

　院生達はオヴィの気持ちを汲くんで、しっかり頷く。

「にしても、ブラジャーなんて聞いたことも無かった」

「だよね！　ウィメの雑誌にも載ってなかったと思う」

　試作品のチェックをする院生に、オヴィも口を開く。

「……物知りもそうだけど、すごい働き者。わたしはそっちに驚いた」

「「「ね！」」」

　ルエッタも同感であった。

　院生達の協力が本格的に始まる前から、彼の働きぶりは異常だったからだ。

（これを全部、アリスト様が……）

　まずは、デザイン画。

　その大量さはともかくとして、ルエッタはそのバリエーションの多さに驚かされた。

　露出の多いものから少ないものまで、心躍るデザインがずらりと並ぶ。

　ルエッタ達は呼び方を知らないが、ビスチェ風のもの、際どいビキニ風のもの、アダルトコンテンツでしかお目にかからないものまで様々だ。

「……ほとんど想像だとか言ってた。でも説明する時、少し元気無かった」

「元気無かった？」

　首を傾げた院生達に、ルエッタは言う。

「連日、夜遅くまで作業をされていらっしゃったから。無理もないと思う」

　彼女の言葉に院生達は感激する。

「「「そうなんだ……！」」」

　しかし実際は違った。

　前世で恋愛経験がないのに、ブラジャーの形はやたらと覚えている。

　彼はそこに二十八年童貞だったがゆえの『成果』を感じ、哀愁の表情を浮かべていたのである。

「これとか本当に可愛いよね。おっぱいの下だけっていうのがお洒落」

「『にぷるかばー』っていうんだっけ。別の都市に似たようなのがあるらしいよ」

「どこでそんなこと聞いたんだろうね。貴族のご子息様だから物知りなのかなぁ」

　彼女達は嬉しそうに試作品の一つを手に取る。

　それは大胆なオープンカップブラに、乳首のみを隠すニプルカバーのセット。

　深夜の悪ノリが具現化してしまったことを、アリストはまだ知らない。

「……アリスト様は本当に凄い。女性より女性のことを知っていると思う」

「売る店や売り方まで決めてあるのはびっくり」

「商店街にも詳しいし……。パン屋の噂、絶対本当。あの二人で頑張ったんだと思う」

「わかる。それにあの二人、すごくいい雰囲気だよね。オリビアさんもいい人だし」

「頑張ったオリビアさんに、アリスト様がご褒ほう美びとか……」

「あ、スケベなこと考えてる！　リム様に怒られちゃうよ？」

「り、リム様はすけべもお許しくださるから、大丈夫！」

　ルエッタは盛り上がる院生達の言葉を聞きながら、手元の資料を眺めた。

　そこには販売ルートの案や、手提げ袋のデザイン、いずれ開始を予定する個人受注の仕組みなど多岐にわたる情報がまとめられている。

「……本当にすごいよ……アリスト様は」

　オリビア、ケイトの力が多分にあったことはルエッタも理解している。

　特に今回は経理面でケイトが、販売戦略面でオリビアがその手腕を発揮していた。

（それでも判断の要かなめはアリスト様だった）

　彼は、貪欲なほど積極的に周囲にも意見を求めた。

　自身がこの世界を、商売を、女性を知らないということを深く自覚していたからだ。

『ルエッタさんはどう思う？　俺はいいと思うんだけど、男の目線だから自信がなくて』

『えっと……下着ってどれくらいで買い換えるか、教えてもらっていいですか……？　』

　そしてそれによってブレーンの出した案が刺激され、どんどんと磨かれていく。

　その好循環を、ルエッタは目の当たりにしたのだ。

「じゃあ、今日はここまで」

　夜も更けてきた、というところで彼女は院生達に解散を告げる。

　次作に向けた準備を続けていた彼女達も、各々裁縫道具をまとめ始めた。

　と、その中の一人が声をあげる。

「いよいよ明日ですね、オヴィ、副院長」

　呼びかけられた二人は、ぴくっと反応し、表情を引き締めた。

「……ん。見て頂く」

「ちゃんと、ご説明してくるからね！」

　二人は明日、仕上がったばかりの試作品をアリストに確認してもらう予定だ。

　あくまで仕事ではあるが、院生達の視線は色づいた。

「うらやましい……！」

「私もアリスト様に見てもらいたいです！」

「できたら、もっと隅すみ々ずみまで確認して頂きたいよね。おっぱい触ってもらったりしてさ……[image: ]」

　彼女達はオヴィの乳首にアリストが吸い付いたことは知らない。

　だからあくまで院生にあるまじき妄想として、ルエッタは優しく窘たしなめる。

「ちょっとみんな、はしたないよ」

　副院長の言葉に、てへへ、と笑った彼女達は支度を整え。

「では副院長、お先に失礼いたします」

「オヴィ、お先！」

「お疲れさまでした！」

　各々の寝室へと戻っていった。

　軽い私語をしていく背中も見えなくなり、服飾室にはルエッタとオヴィだけになる。

「「……」」

　するとしばしの沈黙の後、まずオヴィが口を開いた。

「……緊張、する」

「う、うん。ボクもドキドキしてきちゃった」

　ルエッタも応じる。

　アリストという慣れない存在の部屋へ行くのだ。

　失礼が無いか、という緊張があるのは当然だ。

「上手く、できるかな……」

「……練習しないと」

　しかし、彼女達の緊張はそれだけが原因ではなかった。

「「……」」

　明日のことを考え、二人とももじもじと身体を捩よじる。

　そこで、一度閉まったはずの服飾室の扉が開いた。

「あらあら。二人とも準備は万端のようですね♪」

「どっちかっていうと、明日が待ちきれないって感じに見えるけど」

　現れたのはケイトとオリビアであった。

　どちらも楽しげな表情を浮かべた後、真剣な顔で試作品を確認しはじめた。

「ん。やっぱりこれを見せるの？」

「あ、はい！　オヴィに着てもらって、ボクが説明を」

「うん、良いわね。アリストにも一応細かい話もしてあげて。彼、よく気がつくから」

　そこまではギルド長の顔を見せる、オリビア。

　しかしそこからは、ケイトも一緒になって女性の顔になった。

「それで昨日のお勉強は、しっかり復習していただけましたか？」

　メイドの言葉に、院生の二人は急いで頷く。

「お、お胸に挟む練習、しっかりやりました！」

「……私も」

　揃そろって懐ふところをまさぐり、普段は自分を慰めるための張はり形がたを取り出してみせた。

「ちゃんとこれで……その……」

「……沢山やった」

　アリストのものに比べたら数段小さいそれらを見て、オリビアはくすっと笑う。

「きっと明日からはそれじゃあ満足できなくなっちゃうわ。新しいのを探さないとね」

「へ？」

　ルエッタがその意味を理解できずにいると、今度はケイトが口を開いた。

「とはいえ、揃って私達の寝室を覗きにいらしてますし。『将来有望』ですね」

「昨日も来てたでしょう？　まったく……自習に余念が無いんだから」

　びくっと身体を震わせたのはルエッタとオヴィ二人ともであった。

「そ、そそそそれは……！　あ、あのあの……っ……！」

「……ち、違う。たまたま……」

　分かりやすい言い訳を並べる二人。

　オリビアとケイトはそんな彼女達をしばしからかった後、優しい表情になった。

「アリスト優しいし、かっこいいし、いい匂いだし。まぁ、気持ちは分かるけど？」

「オリビアも今はメロメロだものね。最初は豚の子分、とか言ってたのに」

「ちょ！　そ、そんなこと……」

「違う？」

「ちが……わないけど」

　昨晩も動物じみた声をあげていた自分を思い出し、オリビアは頬を染める。

　が、すぐに彼女は気を取り直し二人の院生へ話を戻した。

「いよいよ明日が本番よ。今日はみっちりご奉仕を教えるわ」

　オリビアの言葉に、二人の院生はごくりと喉を鳴らした。

「み、みっちりご奉仕……！」

「……し、知りたい」

　ケイトは微笑む。

「ええ。ちゃんとできれば、きっとアリスト様は喜んでくださいます」

　そしてそのまま続けた。

「アリスト様はこと下着のお話になると、興奮してくださることが多いです。けれど、いつでも私達がお側そばにいられるとは限りません」

　彼女の言葉に二人の院生はじっと耳を傾ける。

「どんな時でもアリスト様のご気分を害さないようお世話をさせていただきつつ、同時に間違っても多くを求めてしまわないお作法が皆さんに必要なのです。お二人はそれを学ぶ最初の院生。どうかこのことをお忘れないように」

　神妙に頷くルエッタとオヴィに、オリビアが口を開く。

「アリストは優しいから、すぐ遠慮するの。だからちゃんとご奉仕して、その気になってもらう技量を磨くのも大切。おち×ぽ挿いれられたら、もう女に勝ち目なんてないからね」

「ええ。アリスト様のお心のままに使って頂くので手一杯です[image: ]」

「アリストはこれからもここで過ごす機会もあるだろうから、ちゃんとアリストにふさわしい女にならないと駄目よ？」

　使って頂く……その言葉にルエッタは股間が熱くなってくるのを感じた。

　オヴィはいつかのことを思い出し、陥没していた乳首が顔を出そうとしている。

「では、明日の本番に向けてお勉強に参りましょうか♪」

　明日への期待と不安、こみ上げる性欲に浮かされながら。

「はい……っ！」

「……お願い、します」

　二人は『お手つき隊』イル正道院支部としての教育を受けるのであった。

　アリストがこの教育の成果を体感するのは、翌日のことである。




「え！　もう出来たの!?」

　早朝、俺はオリビアとケイトさんの言葉に仰天していた。

「俺がデザイン画を出しきったのって一昨日くらいだった、よね？」

　企画進行の許可をもらってから、俺は更に意気込んでブラジャーの絵を描いた。

　とにかく色々種類を出して、こちらの世界の女性が気に入る形を見つけてほしかったからだ。

「二日もあればできるって言ってたでしょ？　アリストは信用してなかったみたいだけど」

　オリビアが目を白黒させる俺を見て笑う。

　確かに彼女はそう言っていたが、俺はオヴィさんの腕を過信しすぎじゃないかと思っていた。

　ブラジャーは異世界で生きる彼女達にとっては未知のもの。

　しかも参考になるのは素人が描いた絵だけなのだ。

「まさか本当に二日でできちゃうなんて……驚いたよ」

　未だ驚きから覚さめない俺に、ケイトさんが言う。

「裁縫は学生時代に皆しっかりやりますから。院の他の子達もまずまずの腕だったようです」

　家庭科で裁縫をやるように、異世界にも服飾の授業はあるそうだ。

　しかしその内容は俺の想像を遥かに超えていた。

「下着と服、鞄かばんは皆やるわね。校内で品評会があったりして、熱をあげてる子も少なくないわ」

「へぇ……！」

　実際、彼女達の手縫いの速さや技術は現代よりもかなり高い。

　素人目に見ても、異常の一言だ。

　そしてその中でも、オヴィさんの腕の良さは突出しているらしい。

「速さと正確さに、感性のするどさ。間違いなく領内で指折りの職人かと」

「リオナといい、オヴィといい、アリストは優秀な女を見つける才能があるのかもしれないわね」

　素晴らしい人と出会えたものだ、と俺は幸運に感謝する。

　だが才能があるのはオヴィさんだけではない。

「オリビアとケイトさんだって優秀だよ」

　特に金銭面の具体的な計画は、二人があっという間に仕上げてくれたのだ。

　まるで企業の敏腕営業マンと、凄腕経理部長といった感じだった。

「ふふっ、今更気づいたの？」

「アリスト様にお褒めいただけるなんて、とても光栄です[image: ]」

　二人は可愛らしく微笑み、更に続けた。

「でも一番はやっぱり、アリストの『でざいんが』よ。あれがとっても良かった」

「院生の皆さんも釘づけでしたね。ふふっ、もちろん私もオリビアもですけれど」

「女なら皆そうなるわよ。目移りしちゃって大変だったわ」

　驚いたことに、俺が描いたデザイン画もどきは非常に好評だった。

　素人なりに一生懸命描いたが、もっと上手な人はいくらもいるだろう。

　ブラジャーという下着の新鮮さが彼女達にここまで言わせている、とは思うけれど。

「アリスト様、とっても絵がお上手だったんですね」

「枚数も凄いのに、どれも形が良くて。徹夜続きの貴方が休んでる間、どれを試作品にするか随ずい分ぶん盛り上がったのよ？」

　美女二人に真正面から褒められるとやっぱり嬉しくて、とても照れくさかった。

（でもまさか、ブラジャーを描いて褒めてもらえる日が来るなんて思わなかったなぁ）

　女性に褒めてもらうことが前世では少なかったこと。

　レテアの時以上に必死になって物事に取り組みたいと思ったこと。

　二つのことが合わさって、今までにないパワーを発揮できた実感はある。

（あれも一種の、『〇〇ハイ』ってやつだったのかも）

　前世で触れた全てのエッチなコンテンツの記憶を元に、妄想や思いつきを全部描き出す。

　そのことにハイになれる自分がいたことは驚いたし、ちょっと可お笑かしくもあった。

（まぁ皆が気に入ってくれたのなら、それでいいか）

　俺はソファに背を預け、心地よい達成感を味わう。

　と、そんな俺の左隣にオリビアが座った。

「すぐにルエッタとオヴィが試作品の説明に来ることになってるけど。アリスト、大丈夫そう？」

　彼女が心配そうな表情を見せると、今度はケイトさんが俺の右隣に座る。

「しばらく徹夜も続いていらっしゃいましたし、お身体の具合は大丈夫ですか？　もしお疲れなら、明日にするということも可能です」

　確かに徹夜は続いた。

　けれど昨日は丸一日お休みを貰い、濃厚な情報共有も無かった。

　それもあってか、今日の身体は絶好調といってもいい状態である。

「うん、全然大丈夫。ゆっくり休ませてもらったし」

　それに試作品を見るといっても、俺は形式的に確認をする程度の約束だ。

「女性の皆が気に入るのが一番だし。二人とも嬉しそうな顔してくれてたらいいな」

　俺が笑顔を見せると、二人は表情を緩めた。

「ふふっ♪きっとアリストも気に入ると思うわ」

「気になることがあれば、遠慮せず仰おっしゃってくださいね」

　と、そこでタイミング良く扉がノックされた。

「あ、来たわね」

　オリビアがそう言うと、扉の向こうからルエッタさんの声が聞こえる。

「ルエッタとオヴィです！　試作品をお持ちしました。アリスト様、よろしいでしょうか？」

　さて、デザイン画の中のどれを試作品にしてくれたんだろうか。

「どうぞ！」

　彼女の明るい声色に誘われ、俺が応じるとケイトさんが扉を開ける。

　入ってきた二人は如才ない動きで俺の前へ立ち、丁寧にお辞儀をしてくれた。

　俺の希望を聞いてくれたらしく、ルエッタさんは顔隠しを身に付けていない。

「おはようございます」

「……おはよう、ございます」

　手短に挨拶を済ませると。

「早速ですが、こちらが試作品です！」

　ルエッタさんが元気よく、オヴィさんの胸元を指差した。

「!?」

　俺はそこを見て、驚きのあまり立ち上がってしまう。

「……どう、ですか？」

　不安げなオヴィさんの胸を、想像以上にスケベな試作品が彩っていたからだ。

（ちょ、えっ……あの形を採用したの!?）

　彼女の胸元を飾るのは、黒のオープンカップブラ。

　カップそのものが無く、乳房を覆う布は存在しない、すけべ極まりないタイプだ。

（ニプルカバーも作ってる!?）

　加えて、露出した乳首をひし形のニプルカバーで隠しているのだ。

　しかもオヴィさんの大きめの乳輪は、そこから少しはみ出し気味であった。

（……ま、まさかこの形が気に入られてしまうとは……）

　確かにこのデザインを描いた記憶はある。

　けれどそれは妄想の産物で、最もあり得なさそうなものを一案として並べたのだ。

　異世界の感覚は俺には乏しいから、とにかく色々出しておこうと思ったのである。

（深夜テンションのいたずらみたいなものだったんだけどな……）

　ありえないだろうと思っていたものを、今女性が身に着けている。

　その淫靡な光景に見惚れていた俺に、ルエッタさんの不安そうな声がかかった。

「えっと……アリスト様、お気に召しませんか……？」

　それもそのはずだった。

　俺は挨拶以降一切言葉を発せていなかったのだ。

（い、いかん！）

　二人は試作品がまったく気に入らないものであったのか、と感じてしまったらしい。

　感情が伝わってこないことの多いオヴィさんでさえ、心配そうにしているのが分かる。

「……駄目、ですか？」

　まさか！

　今まで黙り込んでしまった分を取り返そうと焦り、気づけば大きな声で本心を叫んでいた。

「駄目じゃないです！　すっごく良い！」

　なんとも簡潔な評であったが、ルエッタさんとオヴィさんは分かりやすく声色を明るくした。

「本当ですか!?」

「……ほんとう？」

　こくこくと何度も頷いてみせると、両隣の二人が俺をフォローしてくれた。

「ですって。昨日も言ったけど、あたしも良いと思うわ」

「ええ。よくお似合いかと思います。院服も加工したのですか？」

　ケイトさんが聞くと、ルエッタさんが大きく頷く。

「オヴィがやってくれたんです」

　彼女達の院服はもともと『聖帯』と呼ばれる布で、乳首と乳輪を隠していた。

　しかしオヴィさんの院服からは、それが取り去られている。

「……『にぷるかばー』が見やすいと思って」

　普段どおりの院服を身につけるルエッタさんと比べると、その違いは一目瞭然。

　オープンカップブラとニプルカバー……と、はみ出した乳輪！

　それらを邪魔するものが一切ない、素敵な装いであった。

「確かにそうね。教えに反しなければ、院服にしても良いかもしれないわ」

　オリビアが二人の気配りを褒める。

　もちろん俺も内心拍手喝采であった。

（なんと素晴らしい仕事ぶりか……！）

　感動に打ち震えていた俺は、

「ではアリスト様、おかけになってくださいませ」

　ルエッタさんの言葉に従い着席する。

　すると彼女は、早速細かい解説を始めてくれた。

「では、素材や製作手順などの詳しいご説明をさせていただきますね」

　ここからの話は、商品化するにあたりとても大切なことだ。

　オヴィさんのおっぱいに見惚れているわけにはいかない……と気を引き締めたのだが。

「オヴィ、アリスト様の前へ」

「……うん」

　豊満な乳肉とニプルカバーを揺らすオヴィさんは、俺の真ん前に移動してきてしまったのだ。

（わ……！）

　目と鼻の先で、豊満な彼女のバストがぶるんっと揺れる。

「では素材のお話です」

　ルエッタさんはオヴィさんをモデルとして、ブラジャーの話をするつもりらしい。

（ち、近すぎだよ！）

　少しでも身体を前に倒せば、すぐにでも谷間に溺れられそうな距離だ。

　湯浴みをしたであろうオヴィさんの身体からは、花の香りがふわっと漂う。

「胸の下をぐるっとまわる素材は普通の下着と同じものです。ただ縫い方を工夫して──」

　オヴィさんがルエッタさんの説明にあわせて下乳を持ち上げた。

　帯の部分を見せようというのだ。

　が、そのことで彼女の豊満おっぱいはより強調される。

（こ、これは……）

　巨乳女性が自分で乳房を持ち上げるのだ。

　柔肌の盛り上がりに、俺の下半身は黙っていられなかった。

「縫い目がチクチクしないようにやってみました。ここはそれほど難しくないので──」

　話は更に細かい点に及ぶ。

　するとオヴィさんはより細部を見せようと乳房を持ち上げる。

　それはもはや、乳房で男を誘うポーズそのものだ。

（う、うわぁ……ってそうじゃない！　今はちゃんと話を聞かないと）

　しかし息子に入った熱が収まることはなく、むしろ高まっていってしまう。

「硬さがある程度必要なので、ここは布を重ねてちょっと厚手に──」

　なんとか説明に集中して意識を散らそうと思った時。

「わッ!?」

　肉棒はびくんっと大きく反応した。

「厚手に……あ[image: ]もう、熱いです[image: ]」

「ふふ、硬さも充分ね[image: ]」

　ケイトさんとオリビアの手が、あっという間に肉棒に絡みついていたからである。

「ちょ、ちょっと!?」

　俺が声をあげても手は止まらない。

「わぁっ！」

　そればかりか鮮やかな手付きで、硬くなったペニスは外に放り出されてしまった。

　ばちんっとお腹に張り付く勢いのそれを見て、両隣の女性は艶っぽい声色になる。

「真面目な話をしているのにこんなにして……いけないんだ[image: ]」

「アリスト様、おまかせくださいね[image: ]」

　夜なら二人のそういう反応はとっても嬉しい。

　けれど、今は朝で仕事中だ。

　しかも、オヴィさんとルエッタさんが見ている前なのだ。

「ちょ、二人とも!?　オヴィさん達がいるって……！」

　俺は焦って股間を隠そうとするが、二人はお構い無し。

「オヴィ達の前なのに、大きくしてるのは誰かしら[image: ]」

　挑発的に言って、オリビアは手コキを始めてしまう。

　ケイトさんはその動きには便乗はしなかったが。

「失礼します[image: ]」

　そう言って長い髪を耳にかけると、

「ぢゅるるるるッ[image: ]」

　隣席から俺の下腹部へ顔を突っ込み、温かい口を使ったご奉仕を始めてしまった。

「け、ケイトさんっ……ちょっと！　あっ……！」

「ぢゅぼっ[image: ]ぢゅぼっ[image: ]ぇろッ[image: ]」

　早速室内にはいやらしい口淫の音が響き渡る。

　オリビアの手は肉棒の付け根から玉周りに、ねっとりと絡みつく。

「ふふっ[image: ]」

「あっ！　くあっ……」

　息ぴったりの動きで快楽を与えられ、俺はつい前のめりに悶えてしまった。

「うはっ……わぷっ!?」

　すると顔面を覆ったのは、柔らかくそれでいて張りのある感触。

（オヴィさんのおっぱい……ッ！）

　下着のモデルとなってくれていた、彼女の谷間であった。

「ひぅッ……」

　俺の無礼によって、オヴィさんの身体が跳はね上がったのが分かる。

　同時に軽い悲鳴が聞こえて、俺は急いで顔を離そうとした。

　……が、その後頭部は力強く押さえられた。

（オヴィさん……!?）

　ぎゅうっとまるで俺を抱きしめるかのように、彼女は俺を谷間に閉じ込めたのだ。

「……」

　彼女の乳房を舐なめしゃぶったあの日のように、オヴィさんは何も言わない。

「ふーっ……ふーっ……[image: ]」

　けれどその吐息は、どう考えても仕事用ではなかった。

（これは……っ……）

　残った理性が捉えたのは、ルエッタさんの消え入りそうな声。

「で、では直接お触りになって……お確かめ、くださいませ……」

　尻すぼみになっていく台詞が終わると、ケイトさんの口淫が激しくなった。

「ぢゅぼっ[image: ]ずぞッ[image: ]ぢゅぞぞッ[image: ]」

　呻く俺の耳元で、オリビアがささやく。

「アリスト、二人の仕事ぶりはどうかしら[image: ]下着は気に入った？」

　当然、気に入らないはずがない。

「う、うん……っ！」

　俺は乳房に顔をうずめられたまま、何度も頷く。

「……ッ」

　そうすると、オヴィさんは声をあげないまま身体を震わせる。

　無礼な俺を窘めることもなく、オリビアは続けた。

「それなら二人に、ご褒美をあげるのはどう？」

　乳肉に顔を埋めたままの俺の手を、オリビアはそっと取る。

　そしてそれはオヴィさんの乳房へと運ばれた。

「っ……[image: ]」

　もにゅんっと手の中で弾ける久しぶりの感覚。

　乳肉を震わせた女性に、オリビアが呼びかける。

「ほら、二人共。どんなご褒美がほしいか、ちゃあんと言いなさい[image: ]」

「……」

　その言葉にオヴィさんは沈黙し、俺の後頭部を押さえていた手を離す。

「は、はい……」

　消え入りそうな声でルエッタさんも返事をし、俺から見えるところにやってくる。

　同時にケイトさんの口淫も静かになった。

「ぢゅっ……[image: ]ちゅぱっ……[image: ]」

　そしてまもなく。

　妙に静かになった室内に、院生二人の声が響いた。

「……アリスト様のお射精、浴びたい」

「ぼ、ボクも……です」

　俺は身震いをする。

（た、たまらん！）

　まさか、こんな言葉を女性に言ってもらえる日がくるなんて。

　ごうっと欲望が燃え上がり、ケイトさんの口の中で肉棒が硬くなる。

「んぷっ[image: ]ちゅっ……[image: ]ちゅううっ[image: ]」

　優秀なメイドさんのご奉仕は、硬度を増していく男根にあわせ絶妙な動きに変わる。

　オリビアは再び俺にささやく。

「だそうよ[image: ]」

　どっちにとってのご褒美なのか分からない。

　そんな戸惑いは、嬉しさと下半身の欲求ですぐに吹き飛んでいった。

「わ、わかった……！」

　喉を鳴らして頷く。

　すると院生の二人は、素早く俺の股ぐらへ移動してきた。

　それに合わせるように、ケイトさんが強くペニスを吸って。

「ぢゅぞぞぞッ[image: ]ちゅぱッ……はぁっ……[image: ]」

　快感とともに、肉棒を熱い口内から解放する。

　続いてオリビアとケイトさんは立ち上がり、何故かソファの後ろへ回っていく。

「あっ……」

　そのことに一抹の寂しさを感じたが、そこには別のぬくもりが滑り込んできた。

「あっ、アリスト様……失礼します！」

「……失礼します」

　オヴィさんとルエッタさんである。

　二人は俺の両脚付近に跪くと、両側から身を乗り出し。

「……ッ[image: ]」

「あ、熱っ……[image: ]」

　豊かなおっぱい四つで俺の肉棒を挟んでくれたのである。

（ダブルパイズリ……まさか体験させてもらえる日が来るなんて！）

　張りのある美しい乳房に、全方位から肉棒を抱きしめられた感動。

　感慨にふける俺をよそに、院生二人は早速ねっとりと動きだした。

「……ぁ……ふぅっ……[image: ]」

「んっ[image: ]アリスト様、いかがですか……？　ぁっ[image: ]」

（いかがもなにも……）

　俺の答えなど決まっている。

「二人のおっぱい、気持ちいい……！」

　右から迫るおっぱいは、オヴィさんのもの。

　彼女が実らせたのは、ニプルカバー以外一切装飾が無いたっぷりとした乳房だ。

「ぅっ……はぁっ……[image: ]」

　オヴィさん自身は言葉少なではあるものの、男根への媚び方はねっとりと吸い付くよう。

　吐息にあわせて、むっちりと擦り上げてくれる感触は快感とともに心を暖かくしてくれる。

　そして左からは迫るのはルエッタさんのおっぱいだ。

「ぁっ[image: ]ありすと、さま……[image: ]ボク、上手く出来ていますか？」

　本人はそう言うが、その心配はまったくの無用だった。







[image: ]







　肉棒へこすりつけられる乳房は充実した質量があり、オヴィさんにも引けをとらない。

　しっとりと吸い付く果実は、カリ首をしっかりと捉えて確実に気持ちよくしてくれている。

「上手だよ、はぁっ……二人ともすごく気持ちいい」

　俺が再び素直な感想を述べると、今度は背中に柔らかいものが押し当てられた。

「良かったわね、二人とも。練習の甲斐があったじゃない」

「ふふ、そうですね」

　オリビアとケイトさんのおっぱいだ。

「さ、アリスト。まずは一杯射精して、それからお話しをしましょ[image: ]」

「ええ、まずは親睦を深めないと[image: ]」

　口ぶりからするに、二人はこの状況を予め仕組んでいたらしい。

　オヴィさんのおっぱいを吸いまくったことも知っていたし、改めてその優秀さに舌を巻かざるを得ない。

「あ、ああっ……[image: ]んんっ[image: ]」

　ルエッタさんが声をあげる。

　彼女は乳房を押し付けながら、乳首を硬くしているようだ。

　そして、はっきりと主張したそれを、肉棒へ擦りつけて快感を得ているのが分かる。

（ルエッタさん、こんな顔してすけべだったんだ……）

　着痩せするおっぱいに、隠されていた淫らな欲望。

　俺はたまらなくなり、彼女の乳首を隠す、聖帯の中へと指を入れた。

「あっ!?　ありすとさまっ！　そこはッ!?」

　指を擦りつけながら、ぐいっと帯を横にずらす。

　すぐに桜色の乳輪と、硬く凝こごった乳首が顕あらわになった。

　それだけでルエッタさんは大きな嬌きょう声せいをあげる。

「あぁッ[image: ]あッ[image: ]あっ[image: ]」

　彼女も乳首がとても感じやすいようだ。

　俺はその様子に興奮し、オヴィさんの乳房にも手を伸ばす。

　そしてそのまま、魅惑のニプルカバーを片方剥がしてしまう。

「ッ……[image: ]」

　その刺激でびくびくっと腰をくねらせるオヴィさん。

　でも、俺は彼女の声が聞きたいのだ。

　だから顕になった乳輪の中心を、遠慮なしにほじくった。

「[image: ]あッ……[image: ][image: ]ッ[image: ][image: ][image: ]」

　俺が期待した通り、オヴィさんの口からいやらしい声が響く。

　がくがくっと彼女の身体が痙けい攣れんするが、それでも俺の肉棒から乳房が離れることはない。

「はーっ……はーっ……[image: ]」

　その時、顔の下部を隠す布の下から一瞬だけオヴィさんの口が見えた。

　ぽてっとした唇はだらしなく開き、涎が垂れているのが分かる。

　そこまでになっていても、必死に肉棒へ媚びてくれるのが嬉しくて堪たまらない。

「お、オヴィ……イッちゃったの……？」

　一方、同僚の絶頂を間近で見たルエッタさんは少し動きが止まっていた。

　激しい痙攣に驚いたのだと思う。

　無論、そんなルエッタさんをそのままにするつもりはない。

　俺は彼女の乳首も、いやらしくすり潰した。

「あっ!?　あああっ[image: ]」

　乳肉を震わせ、嬌声をあげるルエッタさん。

　やはり彼女の弱点は乳首だった。

　もっと乱れる姿が見たくなり、今度は思い切りつまみ上げる。

「やッ[image: ]あ、ありすとしゃまぁああッ[image: ][image: ][image: ]」

　ルエッタさんは、ソファを振動させる勢いで絶頂に達した。

　童顔の顔が、快楽に蕩とろける様はまさに背徳的。

（これは他の男には見せたくない……！）

　俺はそんな身勝手な欲望を感じながら、肉棒を更にふくらませる。

　すると今度はオリビアの声が響いた。

「ほら二人とも、自分ばっかり気持ちよくなったら駄目。ちゃんとご奉仕しなさい」

　俺の肩越しに彼女は二人に注意をする。

「ぁっ……はっ……[image: ]は、はい……ッ」

「……はい……っ！」

　途と端たんに乳房の包囲網は狭められ、激しい検問が始まった。

「ありすとさま……ッ……ありすとさま……[image: ]」

「……ンッ[image: ]ふぅっ[image: ]」

　二人の痴態のおかげで大量に出ていた先走りがローションになる。

　それを活かした乳肉の妖艶なダンスは、目にも肉棒にも凄まじい。

「あっ、す、すご……ッ……！」

　思わずのけぞった俺に、快感は更に追加される。

「ふふ[image: ]アリスト、たっぷり気持ちよくなって[image: ]」

「たくさんお射精してあげてくださいね[image: ]」

　オリビアとケイトさんが囁ささやいたかと思うと。

「「ちゅぱっ[image: ]ぇろッ[image: ]ぢゅるるる[image: ]」」

　いやらしい音とともに、俺の両耳を口に含んだのだ。

「ああっ！」

　身を捩る俺を抱きしめ、二人は柔らかな身体を俺に押し付けながら逃がさない。

　情けない声を出す俺の様子を好機と見たか、果実は更に動きを激しくし始めた。

「[image: ]ンッ[image: ]ありすとさま……熱くなってきましたっ……[image: ]ボクのおっぱい、使えそうですかっ？」

「……ありすとさま、私のおっぱいで気持ちよくなってほしい……ッ……[image: ]」

　竿さおの付け根から亀頭に至るまでみっちりと女体の実りに包まれる。

　そしてそれらが互い違いに擦りあげ、時おり硬く凝った蕾が鈴口やカリ首を撫でていく……。

「あぁッ！　だめだ……出そう……ッ！」

　その言葉は脳というより、下半身が俺に出させたものだった。

　途端に周囲は色めきたち、女性達は更に俺への責めを加速させる。

「はぁッ[image: ]ハァッ[image: ]ありすとさま、お射精いただけるんですねッ[image: ]」

「……ほしい[image: ]ありすとさま、浴びたいっ[image: ]」

「「ぇろっぇろっ[image: ]ちゅぱっ[image: ]ちゅううっ[image: ]」」

　両耳からはいやらしい水音が叩き込まれ、肉棒には乳肉の海が絡みつく。

　睾丸から精が昇っていく感覚に流されるまま、俺の腰は上へ上へと持ち上がり……。

「ボクにくださいっ[image: ]おしゃせいくださいッ[image: ]」

「ありすとさまっ[image: ]びゅってみせて……ッ[image: ]」

　院生二人のトドメの一言で、頂きに達した。

「出るッ!!」

　──ビュルルルッ!!　ビュクッ!!　ドビュルルッ!!!

　両側から急かされた大量の精が、院生二人に降り掛かかる。

「はぁんッ[image: ]」

「……すごい……ッ[image: ]」

　ルエッタさんはもちろん、オヴィさんも明らかな喜色を帯びた声をあげる。

　厳かな雰囲気を持った場所に住まう二人。

　そんな二人が、俺の白濁液を喜んで浴びていく……。

（すけべすぎるよ……っ……！）

　牡の征服欲を満たす光景に、俺が達成感を得ていると。

「まだよ、二人とも[image: ]」

「「はいっ[image: ]」」

　すかさずオリビアからの指示が飛び、淫靡な果実は再び激しく揺さぶられる。

「あっ！」

　一度は硬度を失いかけた肉棒。

　しかし射精後の敏感な亀頭には、柔らかな乳肉での刺激はあまりに鋭かった。

「ま、また出るッ!!」

「……くださいッ[image: ]」

「ありすとさまっ[image: ]」

　切羽詰まった女性の声に導かれ、俺は再び吐精を始める。

　──ビュクビュクッ!!!　ビュルッ!!　ビュルルッ!!!

「「ああっ[image: ]」」

　二度目の白濁した雨が院生二人を改めて汚す。

　ルエッタさんのおっぱいも、オヴィさんのおっぱいも白濁液でどろどろだ。

　けれど、二人は幸福そのものといった声を出す。

「はぁっ[image: ]嬉しいです、ありすとさま……っ[image: ]ボクなんかのおっぱいでこんなに……[image: ]」

「んっ……はぁっ……[image: ]すごく熱い……」

　四つの乳房の中央には、俺の肉棒が見えなくなるくらい精が溜まっている。

（我ながらすごい量だ……）

　するとその精液だまりに、ルエッタさんが口をつけた。

「ずぞっ……ぞぞっ……[image: ]」

「えっ!?」

　彼女は童顔をほころばせたまま、その精をすすり始めたのだ……！

　それが終わると、今度はオヴィさんが自分の乳についた精を舐めていく。

「ちゅぱっ……ぇろっ……ありすとさまのざーめん……おいしい……[image: ]」

　その痴態は、とても神に仕える女性とは思えない。

　いや、まるで肉棒と精液こそが自分の神かというほどの様子だ。

（こんなの見せられたら……）

　けれど、肉棒は神ではない。

　牡おすの身体に宿った獣なのだ。

　しかも俺の場合は、その冬眠期間がとても短い。

「あっ……アリストさま……？」

「……まだお射精、ですか？」

　獣は次なる獲物を求めて、目を覚ましてしまった。

　というか、全然寝てなかった。

　そして本人よりも獣に詳しい女性達は、俺に楽しげにささやく。

「アリスト、まだご褒美くれるって[image: ]」

「アリスト様、どうかお二人にも御慈悲を[image: ]」

　ごくっと生唾を呑む俺に、オリビアが畳み掛ける。

「二人共、教えた通りに。ね♪」

　彼女の言葉にあわせて、ルエッタさんとオヴィさんは立ち上がる。

　絶頂の余韻だろうか。

　おぼつかない足取りで彼女らが向かったのは、大きなベッドだ。

「「……」」

　そのまま二人は俺に背中を向けたかと思うと、ベッドの上で四つん這ばいになった。

「!!」

　二人はそのまま、身体を倒してお尻を持ち上げる。

　ちょうど院服の窓から、股間部が丸見えになるように……。

「アリスト、お気に召さない？」

　オリビアの言葉に応じる余裕など無かった。

　二つの尻の果実に、俺は夢中になってしまっていたからだ。

「はぁっ、はぁっ[image: ]」

「……んっ[image: ]」

　二人は、大切な場所を覆うあまりに心もとない布を下げていく。

　すると、ぬちゃあっという音とともに果実の中央から透明な糸が垂れる。

（うわ……！）

　興奮のあまりくらくらする俺の前で、二人は更に動いた。

「「……お願い、します……[image: ]」」

　男を悦ばせるための肉壺を、揃って両手で開いてみせたのだ。

　お尻を丸出しにする院服の窓は、いまやもう男を誘惑する扉でしかなかった。

「っ……!!」

　結局、俺は言葉を吐くこともできず。

　そのまま二人のお尻に飛びつく獣に堕ちてしまったのであった。




　正道院に用意された男性用の貴き賓ひん室しつ。

　しかし実際にイル正道院を訪れ、宿泊した男性は皆無である。

　アリストは正真正銘、貴賓室の最初の客人であった。

「……あッ[image: ]」

　そして彼は今、更に素晴らしい部屋の最初の客人にもなっていた。

「ありすとッ[image: ]しゃまッ[image: ]あっ[image: ]あっ[image: ]」

　部屋の持ち主の名はルエッタ。

　院服を脱ぎ去り仰向けになった少女は、大きく両脚を開いて彼を迎え入れていた。

「はぁッ[image: ]ああっ[image: ]すごいよぉっ[image: ]」

　小柄な身体に見合った狭い膣内は、逞しい肉棒を握りしめるように締め付ける。

　牡が牝に順応し、射精を促すための変化の始まりであった。

「ああっ……！」

　白い身体が悦楽に赤らんだ様子と相まって、アリストは快楽に呻く。

「き、気持ちいいッ……ルエッタさんの膣な中か……！」

　そう言いながら、硬さを増した男根でルエッタの子宮を突き上げる。

　力強い動きを受けた少女は、全身を使って悦びを表現した。

「あっ[image: ]あうぅッ[image: ]」

　快楽に吊り上げられ、ブリッジするかのように身体を反らし、愛液を噴き出す。

　がくがくと脚を震わせながらも、肉棒を更に奥へといざなうように腰をくねらせる。

　女性の本能を感じさせる、精を搾り取るための的確な動き。

（し、搾られるッ！）

　アリストはすんでのところで射精をこらえる。

　そして激しいピストンで、彼女のおもてなしに返事をしてみせた。

「あっ[image: ]あっ[image: ]ありしゅとしゃまっ[image: ]だ、だめっ[image: ]ぱんぱんだめッ[image: ]」

　膣中をほじくられ、ろれつが回らなくなるルエッタ。

　彼女は嬌声をあげつつ、その幸福を一身に受け止めていた。

（これが、アリストさまのおち×ちん……っ[image: ]）

　ひと目見た時から、その美しさと優しい物腰に惹ひかれていた。

　ウィメで評判の本に載っていた絵より、ずっとずっと実物は素敵であった。

（これが、せっくす……ッ[image: ]）

　深夜の貴賓室をこっそり覗いた時の衝撃を、ルエッタは今も覚えている。

　二人の女性とアリストの激しいセックス。

　獣じみた声をあげるオリビアとケイトを見て、この世の天国を見たかのように思ったのだ。

「あっ[image: ]あああっ[image: ]ふ、ふかいよぉッ[image: ]ありしゅとしゃまぁっ[image: ]」

　そしてそれは、実際に天国だった。

「はぁっ！　はぁっ！　ルエッタさん、気持ちいい？　痛くない？」

「きもちいいッ[image: ]きもちいいよぉッ[image: ]ボク、変になりそうッ[image: ]」

　優しい声で語りかけられながら、激しく膣中を責め立てられる。

（おま×こぉっ[image: ]きもちいよぉっ[image: ]ありすとさまのおち×ちんっ[image: ]すごいよぉっ[image: ]）

　身体中を突き抜ける快楽は彼女の理性を簡単に蕩けさせた。

　丁寧な言葉遣いも放り出し、ルエッタは大きな快楽の波に身を委ねる。

「ああ、イクッ[image: ]ありしゅとしゅまッ[image: ]ボク、イキますッ[image: ]いくいく……ッ[image: ]」

　淫らなことへの興味が強い。ルエッタはそのことがコンプレックスであった。

　院生でありながら、なんと悩ましく、はしたない女だと。

　けれどアリストはそんな彼女を身体と言葉で許す。

「いいよっ！　イッて！」

「あっ[image: ]ありしゅとしゃまっ[image: ]」

「ルエッタさんにイッてほしい……っ！」

　ルエッタは救われた気持ちになった。

　こんな痴態を、世界で一番素敵な男性が許してくれたのだ。

（あぁ……!!）

　彼女の心の奥が開き、それと同時に膣は締まる。

「いくッ……[image: ]いくいくいくッ[image: ]おち×ちんでイグッ[image: ]」

　そして、ルエッタは心の底から絶頂へ達した。

「あッ[image: ]あああっ[image: ]おま×こイグぅうううううッ[image: ][image: ][image: ]」

　小柄な少女はベッドの上で激しく痙攣する。

　ブリッジするかのような姿勢で愛液を吹き出し、膣中は肉棒へねっとりと媚びた。

　それはルエッタの蜜壺が、完全に女として開花したことの証明だった。

（うはッ……！　やば、俺もイキそうっ……！）

　一方、アリストはすさまじい速度で学習をする膣に翻弄されていた。

　ルエッタの膣中が供給する快楽で、普段ならこのまま射精をしてしまっただろう。

　が、今はそうはできない理由があった。

「ボク、イッちゃった……っ[image: ]はぁっ[image: ]ありすとさまの前なのに[image: ]はずかしいっ……[image: ]」

　絶頂の余韻に浸り、だらしなく開脚するルエッタ。

　その上に、もう一つご馳走が乗っているからだ。

「オヴィ、そんなに見ちゃだめぇ……[image: ]」

　それは院服を脱ぎ捨てたオヴィの、むっちりとした下半身であった。

　ルエッタに覆いかぶさりつつ、彼女はアリストの顔面付近に尻を差し出している。

「……ルエッタ、すごいね……」

　オヴィは副院長の痴態をじっくり見た後、冷静な感想を漏もらしたが。

「ッ!?　～～ッ[image: ][image: ][image: ]ッ[image: ]」

　すぐに獣じみた声をあげることになった。

　彼女の女性器に、硬度を保ったままの肉棒が突き挿いれられたからだ。

「ごめんっ！　もう止まんないッ！」

　ぶちぶちっと処女の証を乱暴に引き裂いてしまったことをアリストは詫わびる。

　しかし、そう言いつつも彼が腰の動きを弱めることはなかった。

「[image: ]ッ[image: ][image: ]おッ[image: ][image: ]ッ[image: ]」

　それはオヴィが、あの濁った嬌声を上げていたからだ。

　感情の起伏に乏しく見える彼女が、悦楽に染まりきった声を響かせる。

（オヴィさんのこの声たまんないっ！　もっと聞きたい！）

　アリストはそれがもっと聞きたくなって、更に深く、強く腰を打ち付ける。

「[image: ]ッ[image: ]んぉッ[image: ][image: ]ぉおッ[image: ]」

　ぱぁんっと激しい音とともに、快楽に反り上がるオヴィの背中。

　牝穴を突かれる度に彼女の豊満な乳房が揺れる。

　その暴れぶりはすさまじく、背中越しにさえ乳肉の動きがわかるほどだ。

（おっぱい、すご……！）

　アリストはたまらずその両乳房を掴んだ。

「はぁっ……！　はぁっ……！」

　鼻息荒くたっぷりとした柔肉を揉みしだき、彼女の敏感な陥没乳首をほじくる。

「おっ[image: ]ん[image: ]おッ[image: ]ちくび……ッ[image: ]いい……ッ[image: ]」

　オヴィは乳首責めに分かりやすく悦ぶ。

　そしてついには自分からも腰を振り始めた。

「[image: ]ッ[image: ][image: ]ッ[image: ][image: ]ッ[image: ]んほぉッ[image: ]」

　初めてのセックスとは思えないほど、オヴィは快楽に貪欲であった。

　自ら腰をアリストに叩きつけ、肉厚の膣で肉棒を激しく扱き上げていく。

「くっ！　あっ！　オヴィさ……うあっ！」

　唐突な逆襲にアリストは呻きつつ、オヴィの乳房にしがみつく。

「ああっ[image: ]」

　そして激しいピストンとともに、アリストの指は深く彼女の乳首をえぐった。

「[image: ]ぁッ!?」

　子宮口を突かれる快感。

　勃起した乳首をほじくられる快感。

（あっ[image: ]これ、駄目な声でるっ……[image: ]）

　アリストがもたらす二つの快感は、またたく間にオヴィを絶頂に導いた。

「[image: ]おッ[image: ][image: ][image: ]」

　それは女性というより、牝の嬌声。

「～～～～ッ[image: ][image: ][image: ]っほぉッ……[image: ][image: ][image: ]」

　オヴィは繰り返される絶頂の前に、濁った声をあげざるを得なかった。

（こんな声を出したら……）

　優しいアリストでも、流石に失望しただろう。

　彼女はそう思ったが、それはあくまでオヴィの目線でしか無かった。

　アリストにとって、彼女が乱れる姿は絶景だったのだ。

「オヴィさんッ！　はぁッ！　はぁっ……最高だよっ！」

（！？？　！？？）

　不意にかけられた優しい言葉に、オヴィは思考が停止する。

　が、すぐさま停止した思考ごと、彼女は快楽の濁流に呑み込まれる。

「はぁっ！　……はぁっ！」

「[image: ]ぁッ！？？！　[image: ]ッ[image: ][image: ][image: ]」

　射精直前のペニスは、いよいよ容赦がなくなっていく。

「あぅっ[image: ]おほぉっ[image: ]」

　オヴィの身体は激しく跳ね上がり、反射的に肉棒から逃れようとする。

　しかし、アリストは獲物を逃さなかった。

「もっとしたい……ッ！」

　彼はオヴィの乳房を強くつかみ、そのまま女体を自身へ引き寄せたのだ。

　熱く猛った牡が、今までで一番深く牝を貫く。

「ああ[image: ]あッ[image: ][image: ][image: ]」

　オヴィは視界が真っ白になった。

　快楽に塗りつぶされる彼女に、アリストの声が響く。

「膣な中かに出すよッ……オヴィさんに、出すよッ！　俺のものにするからッ……！」

　二人の蜜壺で高まった肉棒に引っ張られ、アリストはいつもより獰猛だ。

　そしてオヴィはその言葉に歓喜した。

（私がアリスト様のものに……ッ[image: ]）

　心の中では言葉が出来上がる。

　けれど必死にだした声は、やはり牝の叫びになってしまった。

「[image: ]うッ[image: ]しでくだざいッ[image: ]ありずとざまのものにぃっ[image: ]なりた……イッ[image: ][image: ][image: ]」

　膣ちつ壁へきを締め、乳房を激しく揺らしながら。

　三つ編みの大人しそうな女性が媚びてくれる。

「うんっ！　うん……ッ!!　もう俺のものだからねッ……！」

　子供じみた征服欲が満たされたアリストの肉棒は。

「イグッ[image: ][image: ]あッ[image: ]イグッ[image: ][image: ][image: ]ま、またイグッ[image: ][image: ][image: ]」

　オヴィの淫らで動物的な嬌声で高められ。

「出るッ……！」

　ついに爆発の時を迎えた。

　──ビュルルルルッ!!!　ビュッ!!!　ドビュルルルッ!!

　膣中を染め上げられ、オヴィの快感も爆はぜた。







[image: ]







「[image: ]おッ[image: ]イッ……グぅううッ[image: ][image: ][image: ]」

　びちゃびちゃと子宮口にぶつかる精は、彼女にさらなる絶頂をもたらしていく。

「ほぉッ[image: ][image: ][image: ]またいぐッ[image: ][image: ][image: ]イグイグッ[image: ][image: ][image: ]いぐぅううううッ[image: ][image: ][image: ]」

　彼女自身でも聞いたことがないような声をあげ、オヴィは痙攣を繰り返す。

　それは大人しい少女が女になり、牝に堕ちていく瞬間だった。

「……めちゃくちゃ締まるッ……！」

　肉棒を締め付けられながら、アリストはその様を目に焼き付ける。

「～～～～ッ[image: ][image: ][image: ]……[image: ]ッ[image: ][image: ][image: ]」

　オヴィはがっくりと身体を倒した。

　あまりの快楽に意識を失ってしまったのだ。

　そしてその身体を受け止めたのは……。

「お、オヴィ……」

　彼女の下で、絶頂後も仰向けなったままのルエッタだった。

　同僚の火照った身体を感じつつ、ルエッタは思う。

（セックスってすごい……）

　だが、そんな感慨にはあまり耽ってはいられなかった。

「あっ!?」

　閉じかけていた股が乱暴に開かれ、

「る、ルエッタさんもっ……!!」

　熱い亀頭がいきなり子宮口に打ち付けられたからだ。

「ひぃんッ[image: ]」

　唐突な快感にルエッタの頭は対応できない。

（お、おち×ちんッ!?　入ってきてるのッ!?）

　しかし彼女の蜜壺はすぐさま状況を理解し、愛する男の肉棒に吸い付いた。

「まだ出るッ!!」

　濡れそぼったままのルエッタの膣奥へ、彼は滾たぎった精を解き放つ。

　──ドプドプッ!!　ビュクッ!!!　ビュルルッ!!!

「あぅっ!?　あっ[image: ]ああああッ[image: ][image: ][image: ]」

　オヴィの膣中だけでは満足しなかった肉棒が、ルエッタをも征服せんと精を吐き出す。

　そしてそれに抗う術すべを小柄な少女はもっていなかった。

「これ、おしゃせいッ!?　ああッ[image: ]あたってるッ[image: ]あだっでまずぅッ[image: ][image: ][image: ]」

　ばしゃばしゃと膣中にぶつかる精液。

　淫らに跳ね回る身体をどうしようもなく、ルエッタはオヴィの身体にしがみついてしまう。

「あっ[image: ]あああっ[image: ]イッちゃうッ[image: ]ボク、おせいしでイクッ[image: ][image: ][image: ]」

　同僚を抱きしめ、快楽を貪るルエッタ。

　その様はアリストを更に興奮させた。

「ルエッタさんも、俺のものだからね……ッ！」

　そんな彼が思わず放った言葉は、ルエッタにとっては福音のようであった。

（ボクも……アリスト様のものっ[image: ]）

　彼女の膣は心と身体を直接つなぎ、脳に許可を得ないうちに肉棒へ吸い付く。

「はぁッ[image: ]はいッ[image: ]ボクはありしゅとしゅまのッ[image: ]ものでずッ[image: ][image: ][image: ]」

「そう……だよッ！」

　アリストは射精をしながら、どちゅっと彼女の膣奥を突き上げた。

　その激しさは彼女の子宮へ響き、ルエッタをすぐさま次なる絶頂へと放り込む。

「～～～～っ……[image: ]っは……ッ[image: ][image: ][image: ]」

　息もできないくらいの絶頂。

　ルエッタが経験した一番の絶頂は、次から次へと新鮮なものに塗り替えられていく。

　そしてその新鮮さが、眠っていた女性としての本能を呼び覚ます。

「ありしゅとしゃまッ[image: ]あっ[image: ]あああっ[image: ][image: ][image: ]」

　童顔の彼女が備えた、貪欲な膣がいよいよ精をねだったのだ。

「くああっ！　ルエッタさんの膣中、すごすぎだって……ッ！」

　肉棒に媚びる淫靡な蠕動。

　ルエッタが心も身体も自分に開いてくれたことが、アリストを更に煮えたぎらせ。

「また……で、出るッ!!」

　──ビュビュッ!!　ビュルビュルッ!!!!

「ありしゅとしゃまぁあああッ[image: ][image: ][image: ]」

　再びルエッタは内側から染められた。

　肉棒が脈打つ度。

　彼女の身体は、彼のための身体に変えられていく。

「あっ……[image: ][image: ][image: ]はぁ……っ[image: ][image: ][image: ]」

　ルエッタは快楽の余韻に浸りながら、そのことを理解する。

「ボク、ありしゅとしゃまの……ものです……[image: ]」

　それは彼女の幸福で、純粋な誓いですらあった。

「っあ……[image: ]」

　そしてルエッタも、オヴィを抱きしめたまま意識を失う。

「はぁっ……はぁっ……」

　一方、アリストも相当に消耗していた。

　一度に二人の膣をほじくり、そのどちらも満たしてしまうほど射精をしたのだ。

（き、気持ちよかった……！）

　射精後の心地よい疲労感が、彼を冷静にしていく。

　ただ同時にアリストは、少しの後悔に襲われた。

（いやいや、俺のものってなんだよ……）

　セックスの最中とはいえ、随ずい分ぶん恥ずかしいことを言ってしまったものだ。

　額の汗を拭いながら、自分が調子に乗ってしまったことを反省する。

「ねぇ[image: ]」

「あの、アリスト様[image: ]」

　しかし彼は失念していた。

　いやらしい香りを放つ、女性二人が獣になる彼を眺めていたことを。

「あたしは、誰のものなのかしら……[image: ]」

　するすると服を脱ぎながら近づいてくるのはオリビア。

　そしてその後ろで、既に全裸になっていたのはケイトであった。

「……私も、とても気になります[image: ]」

　ぎしっとベッドに上がる美女達にうろたえるアリスト。

「え、ええっと……」

　彼はうろたえながらも、ルエッタとオヴィを優しく寝かせる。

　先に夢の世界へと行った二人に、オリビアとケイトが手早くあたたかそうな毛布をかけた。

「これで、ゆっくりお話しができますね[image: ]」

「ええ。そうね[image: ]」

　そして意味深に微笑みながら、ゆっくりと彼の身体へとすり寄っていく。

「さ、誰のものなの？　あたしは[image: ]」

「アリスト様……んっ[image: ]」

　火照った裸体を、いやらしく擦りつける二人。

　アリストは頬が熱くなるのを感じながら、口を開いた。

「お、俺のものだよ……！」

　照れくさそうな表情が、二人の美女の心を完全に掴む。

「ちゅっ[image: ]ちゅるるっ[image: ]ぢゅぞぞぞッ[image: ]」

　精液と愛液にまみれたペニスはあっという間にケイトの口内へ。

　アリストの手はそんなケイトの股間に伸び、唇はオリビアとの熱い唾液交換を始めた。

「ありすと……あたしも貴方のものだって教えて……[image: ]」

「アリスト様っ[image: ]ぢゅぞぞっ[image: ]わたひも、たっぷり教えてほしいです……ぢゅぽっ[image: ]」

　結局この日。

「う、うん！　わかった……！」

　彼の肉棒が自由になる時間はほとんど無かった。













　　第四章　蕩ける彼女のドスケベ懺悔







　ご褒ほう美びの効果なのか、ブラジャーの開発は順調に進んだ。

　しかし、順調だったのは開発までだった。

『申し訳ないが、今は忙しくてね。アンタ達の商談を受けるわけにはいかないな』

『うちは棚が一杯でね。よそに頼んでみるといいんじゃないかな』

　卸おろし先さきとして考えていた全ての店が、ブラジャーの陳列を揃そろって拒否したのである。

　そのためウィメでの販路は開拓できず、未だに販売できずにいた。

　アーリャはその報告を受け、ため息をつく。

「……そうか」

　昼時を迎えた正せい道どう院いんを見下ろすのはどんよりとした曇り空。

　浮かぶ雨雲のように室内は重苦しい沈黙が支配する。

　しかし報告をしたルエッタは、それを良しとしなかった。

「でもまだ、全部の店を回ったわけじゃないから！」

　彼女は暗い雰囲気を吹き飛ばそうとする。

「たまたま既存の職人さんとか、付き合いがある業者さんの商品を大事にする店ばっかりだったみたいなんだ！」

　ともに院長室へ来たオヴィも、言葉数は少ないながらも同調した。

「……他にもお店は沢山ある」

　だが、そんな二人にアーリャは首を横に振った。

「この間も同じ言葉を聞いた。そしてその時、今回が最後だと言ったはずだ」

　ルエッタ達がウィメへ商談に向かったのは今回で三度目だ。

　当然売り込む店は変えたが、返事はまったく同じ。

　全ての店舗がブラジャーの受け入れを拒否したのである。

「で、でも！　次こそは……」

　未だ言い募つのるルエッタに、アーリャは言う。

「課業の傍らでの試作は許可した。俗人への売り込みも許可した」

　そこに怒気は無い。

　だがその声色は冷たかった。

「祈りの場である院で、商あきないに沸き立つことも許可した」

　彼女とて、院生達が遊んでいたわけではないことを知っている。

　普段の院生達の表情から、彼らに悪しきことをされてはいないだろうことも承知していた。

「だが、これが現実だ」

　彼女の言葉は短く、平坦であった。

「ルエッタ。この結果は、品が悪いからか？」

「そ、そんなことないよ！　ブラジャーは素敵だと思うし、見てさえもらえれば……！」

　ルエッタがはっきりと言う。

　そしてアーリャも、その言葉を疑いはしなかった。

（見てさえもらえれば……か）

　彼女は最近、自身に失望していた。

　それはあの試作品を見ると、学生時代の浮ついた心を思い出してしまうからだ。

　かつての友人たちと店頭へ行き、ともに洒しゃ落れた装いに憧れたあの日の感覚である。

（もう、そんな権利はないというのに……）

　皮肉なことに、あの下着はアーリャが捨てたはずの感覚を持って彼女の前に現れたのだ。

　それはつまり、ブラジャーがそれほどの魅力を持っているということに他ならない。

「オヴィも同意見か？」

　苦々しい気持ちになりながら、彼女はオヴィにも話を向けた。

「……うん」

（やはりか）

　オヴィが頷いたのを確認し、アーリャは努めて冷静に言葉を発した。

「店主らはブラジャーを見ることもせず、お前たちを拒絶したということだな？」

「……っ！」

　ルエッタはびくっと身体を震わせる。

　オヴィは無反応だが、否定はしなかった。

「つまり。お前達が相対した店主たちは、我々を門前払いにした」

　彼女はそのまま続ける。

「我々の商品はどうせ売れぬと。懐ふところを守ることに執心し、耳を傾けることをしなかった」

　声に怒気をはらませないように、アーリャは強く自制をした。

「分かっただろう？　ウィメの俗人が見ているのは、金と欲望。品を失った堕落の民なのだ」

「堕落って……」

　過激な言い方に、ルエッタが思わず口を挟む。

　が、氷の壁となった院長は厳しい視線を向けた。

「ルエッタ、お前は同どう胞ほうがまともに取り合われぬ世界が目指すべき世界だとでも言うのか？」

「きっと誤解があるんだよ！　今はボク達の側がもっと寄より添そっていく。そういう段階なんだよ」

　アーリャはルエッタの言葉に深い溜息をつく。

「利益だけを見て、金が集まる音だけを聞く者が集つどう都市。それが今のウィメだ」

　全てを見通すかのような瞳が、二人の院生に向けられた。

「彼かの地は教えを忘れ、人としての誇りを捨てた堕落の民の掃き溜めだ」

　アーリャは侮蔑と怒りがないまぜになった声を出す。

「堕落に寄り添う道は、堕落にしか繋つながらない」

　ウィメから来た者たちもそうだ、と彼女は続けた。

「我々に直接的な暴行は働かなかった。アリストという男も、悪しき事はしていない。しかし商いという方法によって、いずれはここも堕落させるつもりだったのだろう」

　話をしながら、アーリャはディーブ伯爵を思い出した。

「今日で商いは終わりだ。これ以上院生が苦しい思いをする必要などない」

　アーリャはもともと考えていた案を話す。

「ウィメの領主には例の三人を人質にしてでも、今回の件の責任をとらせる。自らが治める領地の店主達がなんと言ったか。それを伝えるべきだ」

　彼女の声は平坦だったが、その裏では大きな怒りが燃えていた。

（皆の心を、努力を。堕落の民達は踏みにじったのだ……！）

　だからこそ、彼女は努めて事務的に続けようとしたのだが。

「貴き賓ひん室しつの扉を外から封鎖しろ。領主が詫わびるまで、あの三人は──」

　──ぱぁん！

　刹那、室内に乾いた音が響いた。

「……いい加減にしてよ」

　それは、副院長が院長の頬を張った音であった。

「る、ルエッタ……？」

　事態が飲み込めないアーリャ。

　穏やかな彼女が、そんなことをするとは思わなかったからだ。

「教えを忘れたのはアーリャのほうでしょう！　自分が何を言っているかわかってるの!?」

　驚きに瞳を震わせるアーリャに、ルエッタは一歩近づく。

「堕落、堕落って……！　ボクにはアーリャのほうがずっと堕落しているように見えるよっ！」

「な、なにを言っている……私はっ……！」

　アーリャがこれほど怒るルエッタを見るのは初めてだった。

　驚きに言葉が出せずにいると、副院長はアーリャを厳しい形相でにらみつけた。

「……どうして皆がボク達を拒否するか、知ってる？」

　だんっと床を踏み、副院長は院長に更に近づいた。

「儀式をすれば寄付をと言う。祈りをすれば寄付をと言う。院を訪問すれば寄付を求め、嫌がらせのように手紙が来る！　そして寄付を求めて領主を脅おどす！」

　瞳を大きくするアーリャに、ルエッタは叫ぶ。

「お前達はリム神の使者じゃなく、金の亡者だって。ボク、全然言い訳できなかった。だってそうでしょう？　その通りだもの！」

　涙ながらに語るルエッタは更に続けた。

「止やめたほうがいいってずっと言ってた。ケイトさんだって難しい立場なのに、別の道を探したほうがいいって言ってくれてた」

　でも、と彼女は声を大きくする。

「アーリャ、いつも首を振るだけ。全然話なんて聞いてくれなかった！」

「き、聞いているだろう……っ……？」

「ううん！　ぜんっぜん聞いてない！　耳を傾けてくれてない！」

　ルエッタは確かに怒っていた。

　しかし、同時に深い悲しみにも包まれていた。

　いつからここまですれ違ってしまったのかと。

　どうしたら言葉が届くのかと、彼女は嘆きたい気分で叫ぶ。

「ボクの知ってるアーリャはそうじゃなかった！　もう……アーリャなんて知らないッ!!　人質でもなんでも、一人でやって!!」

　瞳から溢あふれた涙を拭きもせず、ルエッタは部屋から飛び出していく。

　すぐにバタンっと乱暴に扉が閉まった。

「……っ……」

　その音に遅れて、アーリャには頬の痛みがやってきた。

　確かに平手で打たれたことを実感する。

「……」

　が、アーリャから声は出なかった。

　まるで張り付いたように、喉がいうことを聞かなかったのだ。

　そんな彼女に、今度はオヴィが口を開いた。

「貴女あなたは……院のためを思って行動をしてくれている人を、堕落の手先と呼ぶ」

　彼女の強い意志を感じさせる声もまた、アーリャが初めて聞くものだった。

「一方の自分は席に座ったまま、昨日と同じことだけをやっている」

「……っ……」

　びくりとする院長に、沈黙のまま書記を務めてきたオヴィは続ける。

「貴女の気持ちが分からないわけじゃない。でも貴女が邁まい進しんした道は、横暴の道だった」

　いつもとはまったく違い、一切淀むことの無い口調がアーリャに刺さっていく。

「店主がわたし達を拒否する理由。どうして今日までルエッタが黙っていたのか。考えてほしい」

　オヴィは口元を覆うベールを外す。

「ぁ……」

　瞳があった瞬間、アーリャは全てを理解した。

　こみ上げているのは怒りではない。

　それを彼女は必死に抑える。

「……ウィメから来た三人はたぶん、貴女より貴女を大事にしている。だから報告はわたし達に任せて、次のお店を探したり、別のやり方を考えてくれている」

「な、なんの話だ……」

「彼らから話をしても、アーリャは耳を貸さない。そしてきっと……壊れてしまうだろうって」

　アーリャは口を開く。

　けれど、もう声は出なかった。

「今の貴女は、少し道を間違えてしまっただけ」

　オヴィは懐から取り出した縫い物を机に置く。

　ルナ族を象かたどった、不格好な小物である。

「……っ……!!」

　今正道院で作られている品に比べたら、笑いものになってしまうようなそれ。

　アーリャはそれに見覚えがあった。

　否、あの幸福だった日々を忘れるはずもなかった。

「わたしを救ってくれた貴女は、まだ貴女の中にちゃんといる」

　オヴィは友人の胸元を指差す。

「アリスト様達が力を貸してくれるのは、その証拠。必死で抗う貴女を、彼らは見逃さないでいてくれた。そして今、壊れそうな貴女を守ろうとしてくれている」

　オヴィは静かに言った。

「目を覚まして、アーリャ」

　わからない。

　アーリャはその意味が飲み込めなかった。

「……も、もう目覚めている……私は……」

　否、飲み込みたくなかった。

　そんなアーリャに対してオヴィは無言のまま、口元にヴェールを戻した。

「……」

　そして……彼女も部屋を去る。

　閉まった扉は、今度はほとんど音を立てなかった。

「……ぁ……」

　部屋は静かになった。

　だから彼女は分かった。

　……今、自分は一人になったのだと。

「ぁあ……っ……ああああ……」

　途と端たんに、大粒の涙がアーリャの頬を伝った。

「……わたしは……っ……わたしは……！」

　活き活きとしたルエッタの顔。

　そわそわと嬉しそうなオヴィの様子。

　院生が集い、賑やかになった服飾室。

「ぁあっ……なぜ……なぜ……っ……!!」

　見るべきものは。

　見たかったものはすぐそこにあったのだ。

　それに今更気づく自分が憎い。

　憎くて憎くて堪たまらない。

「どうして……私っ……気づかなかったんだろう……っ……！」

　ルエッタに償つぐないたかった。

　院生に世界の理不尽を詫びたかった、できることなら守ってあげたかった。

　かつて吐き出してしまった暴言で奪われたものを、どうしても取り返したかった。

「……ぅうっ……ぁあ……！」

　けれどその願いのどれも、彼女は叶えられなかったのだと悟った。

「わたしは……わたしにはもう……」

　価値がない、アーリャはそう思った。

　浅はかな行動で、ルエッタを追放へ追い込み、イル正道院が首都へ納める金銭を増やし。

　悪行を重ねたうえで大切なことを見失い、堕落の道へと突き進んでしまった。

「……ルエッタ、オヴィ……みんな……すまなかった……わたしが、愚かだったせいで……」

　きっとその言葉が彼女らに届く日は来ないだろう。

　うずくまった彼女は、もうすべてを失ってしまったのだ。

　肩書も、信じていた正義も、償いの機会も、彼女達との関係も。

「あぁ……」

　いつの間にか、外には豪雨が降り出していた。

　あの雨になりたい、とアーリャは思う。

　そのまま水となって地面に染み込み、どこか遠くで眠りたい。

「もう……きえて……しまいたいっ……神様……っ……おねがい……」

　アーリャは涙を拭うこともせず、心から祈る。

　それが無駄だと分かっていながらも。

　だが──



「わたくし、神様ではないので恐縮なのですけれど……」




　──今日に限っては違った。

「ぇ……だ、誰ッ!?」

　聞いたことがある声に、アーリャは反射的に顔を上げる。

　するとそこには、優しく苦笑する女性がいた。

「い、イルゼ、領主……!?　……どうして……っ……」

　大きく見開かれた瞳。その拍子に大粒の涙がいくつか、机へ落ちる。

　突然の訪問者はそんな彼女に近づきながら言った。

「……さぁ、どうしてでしょう？」

　イルゼの意味深な微ほほ笑えみが、アーリャを恐怖させる。

「あ……あ……」

　もしかしたら、弱りきった自分にとどめを刺しに来たのかもしれないと。

　後ずさりする彼女に、品のある刺客は更に近づき。

「では、こうしましょう」

　アーリャの震える背中に、そっと手を置いた。

「……堕落の神様が、わたくしを遣わしてくれたのですわ」

　少しいたずらっぽい笑みとともに、イルゼは部屋の入り口を指差す。

　そこには。

「あ、アーリャ……泣いてるの……!?」

　気まずそうにするルエッタと、彼女を無言でひっぱって部屋にはいるオヴィ。

「い、院長？」

「大丈夫、ですか……？」

　廊下から心底心配そうに室内を覗く院生達。

　彼女が失ったと思ったものが。

　大事でたまらなかったものが、そこに集つどっていた。

「うわぁあああん……っ……」

　彼女が閉じ込められていた氷は、今。

　本来の彼女が流す、暖かい涙で溶け始めた。




　昨晩遅くまで降った雨があがった正道院。

　昼頃の院長室には、俺と数人の女性達が集い。

「アリスト殿、オリビア殿、ケイト殿。そしてイルゼ殿。今までの無礼な発言の数々、本当にすまなかった……！」

　その中心で、アーリャ院長が綺麗な土下座を披露していた。

（氷の院長に、まさか土下座される日が来ようとは……）

　さすがに一瞬呆けてしまったが、俺は慌てて彼女に言う。

「い、いいですから！　大丈夫ですから！　頭をあげてください！」

　しかし、彼女はなかなか土下座をやめようとしてくれなかった。

「どうか煮るなり焼くなり……！」

　なおも頭を床にこすりつける。

　しかし俺としては、一刻も早くそれをやめてほしいのだ。

（院服の穴から生尻が見えてるんです!!　ヤバいとこまで見えてるんですっ!!）

　俺と院長の攻防はしばらく続き。

「わかったから！　それじゃあ話が進まないって言ってんの。ったく、さっさと座りなさいよ」

「アリスト様が困ってるから！　アーリャ、あとでまた一緒にお詫びしよう！　ね！」

　呆れたオリビアと焦るルエッタさんの声で、ようやく決着がついた。

「う、うむ……すまない……」

　アーリャさんは昨日、ルエッタさん達とも沢山泣いたらしい。

　すると彼女は、随ずい分ぶんととっつきやすい女性に変わった。

　つきものが落ちた……というのはまさにこのことを言うのではないだろうか。

「そっ、それで……イルゼ殿。私に何か話があっていらっしゃったとお聞きしたのだが……」

　大泣きを見守ってもらったイルゼさんにもこの通り。

　もじもじとしてなんだか可愛らしい。

「アリスト様からお手紙を頂いたのです。きっとお辛いことになるだろうから、どうかお話相手になるようにと」

「ちょ、イルゼさん！　それは……」

　俺にぴったりとくっついて座るイルゼさんが、さらりとネタばらしをしてしまう。

　確かにお願いはしたけれど……！

「アリスト殿が？　い、一体どうしてそのような手紙を……？」

　驚くアーリャ院長が俺を見る。

　金色の瞳は、今は全く冷たくなかった。

「思った以上に院生の皆さんへの風当たりが強くて。だからこの状況を解消しないと、もうどうにもならないんじゃないかって思ったんです」

　そこで俺はイルゼさんに手紙を出したのである。

「理由は色々あるんですが……」

　大きいのは、俺にできることは実務的なことだけだということだった。

「絵を描いておくくらいが今は関の山です。立場も微妙で、厄介事の種にもなりかねない」

　けれど作業を進めれば進めるほど、倒れた院長の言葉や表情がよぎって仕方がなかった。

　きっとそれを解消しなければ、この院は救われない。

　それは次第に、俺の中で確信に変わっていった。

「院長が一人、倒れてしまうような場所ではいけない。でも、俺が踏み込むのは……」

　出会ったばかりの氷の院長が、俺の言葉をそこまで聞いてくれるとは思わなかった。

　とはいえ彼女は、ルエッタさんとさえ溝がある。

　じゃあ誰ならいいだろうか、俺が頭を捻って出てきたのは。

「イルゼさんかなって。考え方自体はとても似ていると思ったんです」

　院のため、領民のため……その根っこは二人とも共通だ。

　必ず衝突はするけど、イルゼさんの人柄ならきっと喧嘩別れには終わらせないはず。

「それに外部の人だからこそ、思い切り言い合える部分もあるんじゃないかって」

　俺はそう考え、イルゼさんには早くから手紙で打診をしていたのである。

「ま、イルゼは大泣きさせちゃったみたいだけど？」

　オリビアがくすくすと笑うと、可愛らしい領主様は慌てる。

「ち、違いますわよ！　もうお泣きになっていらっしゃったのです！」

「すまない……あの時は随分取り乱してしまっていて……」

　お忍びのイルゼさんを迎え、院長室へ案内したのは俺と院生の皆さん。

　そして、その途中で副院長を無言でひっぱるオヴィさんと出会い……あの瞬間に至った。

「いいのです。人の上に立つ者、取り乱すことなんてしょっちゅうですわ。わたくしなんて、メイドに泣きつくことも少なくありませんもの」

　イルゼさんの言葉に、まさに彼女のメイドであるケイトさんが微笑む。

「水くみに転職なさりたい、と仰っておられたとか」

「なッ!?　エフィ……！」

　領主様がじとっと視線を向けた先には、俺にぴったり身体を寄せて座るエフィさんがいた。

「そ、その……えっと……！」

　あわあわと可愛らしく焦る彼女も、イルゼさんの同行者として正道院へ来てくれたのだ。

「本当に女性と親しくしているのだな……アリスト殿は」

　一方アーリャ院長は、女性に挟まれて平然としている俺の様子が未だに信じられないらしい。

　先程から瞳を何度も瞬まばたかせている。

「ええ、それはもう[image: ]」

　むにゅんっとおっぱいを弾けさせてくれた領主様は、そのまま本題へと移る。

「それで実際のところ、お困り……ですわよね？　ブラジャーの件」

　対面に座るアーリャ院長は頷きつつ、瞳を伏せる。

「これは私と私の方針が招いた状況だ。本来何か言える立場では無いことは承知している」

　ただ、と彼女は続けた。

「ブラジャーという商品には可能性があると思うのだ。個人的にも……そう思う」

　アーリャ院長の率直な気持ちが、俺はとても嬉しかった。

　ルエッタさんやオリビア、ケイトさんも微笑む。

「皆の尽力を無駄にしたくはない。せめて院生の商品を見てもらえる程度には、店主達との関係を改善させたいのが本音なんだ」

　俺たちの顔をしっかりと見ながら言う彼女。

　融氷を迎えた院長は、さっぱりとした顔をしていた。

「そうですわね。わたくしも一人の領民として、院と自治領の関係がよくないことは望みません」

　イルゼさんはそこで、オリビアにも視線をやる。

「それに店主達の姿勢にも全く問題が無い、とは言えないと思いますわ」

　褐色のギルド長はそれに頷いた。

「聞く耳持たずっていうのは人として感心しないわね。商機も逃してるわけだし？」

　その言葉に、アーリャ院長が表情を崩す。

「今の私には、とても他人事とは思えない言葉だな……恥ずかしい限りだ」

　苦笑ではあるものの、それは初めて見るアーリャ院長の笑顔だった。

　そんな彼女にオリビアも柔らかな表情をする。

「躍やっ起きになると、誰しもそうなっちゃうのよ。経験者が言うんだから、間違いないわ」

　アーリャ院長は瞳を大きくした後、ありがとう、と微笑んだ。

「当然だが、私は責任をとって院を出る。どうだろう？　それで少しは関係改善に向けて、前進できるだろうか？」

　彼女はイルゼさんに、領民の反応を聞きたいようだ。

「そうですわね……」

　軽く腕組をする領主様。

　そこへ、ルエッタさんが控えめに口を挟んだ。

「ボクは、辞めるだけが責任のとり方じゃないと思うよ……？」

　しかし院長は首を振った。

「混乱の大おお本もとは私だ。その私が居たままでは、院は変わったと思われないだろう」

　仕方ないことだ、という気はする。

　だが、少し寂しい結末だとも思った。

（確かにやり方は良くなかったとは思うけど……）

　しかし彼女も彼女なりに皆を想い、必死であっただけとも思える。

「それはボクもだよ」

　そこで、ルエッタさんが口を開く。

「アーリャのこと、もっと支えてあげるべきだった。院を出るなら一緒だよ」

「それでは院長がいなくなってしまう。お前は皆にも慕われている」

　副院長の発言に、アーリャ院長は首を振った。

「これは私の責任なのだ」

　二人のやり取りにイルゼさんは難しい表情をする。

「酷なようですけれど……アーリャ殿の辞任のほうが、効果はありますわね」

　オリビアもその意見に賛同した。

「有力者とよく顔をあわせてるのはアーリャだし。ルエッタが辞めても、あまり意味はないかもしれないわ」

　ルエッタさんがしょんぼりするのに苦笑しつつ、ギルド長は更に続ける。

「とにかく『変わった』と伝わることが大事。それで次期院長はすぐに挨拶まわり。愛想よく、誠実に。そうすれば溝を埋める第一歩にはなるんじゃないかしら」

　その言葉に、アーリャ院長はほっとしたようだ。

「では……次期院長に心配は無いな」

　確かに、ルエッタさんの人当たりは良いし、オリビアの論も筋が通っている。

　でも……本当にそれでいいんだろうか。

（要は伝わればいいんだよな……）

　わかりやすくて、伝わりやすい方法。

　院長が辞め、新院長に代わるくらい『変化した』とひと目で分かるような何か……。

「……あ」

　俺はそこで、思わず声を出した。

　一つ、突飛な案を思いついてしまったからである。

「なぁに？　また何か思いついたの？」

　すぐにオリビアがこちらを見た。

　俺は、早速説明を始めてみる。

「もしできたら、だけど。例えば──」

　一通り説明をすると、女性陣の感触は上々であった。

「またとんでもないこと言い出したわね……でも大丈夫？　教えに反さないかしら？」

「ボクは大丈夫だと思います！　見方を変えれば布教とも言えますし……」

「ふふっ。伝わりやすさでは辞任以上かもしれませんわね♪」

　領主様もかなり前向きだ。

　ただ、アーリャ院長は唖あ然ぜんとしている。

「なっ……いや……しかし、私がか……？」

　目を白黒させたまま、絶句する彼女。

　というのも、今回の案は彼女からすれば、随分とチャレンジの多い内容だったからだ。

「……ほ、本当にそれで、伝わるのだろうか？」

　しかし彼女は、もう壁でも氷でもなくなっていた。

「貴女『氷の院長』って言われてるのよ。だからこそ、効果はあると思うわ」

　くすくすと笑うオリビアに。

「うんうん！　ボクもそう思う！　アーリャ、やってみよう？」

　励ますように言うルエッタさん。

　他の女性達も静かに微笑む。

「み、皆がそう言うなら……良いのかもしれないが……し、しかし……」

　アーリャ院長は言い淀み、困った表情になった。

「……アリスト殿も、同じ意見なのだろうか？」

　俺の答えは始めから決まっている。

「もちろん！」

　だから、俺も力強く頷いてみせる。

　すると、彼女はふぅと息を吐いて背筋を伸ばした。

「……わかった。私でよければ、なんでもやらせてほしい」

　そう言って、彼女が見せた表情はまさに晴天。

　雨のほうが遠慮しそうなほど、美しかった。




　その日、ウィメの第一商店街はちょっぴりざわついた。

「あれ、何だろ……？」

　その理由は、大通りの一角に立つ女性三人組であった。

　三人はそれぞれ寄付箱を持ち、静かに街頭に佇んでいる。

　しかし、それ自体は珍しいことではない。

「院生……だよね？」

「た、多分……。箱も持ってるし、正道院の人だとは思うけど……」

　だから女性達は皆、彼女達の正体に見当はついていた。

　おそらくイル正道院の院生だろうと。

　地味で露出の少ない服を身に着けた、洒落っ気とは縁遠い女性達だろうと。

「「「……」」」

　しかしそのイメージは今、女性達の中で急速に崩れはじめた。

　なぜなら、領民たちが目にしたその三人組の容姿は──

「なんかすっごくお洒落……じゃない？」

　──その心を一瞬で鷲掴みにするほど新鮮で、かつ魅力的であったからである。

「うん……すごく素敵だね」

「院服変わったのかな。あれなら着てみたいかも……」

　特に彼女達の心を惹きつけてやまなかったのは、その胸元だ。

　乳房を大きく露出させながら、ニプルカバーによって彩るデザイン。

「あのおっぱいのとこ、凄く可愛いね」

「初めて見る形だけど……もしかして院生の手作りかな？」

　斬新でありながら心ときめく形状に、女性達はすぐに釘付けになった。

　そして次第に彼女達は、それを着用するモデルにも目を奪われる。

「すっごい美人……！」

　と、女性の中の一人はそのモデルに心あたりがあったらしい。

「あの真ん中の人、院長さんだ……」

「えっ……そうなの？」

「氷の院長って人？」

「そうそう。すごく厳しいって聞いたことあるけど……」

　立ち止まったり、歩調を緩ゆるめてひそひそと話す女性達。

　無論その視線は、寄付箱を持って立つ院生と美女にも伝わっていた。

（見られてるよ、アーリャ）

　姿勢はそのままに、ひそやかに声を出したのはルエッタである。

　そして応じたのはお洒落美女に変身した院長と、オヴィであった。

（そ、そうだな）

（……寄付箱で隠しちゃだめ。もっと見せて）

　オヴィに注意され、アーリャは寄付箱に乳房を載せるようにした。

　自らが身に付けたブラジャーを、道行く女性に見てもらうためである。

（な、慣れないな。こんなに見せつけて良いのか……？）

　院長はそうはしながらも、やや気まずそうに言う。

　しかし他の二人は、揃ってそんなアーリャを小突いた。

（もっとおっぱい見せて、アーリャ。アリスト様も言ってたでしょ？）

（……今日は、ブラジャーを見せびらかす）

　言いながら、二人も美しい乳房をわざとらしく寄付箱に載せる。

　そして、アーリャもそれに従った。

（そう、だったな……うむ。少し恥ずかしいが……）

　アリストが提案した作戦。

　それはアーリャがブラジャーを取り入れたお洒落をして、街頭に立つことだった。

『見てくれないんだったら、こっちから見せたらいい。アーリャ院長は美人だし、広告としては最高だと思うんだ』

　氷の院長、という前評判を逆に利用するのだと彼は語った。

　思い切りお洒落をすれば、誰もがアーリャに目を止めるからと。

『ウィメの人達は流行に敏感だし、目新しいものを見逃さないでいてくれる。ブラジャーにも絶対気がついてくれると思う』

　これはアリストがレテアで学んだことでもある。

『それで、ブラジャーは寄付してくれた人へのお返しとして、最初はお渡ししていく』

　寄付の額は気持ちだから、そこでは利益を見込まない。

　狙いはブラジャーを付けてくれる女性をじわじわと増やすことであった。

『道行く人が身に付けてくれれば、今度はその人が広告になってくれる。敏腕な店主さんほどすぐに感づいて、院に相談にくるはずと思う』

　そうしたら、誠実に取引をさせてもらえばいい。

　いよいよ寄付とは切り離し、そこから商いにするのだと彼はアーリャに説明した。

『御礼としてお渡しするのはそこまで。長くやると寄付の意味が変わっちゃうと思うし……』

　教えを伝え維持する神職が大切な仕事であるのは間違いない。

　しかし彼女らも人である以上、経済と完全に離れるわけにもいかない。

　そこでアリストはお守りや破魔矢、絵馬などを参考にすることにしたのである。

（院の人間でもないのに……本当によく考えたものだ）

　アーリャは感心させられっぱなしであった。

　教えと商い、理想と現実。

　両者の相反せざるを得ない部分を、ある程度呑める形で提案してくれたのだ。

（それに、私みたいな者のことを、びっ……美人だと……）

　優秀で、誠実。

　加えてアーリャから見ても、彼の容姿は美しい。

　穏やかに笑みを向けられるとアーリャも胸が高鳴るのだ。

　その高鳴りの原因を理解はできていないが、アリストの言葉を思い出すと頬が熱くなる。

（ほら、アーリャ。もっといい顔して！　愛想が大事だよ！）

　ルエッタに小突かれて、アーリャははっとした。

（いや、いい顔と言われてもな……。そういうのはルエッタのほうが得意だろう？）

　もごもごと言うアーリャ。

　そんな彼女を、今度はオヴィが小突いた。

（……変わったって見せないと）

　アーリャはそこではっとする。

　自分は今、試されているのだ。

『院長が笑ってくれたら、きっと皆立ち止まります。後は態度と言葉で伝えましょう』

　院長は続投し、自ら変わったことを示すほうが効果的じゃないか。

　そう主張してくれた彼が言った言葉である。

（！）

　折よく、アーリャの胸元に興味を示した女性が立ち止まる。

　美しい院長はぎこちなく微笑み、声をかけた。

「おっ……おはよう、ございます」

　そんなアーリャを見て、女性はぴたりと立ち止まる。

「……えっと、おはようございます……」
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　神々しさを纏まとう女性が見せた庶民的な恥じらいが、彼女をそうさせたのである。

「大変ですね。皆さん、朝早くから……」

　立ち止まってしまった以上、そのまま通りすぎるのは忍びない。

　そう思った女性は、小銭を懐から出して彼女達に近づく。

「あ……」

　が、その手は宙で止まってしまう。

　肝心の寄付箱が、アーリャの整った乳房と、それを飾るお洒落な装いで隠れていたからだ。

「あっ！　申し訳ない……！」

　少女のように慌てる院長。

　女性は絶世の美女がそうする様子を、とても意外に思った。

　氷の院長という噂と、本人の印象が随分違ったからである。

「お恥ずかしいところを……」

「いいえ。ではリム神に」

　ちゃりん、と一枚小銭が入る。

「ありがとう。貴女にリム神のご加護がありますように」

　寄付をした彼女も、ウィメに住む女性であり、お洒落への関心は例にもれず高かった。

　だから見たこともない素敵な装いを前に、ついに我慢ができなくなる。

「あの……それ、新しい院服ですか？　素敵ですね」

　ブラジャーを指差す彼女に、アーリャは慌てて反応する。

　今がチャンスである、と俗人慣れしていない彼女でも気づいたのだ。

「こっ……これは、その、正道院で今作っている下着なんだ！　凄くつけ心地もよくて、可愛い！とにかく良いものなんだ！　皆で頑張って作っているのだ！」

　勢い込む彼女に、女性は目を丸くする。

「そ、そうなんですか……」

　美しく、なんでもそつなくこなしそうな見た目のアーリャ。

　しかし彼女のセールストークはお世辞にも上手とはいえない。

　ただ、その様子はとても一生懸命で……何もかもがちぐはぐだった。

「ふふっ」

　女性はその可愛らしさに耐えきれず、くすくすと笑い声を零こぼしてしまう。

　アーリャはそこで自身の慌てぶりに気づき、頬を染めた。

「あ……す、すまない。夢中になってしまって……」

　そんな院長に助け舟を出したのは、ルエッタだった。

「ご寄付をありがとうございます」

　これを、と彼女は手提げの紙袋を差し出す。

　上等な代物とは言えないが、院生の手作りで作られたものだ。

「えっと……？」

　突然目の前に差し出された紙袋に、女性は再び目を丸くする。

「ボク達から、寄付への御礼として差し上げているものです。ぜひ受け取ってください」

「御礼、ですか？」

　彼女は首を傾げながらも受け取ったのを確認し、オヴィが口を開いた。

「……ブラジャーという下着。今わたし達が胸に付けているやつ、です」

　女性はぴくっと反応する。

　彼女の口角が少し上がったところに、ルエッタがすかさず付け足した。

「いくつか入っているので、大きさが合うものを使ってください」

　瞳を大きく見開く女性。

　彼女は気持ちを抑えきれず、そのまま袋に手を入れて中の包装を少しだけ解き。

「わぁ……！」

　ついに小さく歓喜の声をあげた。

「い、いいんですか!?」

「ああ。もちろんだ」

　アーリャは戸惑う女性に続ける。

「是非使ってみてほしい。院生達の頑張りが詰まっているんだ」

　院長の言葉は、そこだけは淀みなかった。

　そしてそれを聞いた女性は穏やかな表情から一転、少女のように笑顔を咲かせ。

「ありがとうございますっ！」

　駆け出しそうな勢いで去っていく。

　三人は微笑んで、女性の背を見送った。

（上手くいったね、アーリャ）

（……あんなに喜んでもらえると、嬉しい。頑張って良かった）

（ああ、そうだな）

　そしてその一部始終を、ウィメの女性達が見逃すことはなかった。

「あ、あのぅ……」

　融氷とともに現れた一輪の花。

　女性達は、ぽつりぽつりとその花へと吸い寄せられ始めたのだ。

「これは、ブラジャーと言う。寄付への御礼として、お渡ししているのだ。皆にも使っていただけると院生もとても喜ぶと思う」

　アーリャはその日だけで、随分とセールス──と言えるかは微妙だが──トークが上達した。

「ありがとうございます！」

「すっごい可愛いっ！」

　しかし結局、御礼を受け取る女性が見られたのは数日のことだった。

　アーリャ達の前に行列が伸びてしまったのと時を同じくして、店主達から院への問い合わせが殺到することになったからである。




　ブラジャーの納品が各所に始まり、ウィメで売り切れが続出するようになった頃。

「先週の納品量だが──」

「こちらになります。納品先は──」

　夕暮れの院長室では、アーリャにケイト、ルエッタが集い経理の作業が進んでいた。

　飛躍的に改善した院の経営状況と、領民たちとの関係。

　そのため、室内の雰囲気は以前とは全く違ったものになっていた。

「よかった……これなら心配はいらなそうだ」

　そこに氷の院長は不在で、穏やかな花が咲いていたからだ。

「ケイト殿に、オリビア殿。アリスト殿には感謝しても……ッ……しきれないな」

　視線をあげたケイトも、アーリャにふわりと微笑む。

「ふふ。もう何度もお聞きしましたよ」

　だが、院長は軽く首を振った。

「いくら……っ……言っても、足りぬのだ……」

　しかし不思議なことに、その言葉は詰まり気味だ。

　加えて美女の美しい頬は、すっかり朱に染まっている。

「お、お詫びも、ちゃんとっ……できていない……ッ……」

　彼女はそこまで言って、びくびくっと美しい身体を震わせた。

　整いながらも、官能的な乳房がぶるんっと弾む。

　正式に院服となったブラジャーとニプルカバーが、乳肉とともに踊った。

「それに関しては、来週に『本ほん懺ざん悔げ』を通じてお詫びをする、という話でしたよね」

「そ、そうなのだが……っ……」

「ですが……」

　彼女の奇妙な様子を、ケイトは気にする素振りを見せない。

　そればかりか、にやりと笑みを浮かべていた。

「本懺悔までに、アリスト様への恐怖を克服しなくてはなりませんね」

「ああ、そのつもりだ……！　そのつもり、なのだが……ッ……つ、つい身体が……あッ[image: ][image: ][image: ]」

　課業中には似つかわしくない声が、アーリャの口から出ていく。

　それにあわせて、院長が使う机が派手な音を立てた。

「はぁッ……はぁッ……[image: ]」

　肩で息をするアーリャ。

　そんな彼女に別の声が掛かった。

「アーリャ院長。あの、大丈夫ですか……？」

　彼女と椅子を並べて座る男性、アリストである。

　彼とアーリャは、共に書類仕事をするにはあまりに近い。

　しかも彼の手は机の上には出ておらず、眼前には書類すら置かれていなかった。

「だ、大丈夫だ！　しかし、また貴殿を怖がってしまった……すまない。これほど院に尽くしてくれている方なのに……」

　隣の男性に頬を染め、熱っぽい瞳を見せるアーリャ。

「どうか誤解しないでほしい。私は貴殿を尊敬している。毎日ともに付き従いたいくらいなのだ……！　だが、身体がどうしても……」

　アリストは彼女の告白ともとれる言葉に、なんとも言えない顔になる。

　彼も本当は、この言葉が飛び上がるほど嬉しい。

　前より柔和な表情が多くなったアーリャは魅力的だし、明らかに自分を好いてくれているのが分かるからである。

「少しずつでいいのです、院長。アリスト様、どうかじっくりと慣らしてくださいませ[image: ]」

　だがいたずらっぽく笑うケイト──を含む数人の首謀者──によって、アリストは真意を明かすことを禁じられている。

『最近アリスト殿とご一緒すると、ふわふわと心が落ち着かなくなってしまうのだ。ケイト殿、私はまだ、アリスト殿を恐れてしまっているのだろうか……』

　そんなアーリャ自身が自分の心に気づき、それを表現できるようになるのが大事なのだと。

　なので彼は今日も。

「痛かったら言ってください、アーリャさん……」

　院服の端から手を突っ込み、彼女のおま×こを弄っていたのだ。

「あっ……[image: ]あ、アリスト殿……ッ……[image: ]そこ……っ[image: ]」

　アーリャは快楽のために腰を浮かせ、愛液を撒き散らしていく。

「ど、どうして……ッ……あっ[image: ]身体が痺れて……っ……[image: ]～～～ッ[image: ][image: ][image: ]」

　お洒落は分かる。

　しかし年頃で男性を嫌ってしまったことで、彼女は性的なことを学ばずに成長してしまった。

　そのため、自慰すらしたことがないのである。

　だから連日こうした淫らなことをされても、彼女は自分の牝を自覚できないままでいた。

（びしょびしょだ……）

　一方、アリストには彼女が女性として反応してくれていることは明らかだ。

　しとどにぬれた膣は、日に日に彼の指に吸い付くようになってきている。

「あぁっ……[image: ]す、すまぬ……アリストどのっ……[image: ]」

　絶世の美女が自分の指にあわせて身を捩よじる。

　甘い声をあげ、ほぼ丸出しの乳を踊らせ、時折アリスト側に身体をもたれかけさえする。

「い、いいんですよ……っ……」

　当然、そんな様子にアリストの肉棒が反応しないはずがない。

　しかしその反応を知ることができるのは、今はルエッタだけであった。

「ちゅぱッ……[image: ]ぢゅっ……ぇろ……[image: ]」

　逞たくましい男根は、机の下の彼女が既に頬張っていたからだ。

　そして、彼女はこの課業にとても熱心であった。

「ありしゅとしゃま[image: ]ぢゅるるっ[image: ]ぢゅっ[image: ]ぢゅっ[image: ]いかがですか……[image: ]」

　ルエッタは小さな口で竿を飲み込み、鈴口を喉に付ける。

「ぇろっ[image: ]ぇろっ[image: ]」

　そのまま舌で玉袋を宥なだめた後、

「ぢゅぞぞぞぞぞ……[image: ]」

　先走りを吸い込みながら、ゆっくりと亀頭へ口を戻す。

　舌でたっぷりと裏筋を擦り上げるのも忘れない。

「……すごく上手だよ……っ……」

　アリストは返事と一緒に、彼女が放り出している乳房を揉む。

　ルエッタのニプルカバーは既に床へ落ち、堅く凝った乳首がはっきりと主張していた。

「んんッ[image: ]はぁッ[image: ]ぢゅっ[image: ]ぢゅっ[image: ]ぢゅっぽっ[image: ]」

　彼女に尻尾があれば、それは今ぶんぶんと悦びに振られているだろう。

　乳首をつままれながら、ルエッタは更にご主人さまへの奉仕に夢中になる。

　その熱心なおしゃぶりに、アリストは声をだした。

「ぁあッ……！」

（アリスト様ったら……[image: ]）

　その声はケイトの股を濡らすだけでなく、アーリャの膣ちつ壁へきをも震わせる。

（アリスト殿のせつなそうな声を聞くだけで、身体が震えてしまう……！）

　聴覚で牝を刺激されたアーリャ。

　こみ上げる感情に名前をつけられないまま、彼女はちらりとアリストを見やる。

（ルエッタがアリスト殿のを……あんな顔で……）

　長い付き合いのはずのアーリャにも、ルエッタはあのような顔を見せなかった。

「んぷっ[image: ]ぢゅっぽっ[image: ]ぢゅっぽっ[image: ]ぢゅっぽっ[image: ]」

　小さな口に逞しい肉棒が出入りする様子が、彼女の思考を完全に支配しようとする。

　しかしそれではいけない。

　アーリャは必死に机に視線を戻す。

「来月の、よさんは……っ……ぁっ[image: ]」

　そしてあえて口に出して仕事に戻ろうとするが、それはやはり無駄だった。

「出すよ……っ……ルエッタさん……！」

「はひっ[image: ]ぢゅぽぢゅぽぢゅぽっ[image: ]ぢゅぞッ[image: ]ぢゅぞッ[image: ]」

　アーリャの意識は簡単に持っていかれてしまう。

（ああ……あれが出るのだ……）

　彼女はそれを何度か見ている。

　アーリャが尻や股間を触られる時、彼の肉棒は必ず誰かが慰めていたからだ。

「はぁっ……はぁっ……！」

　肉棒をしゃぶられ、苦悶するアリストにアーリャは胸が高鳴る。

　彼がこうなると、

「あっ[image: ]あああっ[image: ]ありすとどのっ[image: ]そ、そんなおくにっ[image: ]ゆびをっ[image: ]」

　同時に彼の責めが激しくなることが分かっているのだ。

（ああっ、だめだっ！　今日もまた、トんでしまうっ……！）

　彼女はそう思いつつも、この瞬間が日に日に楽しみになっている自分にも気がついていた。

　アリストへの恐怖を克服する訓練がずっと続けばいいのに、と。

「あっ[image: ]あっ[image: ]あはぁっ[image: ]」

　膣中から立ち上る謎の感覚がアーリャの理性を溶かす。

（ふわふわする……っ[image: ]また、ありすとどのにふわふわにされちゃう……っ[image: ]）

　そして今日。

　ついに彼女の牝を覆っていた仮面も、一緒になって溶け出した。

　こびりついていた罪の意識が本能に流され、アーリャはその言葉を探し当ててしまったのだ。

「ああっ[image: ]気持ちいいッ[image: ]あ、ありすとどのっ[image: ]お股、気持ちいいのぉッ[image: ]」

　アーリャの心は女性を取り戻す。

　貪欲に牡おすを求め、快楽を貪ることを自身に許した瞬間だ。

　それはアリストもケイトも、一番の友人であるルエッタも待っていた瞬間だった。

「アーリャさんっ……！」







[image: ]







　アリストは昇り詰めた精をなんとかこらえ、しなだれかかるアーリャの乳房を掴む。

　そして鼻息荒くニプルカバーを取り去り、作り物かと思うほど美しい乳首を吸った。

「あっ!?　あああっ[image: ]」

　新たな感覚に激しく身体を震わせるアーリャ。

「それ、またクるッ……[image: ]いつもよりすごいのクるッ[image: ]こ、こわいッ[image: ]わたし、こわいッ[image: ]」

　悦楽に震える瞳が宙をさまよう。

　そこにふと女性の影が映った。

　それは笑みを浮かべる緑髪のメイド、ケイトであった。

「大丈夫ですよ[image: ]アーリャ院長、それはイクというのです[image: ]」

「い、イク……？　あっ[image: ]ああっ[image: ]」

　少女のように素直なアーリャに、彼女は教える。

「お股の穴は、おま×こ、というのです」

「おま……？　おま×こっ？　はぁっ[image: ]あっ[image: ]おま×こ……っ[image: ]」

　不必要な仮面を剥がした院長は、言葉と本能をあっという間に繋いだ。

「お、おま×こっ[image: ]いくっ[image: ]アリスト殿の指でっ[image: ]いくっいくっ[image: ]」

　ガタンガタンっと机が激しい音を立てる。

　乳首を舐なめしゃぶられ、膣の浅いところをえぐられ。

　彼女は絶頂へと一直線に昇る。

「ぢゅぞっ[image: ]ぢゅぞぞぞッ[image: ]ぢゅうぅううッ[image: ]」

　それに合わせるように、ルエッタの口淫も激しくなった。

　アリストも肉棒を震わせ、射精へと昇る。

「もう出るッ……！　うあっ!!」

　膨れ上がった男根を、ルエッタは自ら自分の喉へと打ち付ける。

　幾度もフェラチオを経験し、それがアリストを悦ばせる方法だと学んだのである。

「んんンッ[image: ]」

　ねばっこく柔らかい壁に迎えられ、彼が限界を迎える。

「くぁああッ!!　出るッ!!!」

　──ドビュルルルッ!!!　ビュルッ!!　ドビュッ!!!

　美しい院長も、それとほぼ同時に絶頂へと達した。

「いくいくいくッ[image: ]おま×こいぐぅううううッ[image: ][image: ][image: ]」

　ガタガタッと机が音を立て、書類が床へと落ちていく。

（お、おかしくなるッ[image: ]おかしくなっちゃうっ[image: ]）

　アーリャはそれを止めることもできないまま、身体を何度も痙けい攣れんさせてしまう。

「んほぉッ[image: ]おっ[image: ]あひぃッ[image: ][image: ][image: ]」

　美しい脚をぴんっと張り、腰を突き出して愛液を噴く院長。

「あっ……[image: ]はぁっ……[image: ]」

　そんな彼女の顔には今、牝の表情が浮かんでいた。

「どうでした？　アーリャ院長[image: ]」

「す、すごかった……[image: ]これがイク、ということなのか……[image: ]」

　牝の先輩としてケイトは頷く。

　恍惚とした表情で余韻に浸るアーリャ。

　しかし彼女は、すぐにはっとした。

「はぁっ……ふぅっ……」

　隣では敬愛する男性が、同じように息をついていたからだ。

「あ、アリスト殿！　お恥ずかしいところを……ぁんっ[image: ]」

　ばっと身体を向けた際、膣内からアリストの指が抜けていく。

　つい出てしまった声に、アーリャは更に頬を染めた。

　そんな彼女にアリストは首を振る。

「その……アーリャ院長……とっても素敵でした。イッてくれて嬉しかったです」

　彼としては、あれほど毅き然ぜんとした態度だった女性が乱れる姿は堪らない。

　その証拠に。

「ぢゅぼっ[image: ]ぢゅうっ[image: ]ちゅぱっ[image: ]」

　射精後だというのに、ルエッタのフェラチオは終わっていなかった。

　彼の男根はまだ充分な硬さを残したままだったからである。

「ぷはっ[image: ]」

　肉棒の逞しさを確認するように、一度口から解放するルエッタ。

「アリストさまも、とても素敵です[image: ]ボク、あんなに沢山飲ませていただいたのに[image: ]」

　童顔の彼女は、ペニスに頬ずりしながら微笑む。

　アリストは自らの節操の無さに苦笑しつつも、そんなルエッタにも欲情を覚えた。

「ご、ごめんね。すごく気持ちよかったんだけど……」

「ボクもすごく気持ちよかったです[image: ]お射精、いっぱい喉にあたって……イッちゃいました[image: ]」

　いやらしい会話をする二人を見て、ケイトは次の段階へと進むことにした。

　本日の経理作業は、昨日で既に終わっていることをアーリャは知らない。

「さて……。ではアーリャ院長、今日は見学もしてみましょうか[image: ]」

　微笑むメイドの言葉に、ルエッタとアリストはぴくりと反応する。

　一方アーリャは、困惑の表情を見せた。

「け、見学……？」

　ケイトは頷き、もっともらしい言葉を続けた。

「恐れというのは、無知からやってくるものです。つまりアリスト様がどういった方なのかよく知らないことが、アーリャ院長の恐れの原因なのです」

「な、なるほど……そうかもしれない……」

　アーリャがぼんやりしつつ応じる。

　絶頂に浮かされた後の彼女なら、どんな詐欺にも引っかかってしまうだろう。

「本懺悔は、アリスト様に審問をいただくのですよね？」

　そしてケイトは、今だけは詐欺師であった。

「ああ、そ、そのとおりだ。だから恐れなどは捨てておかなければと……」

「ええ。すべてを曝さらけ出すのですから、恐れていてはいけません」

　ですから、とケイトは妖艶な笑みを浮かべた。

「アリスト様がどのように逞しい御方なのか。当日までたっぷりとご見学くださいね[image: ]」

　ケイトはそう言うと、踊るように移動する。

　それにあわせて、ルエッタも肉棒の掃除を終えた。

「っ！」

　アーリャはすかさずその肉棒を窃視する。

　が、すぐにそれは見えなくなった。

「おま×こは、本来こうやって使って頂くんです[image: ]」

　いつの間にか服を脱ぎ去ったケイトが、その肉棒の上に跨またがったからだ。

「な、なにを……？」

　戸惑うアーリャにケイトは微笑むだけ。

　そして、彼女はゆっくりと腰を下ろしていく。

　肉棒とケイトの花びらはすぐにキスをした。

「……ケイトさん。本当にするんですか……？」

　あらかじめ聞いていたとはいえ、戸惑うアリスト。

　しかし彼の困惑は数秒で終わった。

「お嫌ですか……？」

　愛するメイドが寂しそうな表情をしたからだ。

　すぐさま彼の手は彼女の腰をつかみ、やや乱暴にそれを引き寄せる。

「あっ[image: ]あああっ……[image: ]かたぁいです[image: ]」

　甘い声をあげるケイト。

　アリストの表情で充分濡れていたため、その挿入は非常にスムーズだ。

「ではアーリャ院長。来週までたっぷりとご見学ください……あっ[image: ]あああっ[image: ]」

　彼女の言葉が終わるか終わらないかのうちに、ぱんぱんっと肌がぶつかる音が始まった。

「……!!」

　驚愕の表情を浮かべるアーリャ。

　彼女はその行為の名前さえ知らないのだ。

（こ、これは……[image: ]）

　しかし、それが気持ちいい行為であろうことはすぐに理解していた。

「あっ[image: ]ああんっ[image: ]ありすとさまっ[image: ]おくにあたってますっ[image: ]すごいぃっ[image: ]」

「ケイトさんのも、すごいよ……っ！」

　恐れをなくす、という名目の下もと。

　本懺悔前日まで、この淫猥な見学授業は続くことになる。

　しかしあくまで見学。

　その間アーリャはしとどに濡れた膣への手淫しかしてもらえなかった。

（あ、あれをわたしにも……挿いれてほしい……[image: ]）

　彼女がそう思うようになるのに、さして時間は要らなかった。




　数日後、夜闇に包まれる聖堂。

「これより、院生アーリャの『本懺悔』を開始します」

　ルエッタさんの言葉と同時に、そこが無数の光石によって照らされた。

　俺はその幻想的な雰囲気に息を呑む。

（おぉ……）

　明かりに浮かび上がったのは、聖堂内に並んだ座席に座る院生の皆さん。

　そして、そこから立ち上がる浮世離れした美女の姿だ。

「では院生アーリャ、こちらへ」

「はい」

　今夜は『院生』として扱われる美女は、聖堂内正面の一番奥。

　他の場所より一段高くなった場所へ上がる。

　最前列に座る俺からは、そんな彼女の様子が良く分かる。

「院生アーリャです」

　よく通る声はそのままに、アーリャ院長は丁寧な口調で話す。

「本日は過ちを犯した私のためにお集まりいただき、ありがとうございます」

　彼女はそう言うとお辞儀をして、自分の過ちを宣言する。

「私はありのままを見る目を忘れ、事実を受け入れる耳を忘れました」

　アーリャ院長の言葉は続く。

「救いの手を受け入れず。害をなす存在として早急に追い返そうとさえしてしまいました」

　しんと静まり返る聖堂。

「その姿はきっと横暴に塗まみれる男、私自身がもっとも嫌いな存在そのものだったことでしょう」

　彼女はそれを噛みしめるかのように、一度呼吸を置く。

「自分の考えこそが正しいと盲信し、言葉で暴力を振るっていったのです」

　そして、ふっと表情を変えた。

「ところが神はそんな私を許してくださった。院の皆も、ウィメからの使者も、私にとってかけがえのない癒やしと学び、恵みをくれました」

　以前なら絶対に見ることがなかった、柔和な表情。

「女でも横暴に堕ち、男でも慈愛を持つ。私はアリスト殿に、それを教えてもらったのです」

　名画の中で微笑む女性のように、それは穏やかで美しい。

　けれどそれはどこまでも自然で、アーリャ院長本来の持ち物なのだと分かる。

「改めて……頑なな私を見守ってくれたすべての存在に深く、深く感謝いたします」

　同時に、と彼女は続ける。

「院長のけじめとして。本懺悔を通し、慈愛と寛容を取り戻す一歩とさせていただきます」

　一際通る声での宣言は純粋で、無む垢くだ。

　聖堂内の神聖な空気が、より厳かさを増すようにさえ感じられた。

「では院生アーリャ。椅子へ」

「はい」

　そして儀式はいよいよ本番。

　ここから『本懺悔』の対象者は、特殊な器具に身を委ゆだねることになっている。

「オヴィ、固定を」

「……院長、失礼します」

　ベルトのようなものが取り出され、アーリャ院長の両手と両脚がそれらに固定された。

「アーリャ院生。不都合な部分はありませんか？」

　すると出来上がったのは。

　両腕は頭の後ろで縛られ。

　中腰状態の両脚は、大きく開脚したままに固定され。

「う、うむ……！」

　美しいお尻と無毛の割れ目を丸出しにした……半裸の美女であった。

（うむ……じゃないよっ！）

　もちろんこうなることは知っていた、知っていたんだけど！

　俺は……やはり突っ込まざるを得なかった。

　そんな勢いでなければ、これからの儀式を乗り越えるのが難しいとさえ思ったからだ。

「では院生アーリャ。始めますね」

　本懺悔という小難しい名前はついているが、内容は簡単だ。

　過ちを犯した院生を恥ずかしい格好にさせ、丸出しにしたお尻を一〇〇回叩く。

　異世界式、公開お尻一〇〇叩きの刑であったのだ。

　そして、アーリャ院長の美尻を叩く担当は──。

「アリスト様、院生のお尻へ、打ちょう擲ちゃくをお願いします」

　──そう、俺なんです……。

「……はい……」

　立ち上がって一段上りつつ。

　俺は、一週間ほど前のアーリャ院長とのやり取りを思い出していた。




「私はアリスト殿に立場まで守っていただいた。だからこそけじめが必要なのだ！　そしてそれはぜひ、アリスト殿に見届けていただきたい」

　アーリャ院長にも悪い部分はあったとは思う。

　とはいえ、今や廃止された辱めを受ける必要はないだろう。

　俺はそう思ったから必死に止めた。

「いやいやいいですって！　やめましょうって！」

　止めたんだけど……。

「いいや、それではいけないのだ！　院長を続けるならば、これくらいはせねばならん！」

　アーリャ院長持ち前の、妙な律儀さが出てしまったのだ。

　周囲の院生もやれやれ、といった顔をするだけ。

　ちなみに、オリビアとケイトさんは黙ってにやにやしていた。

「じゃ、じゃあ何か他のやり方にしましょう！　ええと、何がいいかな……」

　助けの無い中、俺は急いで頭を回した。

　が、そうする間にアーリャ院長は寂しそうな瞳をしたのだ。

「……アリスト殿も男性。そうであれば、私の尻を叩くのは……相当に嫌、だろうな……」

　それを見た俺が、断りきれるはずもなく……。




「……アリスト殿。お頼みする！」

　そして現在、俺は美女から尻叩きをお頼みをされているわけである。

（お頼みする！　って。アーリャ院長、今どんな格好してるか分かってるのかなぁ……）

　彼女が固定された姿勢は、バックで挿入される女性の姿そっくり。

　器具で身動きを取れない様も相まって、そのいやらしさといったらない。

「では、アリスト様。こちらへ」

　ルエッタさんがそう言って、俺を所定の場所へと連れて行く。

　それは、アーリャさんが突き出したお尻の直すぐ側そばだ。

　院生達が座るほうには彼女の顔。

　俺側には彼女の生尻と無垢な割れ目、そしてアナルが丸見えであった。

（やっちゃいなさい♪）

（がんばってください♪）

　最前列に座るオリビアとケイトさんが、唇だけを動かしこちらにウィンクをする。

　なんとも悪い女性達である。

「では、アリスト様」

　しかし、引き受けてしまったのだ。

　万端整った時点で、もう逃げ場はない。

　音は出るけど痛くない、そういう叩き方はオリビアと一緒に練習したし……。

「打ちょう擲ちゃくをお願いいたします」

　俺は覚悟を決め、

（アーリャ院長、失礼します……ッ！）

　──パァン！

　乾いた大きな音を、聖堂に響かせた。

「くぅッ……！」

　同時に美女が苦悶の声をあげ、その身体を震わせる。

（うわ……！）

　白のガーターベルトで彩られた生尻が踊る様子は、端的にたまらなかった。

　俺は惹き寄せられるように、再び手を振り下ろしてしまう。

「くぁあッ……！」

　美尻と器具が音を立てる。

　しかし、それでもアーリャ院長の拘束は解けない。

（な、なんか……興奮してきてしまった……！）

　身動きが取れない女性のお尻を叩く。

　それもかつて氷の院長と言われた美女のお尻を、だ。

「ああっ！」

　俺は背徳的な行為に、すぐに夢中になってしまう。

「やぁッ……！　うぁっ……！　くはぁっ……!!」

　気づけば俺は、アーリャ院長に次々と声をあげさせていた。

　──パァン！　パァンッ！

　真っ白な果実が左右へ踊り、ほんのりと赤みを帯び始める。

「うぅっ！　ああっ!!　ぅはぁッ……!!」

　気丈に耐え続ける美女。

　しかし、打擲の回数が五十を超える頃。

「ぁ……ッ……はぁっ……[image: ]」

　その声色に明らかな変化が訪れた。

「ぁあっ……[image: ]くぅッ……ふぅんっ……[image: ]」

　痛みに耐える声に、甘い響きが混じりはじめたのである。

「うぁんッ[image: ]ぁ……っ[image: ]ああっ……[image: ]」

　そして、その甘さはどんどんと色濃くなっていく。

（……ま、まさか……）

　最初は聞き間違いかと思った。

　ただでさえ異常な状況だ。

　踊る尻肉が魅力的すぎて、俺のほうがおかしくなっちゃったのかと思ったのだ。

「はぁんッ……[image: ]んぁッ……[image: ]あっ[image: ]な、なぜ……あはぁッ[image: ]」

　しかし、聞き間違いでは無いことはやがて分かった。

（濡れてる……！）

　ぶるん、ばるんっと波打つ尻肉。

「み、見ないでくれ……っ……ああっ[image: ]」

　そこから伸びる美しい内ももに、透明な筋が何本も走りはじめたのだ。

（アーリャ院長、すけべすぎっ……！）

　聖職者なのに……それをまとめる院長という立場なのに。

　彼女はお尻を叩かれて感じている。

　その様子が俺の腕をより強く動かしてしまった。

「だめッ[image: ]あああっ[image: ]はぁんッ[image: ]」

　ぱぁんっと波打つ尻肉。

　ぱたぱたっと床に落ちるほどになった愛液。

　そして明らかな嬌きょう声せい。

　そのすべてが、院生達に見守られている。

「みっ[image: ]みないでっ[image: ]あああっ[image: ]見ないでくれぇっ[image: ]」

　セックスを思わせる音が響く中、いよいよ打擲は九十を数える。

　その頃には、俺はアーリャ院長を喘がせることに夢中になっていた。

「んぁああっ[image: ]」

　ぱぁんっと叩いた後。

　熱くなったそこを落ち着かせるように撫でる。

「……ふぁあ……ぁ……[image: ]」

　可愛らしく喘いだところを見計らって、再び強く叩く。

「[image: ]あんッ[image: ]」

　身体全体を震わせ、乳房をも暴れさせるアーリャ院長。

　反り返った身体を追い詰めるように、俺は最後の打擲をした。

「だめぇッ[image: ][image: ][image: ]」

　乾いた音と同時に、美女はついに絶頂した。

　尻を叩かれただけで局所から激しく愛液を出し、大きく喘いで達してしまったのだ。

「はぁっ……はぁっ……[image: ]」

　余韻に、びく、びくっと断続的に身体を震わせる美女。

　そんな彼女を多くの院生が固かた唾ずを呑んで見守っていた。

「「……」」

　誰も何も言わない、いや言えないのだ。

　聖堂の中を奇妙な静寂が支配していく。

「……院生アーリャ」

　その静寂を破ったのは、ルエッタさんの穏やかな声だった。

「はぁ……はぁ……る、ルエッタ……わたしは……」

　彼女はゆっくりとアーリャ院長の前に向かい、拘束されたままの友人と目をあわせる。

「自らの罪を洗い流すことはできましたか？」

　その微笑みに、美女は目を逸らす。

「で、できた……と思う。皆が許せば……これを懺悔とさせてもら──」

　しかし友人の声を、ルエッタさんは優しく遮さえぎった。

「アーリャ。気持ちを隠したら、懺悔って言わないよ？」

　拘束具が大きな音を立てる。

「っ!!」

　その様子に、くすくすっと副院長さんは親しみやすい笑みを浮かべた。

「懺悔をするなら自分に素直にならないと」

「……っ……」

「アーリャはイル正道院の院長、でしょう？」

　儀式の進行をする院生ではなく、アーリャ院長の友人として。

　そんなルエッタさんの言葉に、美女は沈黙し……瞳を伏せた。

「さ、どういう気持ちだったかちゃんと言おう？　皆、絶対怒らないから」

　すると、アーリャ院長は口を開いた。

「……すごく、気持ちよかった……」

　聞き取るのがやっと、という音量だ。

「どこが気持ちよかったの？」

「アリスト殿に、叩いてもらったら……はじめは痛かったのに……」

　うんうん、とルエッタさんが頷いた後には沈黙が流れる。

　ただ、彼女はその先は急せかさなかった。

　アーリャ院長の言葉を待ったのだ。

「……おま×こ、イッた……。私、懺悔なのに……皆の前でイッてしまったんだ……」

　俗っぽさとは無縁に見えるアーリャ院長。

　浮世離れした彼女が、覚えたての淫語を使う。

（なんて、すけべなんだ……！）

　感動に震える俺をよそに、ルエッタさんは穏やかに語る。

「ボク、思うの。院がギクシャクしたのは、アーリャに我慢ばっかりさせちゃったからだって」

　だからね、と小柄な少女はアーリャ院長へ微笑む。

「だから今日は、アーリャが思いっきり素直になるところを見せてほしいんだ。院の皆も、それできっと素直になれる」

「ルエッタ……」

「そうしたらここは皆にとって、本院なんか目じゃないところになると思うんだ」

　茶目っ気を含んだ言葉に、アーリャ院長は驚き、少しだけ涙ぐむ。

　そんな彼女にルエッタさんは頷き、今度は頬を染めた。

「ボクはもう、おま×こびちょびちょだよ？　アリスト様に一杯叩かれたいって思ってる」

　一足先に素直になってみせる彼女。

「!!」

　驚くアーリャ院長へ、最後の言葉をかけた。

「……アーリャ。今、アリスト様にお願いしたいことあるんじゃない？」

　今回の本懺悔はアーリャ院長が言い出したこと。

　しかしその裏では彼女に『女性』を思い出させる……という思惑が動いていた。

『ボク、アーリャが抑え込んできたことをちゃんと感じさせてあげたいんです。女の子としてちゃんと楽しんでほしいんです[image: ]』

『院長にも女の悦びを教えてあげてください。アリスト様を好いているのは明らかですし[image: ]』

『院長を手て篭ごめにしちゃえば、ここはもうアリストの城よ♪ウィメ以外にも、貴方の味方は増やしておくに越したことはないわ[image: ]』

　それはルエッタさんやケイトさん、オリビアの思惑であった。

　もっと穏やかなやり方があるんじゃないかと言ったのだが、堅物な院長を素直にさせるには劇薬が必要……という判断になってしまったのである。

「……お願い、したいこと……」

　その思惑は今、見事に成就していく。

「……アリスト様の、逞しいもので……」

「うん。逞しいもので？」

「つ、貫いてほしい……」

「どこを？　大きな声でちゃんと言って？」

　そんなルエッタさんの誘導にしたがって、アーリャ院長はついに言ってくれたのだ。

「アリスト殿のおち×ぽで……っ！　私のおま×こ……ぐちゃぐちゃにしてほしい……っ!!」

　それは院長として素直になり。

　彼女が女性としても素直になってくれた証拠だった。

「俺もぐちゃぐちゃにしたいっ……！」

　そしてそんな彼女を、俺は待たせるなんてしたくなかった。

　いや、俺のほうがもう待ちきれなかった。

「あっ、アリストどのッ!?」

　ガチガチになった肉棒を取り出して、アーリャ院長の美しい尻肉を両手で掴む。

「あっ[image: ]」

　そして、濡れそぼった蜜壺を勢いよく貫いた。

「あッ!?　ああああッ[image: ]」

　男根が、拘束されたままのアーリャ院長の膜を破る。

　熱い膣壁はそれを拒否せず、奥へ奥へと誘う。

　歓喜のざわめきに運ばれた亀頭は、彼女の最奥へと突き当たった。

「んぁッ!?　～～～～ッ[image: ][image: ][image: ]」

　それだけで絶頂してくれるアーリャ院長。

　彼女の背筋が反り返るのとともに、その膣壁が締まる。

（う、うわッ！　もってかれそう……ッ！）

　甘い拘束はどこまでも心地よく、それでいて獰どう猛もうだった。

　ちょうどカリに当たる部分がきゅうっと締まってくるのだ。

　亀頭へまとわりつく膣壁は、蜜を出しながら的確に裏筋をも責めてくる。

「ああっ……[image: ]ありすとどのぉ[image: ]」

　びくっびくっと腰を震わせつつも、顔だけをこちらに見せる彼女。

　いやらしい蜜壺の持ち主は、今まで見せたことがないほど蕩とろけた顔をしていた。

「これがありすとどのの、おち×ぽ……[image: ]」

　金色の瞳は淫欲に濡れ、透けた口隠しからは半開きになった唇が見える。

　俺は口隠しをめくり、思い切り口づけをする。

「ンンッ……!?　んっ[image: ]……ふぅっ……[image: ]ンちゅ……ッ[image: ]」

　初めてのキスなのに、彼女はすぐに順応して俺の舌を貪ってきた。

（こっちも絡んできてるっ！　き、気持ちいい……っ！）

　あわせて蜜壺の中もざわめき、俺の肉棒を締め上げてくる。

　性的経験が浅い状態でこれならば、今後どうなってしまうのだろうか。

　俺は淫らな期待を抱きつつ、思い切り腰を振る。

　ぱぁんっ！　ぱぁんっ！　と美しい尻肉が音を立てると、

「あんッ[image: ]あああっ[image: ]んぁああッ[image: ]」

　全身を悦びに震わせて、甘い声を聖堂に響かせる美女。

　光石のもとに浮かび上がる痴態は、それを取り巻く院生達にどう見えているのだろう。

　ふと気になって、ちらりと視線をやると。

（……!!）

　院生達は皆その手を服の下に入れ、激しく動かしていた。

「……ッ……はっ……[image: ]」

「っ……[image: ]っ……[image: ]」

　既に腰を浮かせている女性もいるし、乳房を握りしめている女性もいる。

　聖堂全体が既に淫欲の宴の場となっていたのだ。

（みんなエッチで……最高だよ……ッ！）

　その様子に俺は、更に腰を打ち付ける力を強くする。

「[image: ]ッ[image: ]ありすとッ[image: ]どのぉッ[image: ]だ、だめだッ[image: ]そんなのされたらッ[image: ]」

「いいよ！　アーリャ院長……アーリャさんッ！　みんなの前でイッてっ！」

　不規則に締まる膣中は、俺が名前を呼んだ瞬間に最も強く収縮した。

「あはぁああああッ[image: ][image: ][image: ]」

　ぷしっぷしっと音を立て、彼女の蜜壺が淫らな汁を撒き散らす。

　欲望に濡れていくアーリャさんは、どこまでも美しく、いやらしい。

（アーリャさんが乱れるとこ、もっと見たい！）

　湧き上がる欲求に従って、彼女の美尻を叩く。

「[image: ]あッ[image: ]叩いちゃだめぇッ[image: ][image: ][image: ]」

　すると、アーリャさんは普段よりも甘い言葉遣いで絶頂した。

　俺は猛烈に興奮して肉棒を突きこみながら、何度も尻肉を打擲する。

「[image: ]おんッ[image: ][image: ][image: ]あああんッ[image: ][image: ][image: ]はぁんッ[image: ][image: ][image: ]」

「気持ちいい？　アーリャさん、気持ちいい??」

「きもちいいのぉッ[image: ]おま×こも、おしりも、おかしくなるのぉッ[image: ][image: ][image: ]」

　肩書も羞恥も捨てて、欲望に身体を震わせるアーリャさん。

　一人の女性になった彼女が愛いとおしい。

（もっと皆に見せてしまいたい。見せつけたい！）

　自分だけが彼女をこうしてしまえるのだ。

　そんなふうに主張したくなり、拘束された彼女の豊かな胸を揉みしだく。

「おおぉんッ[image: ]お、おちちだめッ[image: ]ありすとどのっ[image: ]おちちきもちよくなるからッ[image: ]」

「素敵なおっぱいだよ！　もっと好きにするから……っ！」

「[image: ]ッ[image: ]ちくびほじくったらッ[image: ]またイグッ[image: ]おちちイグぅッ[image: ][image: ][image: ]ま×こイグゥッ[image: ][image: ][image: ]」

　淫語を躊躇しなくなったアーリャさん。

　自らの言葉にも興奮しているのか、愛液の量は更に増した。

「おふっ……くぅッ!!」

　同時に膣中の成長も著しく、様々なやり方で亀頭を責めてきている。

（このままだと絞られるっ！　で、出ちゃうかも……っ！）

　もっと彼女の身体を楽しみたいし、色々な痴態をみたい。

　まだまだ終わらせたくないと思ったが、それは許されなかった。

「アリストどのぉっ[image: ]おち×ぽ、きもちいいっ[image: ]きもちいいっ[image: ]」

　淫らに表情を歪ませたアーリャさんが、自ら腰を振りはじめたのだ。

　牝の香りを振りまきながら、マシュマロのような尻肉をぶつけてくる。

「おねがいだっ[image: ]ま×こにっ[image: ]ま×こにおしゃせいっ[image: ]しろいのっ[image: ]そそいでほしいっ[image: ]」

　性欲を思い出し、すっかり素直になってしまったアーリャさん。

　そんな彼女に全身で射精を強ね請だられると、もう俺も止まれなくなってしまった。

「出るッ……出すよッ！」

　肉棒でかき回しながら、美尻を思い切り叩く。

「[image: ]あッ[image: ][image: ]うッ[image: ]あはぁんッ[image: ][image: ][image: ]」

　びっくんびっくんと跳ね回る女体を押さえ込み、乳首を思い切りほじくる。

「[image: ]おッ[image: ]おほぉんッ[image: ]」

　氷の院長は、もうどこにもいない。

「出るッ……出るッ！　アーリャさんの膣な中かにいっぱい出すよッ!!」

「きでぇッ[image: ]しろいのッ[image: ]おねがいッ[image: ]アーリャま×こにっ[image: ]おしゃせいしてぇッ[image: ]」

　悲鳴のようになった嬌声を聞きながら。

　俺は彼女の尻肉と思い切りぶつかった。

「イク……ッ!!」

　──ビュルルルルッ!!!　ドブドブッ!!!　ビュルッ!!　ビュルルッ!!

　壮絶な勢いで放たれる白濁液が、アーリャさんの膣中を蹂躙する。

「[image: ]おッ[image: ]ほぉッ[image: ]きでるぅッ[image: ][image: ][image: ]ま、ま×こあついぃいッ[image: ]イグゥうッ[image: ][image: ][image: ]」

　乳肉をがっちりと掴まれながらも、彼女は絶頂にのたうち回る。

　跳ね回る腰の動きは膣壁とも連動し、更に精を要求してくる。

「あ、アーリャさんっ！　す、すごッ……！　くはぁっ！」

　まるで女性器でフェラチオをされるかのような感覚。

　俺は、そのまま次なる射精へと惹き寄せられた。

　──ドビュルルッ!!　ビュクッ!!　ドプドプッ!!!

「[image: ]うッ[image: ][image: ][image: ]またせーしきてるのぉッ[image: ][image: ][image: ]だめぇッ[image: ][image: ][image: ]」

　がくがくと震えるアーリャさんの身体。

　輝きさえ感じる白い肌が、快感によってほんのりと赤くなる。

　尻肉は俺にぴったりと寄せられ、その震えで何度も絶頂を教えてくれた。

「[image: ]ッ……[image: ]ぅっ……[image: ]ふぅっ……[image: ]」







[image: ]







「はぁっ……はぁっ……」

　互いの余韻が収まっていく頃には、注がれた白濁液はアーリャさんから溢れるほどになっていた。

（すごかった……）

　それでも離れがたくて、繋がったまま彼女を抱きしめると。

「……アリストどの……[image: ]」

　アーリャさんは甘い瞳を俺に向ける。

「……もう一度、名前を呼んでほしい」

　彼女の可愛らしいお願いに、俺は胸が暖かくなる。

「アーリャさん」

「あっ[image: ]んぁッ……[image: ][image: ][image: ]」

　希望に応じただけで、彼女は小さく身体を震わせた。

「ちゅっ……[image: ]んっ……ちゅぱっ……[image: ]」

　美しい花になったアーリャさんともう一度キスをしていると、ふと声がかかった。

「アリスト[image: ]」

「アリスト様[image: ]」

　目をやると、そこにはじっとりと濡れた瞳を見せる女性達がいる。

「とっても素敵でした、アリスト様[image: ]」

　オリビアとケイトさん、そしてルエッタさん。

「……うん[image: ]」

　最後はもじもじと内ももをこすり合わせる、オヴィさんだ。

　驚いたことに、聖堂に残っているのはもう彼女達とアーリャさんだけになっていた。

「皆さん、お帰りに。お股を触りながらでしたし、沢山慰めていらっしゃるのでしょう[image: ]」

「アリスト、明日からは院生達も可愛がってあげないとね[image: ]」

　ケイトさんとオリビアの言葉に、俺は明日からのことを想像しゴクリと唾を飲む。

「ではアリスト様は、アーリャを連れてお部屋へお戻りください」

　しかし俺が気にする必要があったのは、むしろ今日これからのことであったようだ。

「オヴィと一緒にここのお掃除をしたら、すぐにアリスト様のお部屋へ伺いますので……[image: ]」

「……うん。すぐに行く[image: ]」

「沢山見せつけられた分、覚悟してもらうわよ……[image: ]」

「アリスト様、どうかお世話係にもお慈悲をお願いいたします[image: ]」

「続きは、アリスト殿のお部屋か……う、うむ……[image: ]」

　その証拠に、院長を含めた愛すべき女性達が揃って妖艶な表情を浮かべている。

　今度は俺が肉欲の罪を懺悔し、身体で代償を支払う必要があるということだろう。

（……持ってくれ、俺の身体……っ！ ）

　俺は欲望に忠実すぎた自分を反省しつつ、神に祈るのであった。



「ん……」

　正道院での滞在期間を終えた後。

　俺はウィメの宮殿と、院を行き来する生活を送るようになった。

　そして今日は……。

「んぢゅっ……[image: ]ぇろッ……[image: ]ちゅぱっ[image: ]」

　院のベッドの上、下半身から昇ってくる素敵な感覚で覚醒する。

「あ、アーリャさん……っ」

「おはよう、アリスト殿。んちゅっ[image: ]ぇろっ[image: ]」

　肉棒に愛情たっぷりのキスをして、美女は再び口内へとそれを納めてしまう。

「ふふっ[image: ]朝は私のお口で、気持ちよくなってくれ……ぢゅっ[image: ]ぢゅっぽっ[image: ]ぢゅっぽっ[image: ]」

「い、いきなりはげし……ぅっ！」

　半透明の口隠しの向こう側で肉棒をしゃぶるアーリャさんに、以前の冷たさは欠片かけらもない。

　と、今度は両隣から声が聞こえた。

「おはよ、アリスト[image: ]」

「アリスト様、朝からとってもご立派ですね[image: ]」

　声の主は、オリビアとケイトさんである。

「昨日、あんなに沢山出してくれたのに。なに？　あたしの身体じゃ足りなかった？　ふふ[image: ]」

「今日もたっぷりお出しくださいね[image: ]」

　二人とも一糸まとわぬ姿で、朝から眩まぶしい裸体を見せつけてくれている。

「「ちゅっ[image: ]」」

　両頬にキスされて、俺は幸せを感じながら肉棒を膨らましてしまう。

「ぢゅぽっ[image: ]ぢゅぽっ[image: ]ぢゅぞぞぞッ[image: ]」

　すると美女のフェラチオは激しくなる。

　何度も身体を重ねたことで、彼女の性的な課業はめざましく上達してしまっているのだ。

「ぇろぇろぇろっ[image: ]ちゅっ[image: ]ぢゅるるるッ[image: ]ぢゅうううッ[image: ]」

　カリ首と裏筋を的確に責め、喉奥に鈴口を触れさせながらの吸引。

「あっ！　くぅっ……で、出るよ……！」

　寝起きの俺は、アーリャさんのご奉仕にまったく我慢できなかった。

「んむっ[image: ]らひてっ[image: ]ぢゅっぽっ[image: ]ぢゅっぽっ[image: ]」

　──ビュルルルッ!!　ビュクッ!!　ビュウウウッ!!

　俺は快感に腰を浮かせ、美人院長の口へ大量の精を放つ。

「んんッ[image: ]んんんッ[image: ]んくっ……んくっ……[image: ]ずぞぞっ[image: ]んくっ……[image: ]」

　彼女は嫌な顔一つせずそれを飲み下すばかりか、竿の中の精まで吸い出していく。

「ぷはっ[image: ]こぼさず飲めた……[image: ]」

　淫らなフェラチオとは裏腹に、可憐に微笑む院長様。

　無垢な少女のように見える表情なのに、口元にはまだ精液が付着していて……。

「あっ[image: ]アリストどのっ[image: ]あ……っ[image: ]ああんッ[image: ]」

「ちょ、あたしも!?　こ、こらぁっ[image: ]あっ[image: ]もうっ[image: ]」

「アリスト様[image: ]すてきっ[image: ]」

　結局、美女達の中にもう一回ずつ射精をさせてもらうことになってしまった。




　ブラジャーの成功とアーリャさんの本懺悔を終えてから、院での生活は随分と変わった。

　変化の一つは、院生達からの挨拶だ。

「アリスト様、おはようございます」

「ご訪問ありがとうございます」

　声に出して挨拶をしてくれるようになっただけでなく。

「アリスト様……あの、いつものを……[image: ]」

　エッチなスキンシップをお願いされるようになったのである……！

　当然、俺はこの変化に言葉を失うほどの衝撃を受けたわけだけど。

『正道院の印象は劇的に改善しましたわ。院も随分と忙しいようです』

『そ。だから、アリストの訪問とお触りは福利厚生。彼女達の癒いやしなの』

『ぜひメイド達と同じように、可愛がってあげてくださいまし[image: ]』

『院長を見習って素直になったんだし、女を触るのはアリストも嫌じゃないでしょ？　ふふっ[image: ]』

　そう語るイルゼさんとオリビアに押し切られ、要望に応じさせてもらうことになった。

「お、おはよう……！」

「……ぁんッ[image: ]」

「ぅんッ[image: ]はぁっ……ありがとう、ございます[image: ]」

　聖窓から覗く尻肉を揉んだり、はみ出し気味の胸元を触ったり。

　結局俺は、求められるまま女性達の身体をまさぐってしまっている。

　しかも彼女達の身体を触ってムラムラしてくると、院生──あるいは院長──が絶妙なタイミングで現れて。

「アリスト様、少しご休憩はいかがですか？」

　などと言って、物陰やひと気の無い部屋へと誘うのだ。

　そして目的地に到着するなり、くぱぁっと陰部を開いてみせてくれるのである。

「よ、よろしければ……こちらでお寛ぎいただけると……[image: ]」

　顔を隠すヴェールの奥。

　そこから明らかに期待の声色を出されると、俺はやっぱり欲望に勝てず。

「あっ[image: ]はぁッ[image: ]んッ[image: ]あはぁッ[image: ][image: ][image: ]」

「出すよッ……！　くあっ……！」

「はひっ[image: ]くだしゃいっ[image: ]おしゃせいっ[image: ]あっイグっ[image: ]イグイグッ[image: ][image: ][image: ]」

　午前は大抵、嬌声を上げる可憐な院生達をドロドロにしてしまうのである……。

　とはいえ、一応午後はちゃんと仕事をやっている。

　特に今、力を入れているのは新たな商品企画だ。

　ブラジャーとパンティをセットにした商品を現在開発中である。

「……ブラと色を合わせた。あと、端の模様も同じにするつもり」

「ボクはこれがいいかなって思ってます！　価格も少しお安くできそうですし」

　一緒に具体的な開発を進めているのは、オヴィさんとルエッタさんだ。

　服飾室に籠もって、こうした作業をするのは変わっていない。

　ただ試作品のチェックは、オヴィさんだけでなくルエッタさんも参加するようになった。

「……どう？」

「どう、ですか[image: ]」

　そして俺は、試作品を身に着けた二人を触って、品質のチェックをするよう要求されている。

　例えばルエッタさんの着痩せおっぱいに、しっかりオープンブラが馴染んでいるかとか。

「す、すべすべでしっとりしてて、すごく素敵な仕上がりだよ……」

「あッ[image: ]はぁっ……[image: ]も、もっと確認してください……っ……[image: ]」

　あるいはオヴィさんの陥没乳首にニプルカバーはどれくらい馴染んでいるかとか。

「……よく触って、ズレないか確認し……てッ[image: ][image: ]っ[image: ]」

「う、うん。ちゃんと確認するね」

「んぁッ[image: ]い、いいっ……[image: ]」

　ちなみに俺は、開発中のパンティのチェックも要求されているのだけれど。

「え……っ!?　二人とも、下のほうは……？」

「ぁんッ[image: ]えと、パンティは……制作が間に合わなくて……っ[image: ]」

「……はぁっ……[image: ]うん、まだ……できてない[image: ]だから……」

　そんな理由をつけて、二人揃って生の割れ目を晒さらしていることがあるのだ。

「「……[image: ]」」

　もちろん納期を忘れるような二人ではない。

「[image: ]ッ[image: ][image: ]ッ[image: ]んほぉおおッ[image: ][image: ][image: ]ま×こ、いく[image: ]ま×こいぐぅうッ[image: ]」

「おち×ぽっ[image: ]ありすとさまのッ[image: ]おち×ぽ、うれしいっ[image: ]イグッ[image: ]ボクもイグゥッ[image: ][image: ][image: ]」

「俺も……ッ！」

　結局二人の膣中でスッキリしてから、仕事を始めることも珍しくなかった。




　そして俺が院での一日を終え、寝室で頭を抱えることもまた……珍しくない。

「俺、ちゃんと仕事してるって言えるのかなぁ……」

　そんな俺の背中に声をかけてきたのは、オリビアだ。

「頑張ってるとは思うけど……まだまだね。納期の近い仕事も忘れてるみたいだし？」

　院への訪問時は必ず都合をつけて同行してくれる、心強い同僚なのは変わりない。

「え!?　俺、何か忘れてた!?」

　だからこそ彼女の指摘に冷や汗をかき、急いで振り返ると。

「お、オリビア……!?」

　……褐色の同僚はもう既に裸であった。

「締め切りは今晩よ[image: ] 納期を守らないなんて、許さないんだから……[image: ]」

　むっちりした褐色の太ももが、ベッドの上でいやらしく開かれる。

　その隣では、別の美女達も生まれたままの姿だった。

「アリスト様。同行した領主にも情報共有を[image: ] 身体に直接、たっぷりお知らせくださいませ[image: ]」

「旦那様のおち×ぽが、今日どれくらいご活躍なさったか……知りたいです[image: ]」

「今日も経理頑張りました。アリスト様[image: ]ご褒美がほしいです[image: ]」

「院長としても……アリスト殿から特別な日報を『出して』いただきたいのだが……」

　俺の冷や汗はすぐに引っ込む。

　代わりに、下半身から欲望が立ちのぼってきた。

　俺はその熱に浮かされて、結局彼女達と同じように裸になる。

「「「「「ああんッ[image: ]」」」」」

　極上の女体に飛び込んで、肉棒を受け入れてもらいながら。

（俺、やっぱり転生してよかった……!!）

　俺は俺の知る神様に、心から感謝するのだった。




　その知らせがペレ伯爵に届いたのは、首都からウィメへと向かう途上で休息をしている時だった。

「ペレ様……！　お坊ちゃまが！」

　長い付き合いの男性使用人が、伯爵の天幕へと転がりこんでくる。

「どうした……!?　悪い知らせか！」

　まさか息子に再び面倒が降り掛かったのでは……と思ったのだが、それは杞憂であった。

「いいえ！　良い知らせです！」

　喜色満面といった彼が手にしていたのは、正体不明の二枚の布。

　とはいえ、ペレ伯はそのうち一枚には見覚えがあった。

「それは女性用の下着に見えるが……私にどうしろと言うのだ？」

　女性に寛容な彼も流石さすがに頬を引きつらせるが、使用人は勢い込んで続けた。

「お坊ちゃまがこれをお作りになったそうです！」

「な、何……!?　それはまことか！」

　立ち上がるペレ伯に、使用人の男は何度も頷いてみせる。

「院生達をまとめ、新たな商売を起こしたと。今や飛ぶように売れ、間かん諜ちょうもこの一枚を入手するのがやっとだったと申しておりました！」

　恐る恐る、といった様子でペレ伯は布を手にとった。

「ぶらじゃあ、という名前だとか。大変な人気だそうでございます！」

「なんと……それで、経緯は分かるか？」

　ペレ伯の言葉に、使用人は一通の手紙を取り出す。

「ニュート執事からの書簡です。今はこちらが一番正確かと」

　大貴族はその言葉に苦笑した。

　お忍びで出発したのだが、彼には行動が読まれていたらしい。

「首都を出るのも中々大変だったのだが……末恐ろしい男だ」

　大貴族は白髪を軽くなでつけた後、ニュートの手紙に目を通す。

「……！」

　明るい灰色の瞳を何度か大きくした後、彼はゆっくりと息を吐いた。

「ペレ様……？」

「どうやら本当に末恐ろしいのは、我が息子のようだな」

　にやりと笑うペレ伯は、そのまま使用人へ尋ねる。

「イコモチの手のものは？」

「ウィメからは既に排除済みです。正確な情報がを得るのはまず不可能かと」

「うむ。念のため途中で細工もしておこう。アリストの行動をこれ以上邪魔させてはならぬ」

「そちらも既に」

　使用人の受け答えに、ペレ伯は満足げに頷いた。

「アリストは二度証明してみせた。相手の懐に飛び込み、融和し、最後は味方とする力を」

　一度目は左遷の地を。

　そして二度目は男性に敵意を持っている者が治める施設を、だ。

「ではやはり、お坊ちゃまは正道院すらも……？」

「ああ。見事に影響下に置いたようだ。今ではもう一つの家のように暮らしていると言う」

「な、なんと……！」

　大貴族は使用人の驚きを楽しげに見た後、ふぅと息をついた。

「世界は今まさに色が変わりはじめている。静かな動きだが、変化は確実に続く」

　それを止めてはならぬ、と彼の言葉に力がこもる。

「軋あつ轢れきを減らし、再び色を塗り直されてしまわぬよう、アリストは領域を持つべきだ」

「領域、といいますと？」

　使用人が聞くと、ペレ伯は決意の光る瞳を見せた。

「灯ともされた志を守り、育てる。……それは、もはや静かな国と呼んでもよいのかもしれぬ」

「く、国でございますか……!?」

　使用人は驚愕に瞳を開き、口をぱくぱくと動かす。

「我らも忙しくなるぞ。アリストの手先としてな」

　冗談めかして語りながら、ペレ伯は少し遠い目をした。

「さて……成長した我が息子と、どんな顔をして会うべきか。これは難題だな」

　ふふ、と微笑む大貴族。

　そこにはこの世界に著しく欠けている人の性が、色濃く現れていた。







[image: ]







[image: ]







　その日、院の食堂には院生達の幸せそうな表情が溢れていた。

「すっごく美味しかったです！」

「ありがとうございましたっ！」

　口々に言う彼女達を笑顔で見送るのは──

「えへへ、ありがとうございます！」

「……午後も、頑張ってください……」

　──ミミちゃんとリオナさんである。

　ブラジャーの大成功は院を豊かにしたが、同時に院生の皆さんを多忙にもした。

　そこで俺は彼女達に少しでも潤うるおいをと、レテアパンのケータリングを依頼したのだ。

「お店も忙しいのにありがとう。院にも窯かまがあったから、振る舞ってほしくなってさ」

　二人は、俺の言葉にぶんぶんと揃って首を振る。

「ミミ、店長のお願いならどこでも行きます！」

　いじらしい言葉に感動していると、今度はリオナさんが口を開いた。

「……店長。明日の準備、久しぶりにご一緒は駄目……ですか？」

「駄目なわけないよ！ 一緒にやろう！」

　俺が即答すると、調理場の大きな机にペースト状の生地が載せられた。

　美味しい異世界パンは、ここから一生懸命こねることが大事なのだ。

　三人並んで、早速生地をこねる作業も久しぶりだ。

「ほっ、ふっ……！」

　右に立つのはミミちゃん。

　少し見ないうちに、随ずい分ぶん手際がよくなったようだ。

「……んしょ……」

　そして、左に立つのはリオナさんだ。

　彼女は相変わらずの手際で、次々と生地を仕上げていく。

（二人とも、俺がいない間も頑張ってくれてたんだなぁ）

　感慨にひたりつつ、俺も手を動かす。

　しかし……以前とは少し違う部分があった。

（な、なんか近くないかな……）

　心なしか……いや確実に。

「……っ……しょ……」

　店舗に居た時より、リオナさんがすごく近い。

　レオタードから溢れた横乳が腕に当たるくらい、近い。

「……ふ、ふんふん～♪」

　そして、それはミミちゃんもだった。

　スリングショット故に露出した肌が、俺にぴったりとくっついている。

「あの、二人ともちょっと──」

　従業員に欲情してしまいそうになった俺は、二人をやんわり遠ざけようとしたのだが。

「て、テンチョウ！　シンサクノパンモ、あ、アルンデス……！」

　ミミちゃんは片言の発言で、俺の言葉を遮さえぎった。

　消え入りそうな声で続いたのは、リオナさんである。

「……き、生地はこっち、です……」

　彼女は、そのまま俺の手をさっと取ったかと思うと。

「ぅんっ[image: ]」

　自ら俺に、尻肉を揉ませたのである……。

「ぅえっ!?」

　驚愕する俺に、さらなる追撃がやってきた。

「こ、ここここっ、こっちも生地……っ！」

　ニワトリのようになったミミちゃんが、俺のもう一方の手を奪い。

「ふぅ……っ……[image: ]」

　薄いのにしっかり柔らかい、彼女自身のお尻に吸い付かせたのである。

「ちょ……っ……!?」

　あまりに唐突なことに、俺は言葉が続かない。

　真面目な二人が、仕事中にこのようなことをするとは思わなかったのだ。

「「……ありすと、さま……」」

　けれど、二人の根幹は変わっていなかった。

　その証拠に俺の沈黙に不安げに瞳を揺らし、今にも泣き出しそうにしている。

　衝動的ではなく、決死の想いでこうしてくれたに違いない。

「じゃ、じゃあ……」

　こんなにいじらしい誘惑をされて、その気にならないはずがない。

　それがいつも一生懸命なミミちゃんとリオナさんなら尚更だ。

「沢山、こねちゃうね……！」

「「！」」

　俺が欲望丸出しで言うと、二人はぱぁっと表情を明るくする。

　すると、調理場の外からいくつかの足音が離れていった。

（入れ知恵してくれた先輩がいたんだな……）

　きっと褐色の優しい女性と、怒ると怖い綺麗なメイドさんに違いない。

　足音が消えたところで、俺はいよいよ二人の尻の果実を楽しませてもらう。

「あんっ[image: ]ああ……っ[image: ]」

「はぁっ……あぁっ……[image: ]」

　同僚の女の子から女性になった二人は、嬌声きょうせいをあげ、俺にしなだれかかる。

　俺はすかさず手を回し、左右の胸の果実を鷲掴みにした。

「あ、ぁああっ[image: ]」

　甲高い嬌声はミミちゃん。

「はぁっ[image: ]はぁっ[image: ]ああっ[image: ]」

　抑おさえ気味で、でもじっとりといやらしい声はリオナさんだ。

　淫らなステレオを堪たん能のうしながら、俺はリオナさんの豊かな胸の果実を顕あらわにする。

　そしてその先端に思い切り吸い付き、大きめの乳輪を舌で舐なめ上げた。

「あ、あああっ[image: ]お、おちちっ[image: ]」

　普段の彼女なら絶対に出さない、甘くていやらしい声が響いた。

　新鮮な声色に欲情した俺は、そのムラつきをミミちゃんの身体へとぶつける。

「あ……アリスト様の、お指が入ってぇ……っ[image: ]」

　すべすべの尻肉から手を進ませ、彼女の蜜壺に指を挿入していく。

　無垢さを感じる容姿とは裏腹に、そこは淫らに濡れそぼっていた。

「あっあっあっ[image: ]はぁっはぁっ[image: ]そ、そんなにおゆびされたらっ[image: ]」

　蜜壺を浅くほじると、脚をぴんっと伸ばしお尻を突き出すミミちゃん。

　その太ももには、溢れた愛液がじっとり流れていく。

「ち、ちくびだめっ[image: ]ぺろぺろ……っ……ああっ[image: ]」

　無論、リオナさんの乳房も逃がさない。

　ぐりぐりと乳輪を舐め回し、強烈に乳首を吸い、好き放題に彼女を堪能する。

「おっおっおっ[image: ]す、すうのだめっ[image: ]お、おしるでるっ[image: ]」

　身体を反そらせるリオナさんの乳首を一度解放し、俺は分かっていて聞く。

「……どこから、お汁でちゃうの？」

　意地悪な質問に耳まで赤くなる、リオナさん。しかしそれでも、きちんと言葉にしてくれた。

「……ぉ……まんこ……から、で……でちゃいますっ[image: ]あッ[image: ]すうのだめぇッ[image: ]」

　たまらない反応に、俺は猛烈に彼女の乳首を貪る。

　そしてその興奮をミミちゃんの蜜みつ壺つぼにも叩きつけた。

「おゆびっ[image: ]きもちいいっ[image: ]ほじほじ、いくっ[image: ]ありすとさま、いっちゃうっ[image: ]」

　リオナさんの乳首を甘噛みしつつ、ミミちゃんのクリの裏側を膣中からえぐる。

「おぅっ[image: ]いぐっ[image: ]ほじほじっ[image: ]いくっいくっいくぅううっ[image: ][image: ][image: ]」

「ああっ[image: ]おしる、でるっ[image: ]でるでるでるっ[image: ]でちゃうぅうっ[image: ][image: ][image: ]」

　二人が絶頂に達した声は、きっと廊下にも聞こえてしまったに違いない。

　しかし淫らに震える従業員を前に、俺はもう止まる気はなかった。

「ミミちゃん……！」

　余韻に浸ひたる彼女を仰向けに机に乗せると。

「あぁ……ありすとさまぁ……[image: ]」

　全てを理解して、自身の細い脚をゆっくりと、それでいて大きく開いた。

「いくよ……！」

　ずぶずぶっと埋まっていく肉棒。

「あ、あああっ[image: ]おちんちん……っ[image: ]……ん……はぁっ[image: ]」

　処女を散らした感触はあったが、少女の膣は最奥まで既に出来上がっていた。

（ミミちゃんの膣中、狭いのに奥に吸い込まれてく……っ！　気持ちいい……！）

　膣中が小さいからだろうか、彼女の壺は隙間なく肉棒に寄り添う。

「ほ、ほじほじされてる……っ[image: ]おちんちんでほじほじ……っ[image: ]」

　可愛らしい言葉遣いをしながら、挿入の快感に腰を震わせるミミちゃん。

　少しの隙間も許さない小さな膣中は、その震えとともに更に締まる。

（絞られる……っ！）

　しかしこのまま射精するわけにはいかない。

　俺は男としての矜持を持って、腰を動かし始めた。

「ぁっ[image: ]はぁっ[image: ]ああっ[image: ]あっ[image: ]」

　肉棒に貫かれた法悦に火ほ照てり、淫らにくねるミミちゃんの身体。

　幼さを残す容姿がゆえに背徳的で、牡おすの理性を溶かすには充分すぎた。

「はぁっ……はぁっ……！」

　気づけば俺はパンッパンッパンッと音をたて、甘える膣を責め立ててしまう。

「あっ[image: ]ほじほじぃっ[image: ]すごいよぉっ[image: ]おち×ちん、いぐッ[image: ]イグのぉッ[image: ][image: ][image: ]」

　自らの肉棒で美少女が達する様は、俺の牡を満たしていく。

「ぁっ……[image: ]ぉっ……[image: ]はへぇ……[image: ]」

　剛直を締め付けながら、断続的に震えるミミちゃん。

　目にも肉棒にも強烈すぎる景色だが、俺は射精をこらえた。

「……あ、あの……ありすと、さま……[image: ]」

　それは机に手を置き、はしたなく尻肉を見せつけて。

「……ください……っ[image: ]」

　自らの両手で膣口を広げるリオナさんがいたからだ。

「リオナさんっ、いくよっ！　挿いれちゃうからね……ッ！」

　無論、そんな極上のご馳走を逃すなんてできるはずもない。

　俺はミミちゃんから肉棒を引き抜くと、鼻息荒く彼女へ近づき。

「あッ[image: ]んぁあああッ[image: ]」

　ずぶ濡れの沼と処女の証を思い切り貫いた。

「あぅっ!?　んはぁッ[image: ] ありすと、さまぁっ[image: ][image: ][image: ]」

　どちゅん、と最奥へと鈴口が到着しただけで、彼女は身体を反らせる。

　そして深く、温かく、そして貪欲な膣が動きだした。

（くぁッ……しゃぶられてる……っ！）

　それはまるで、膣壁によるフェラチオだ。

「……リオナさんの膣中、めちゃくちゃ気持ちいいよ……っ！」

「わ、わたしもっ[image: ]き、きもちいぃっ[image: ]ですぅっ[image: ]」

　そしてそこからは仰向けのミミちゃんと、ボリュームたっぷりの尻を突き出すリオナさん。

　二人を贅沢に食べ比べるセックスが始まった。

「おっおっおっ[image: ]お、お汁でるっ[image: ]でるでるっ[image: ][image: ][image: ]」

　深い牝めす穴あなを肉棒で耕し、リオナさんの噴水を見た後は。

　ミミちゃんの膣中に再び挿入し、幼げな身体を跳ねさせる。

「あっ[image: ]うああっ[image: ]お腹すごいぃっ[image: ]ほじほじイグぅっ[image: ][image: ][image: ]」

　そして極上の牝穴をたっぷり堪能して、限界を迎えたら。

「ああ……出るよっ！　でるでるっ!!」

「く、くださいっ[image: ]くださいいいいっ[image: ][image: ][image: ]」

　まずは必死に強ね請だるリオナさんの膣中へ、思い切り射精する。

　──ビュルルッ!!!　ビュクッ!!!

「おぅッ[image: ][image: ][image: ]んほぉッ[image: ][image: ][image: ]」

　そしてリオナさんの下品な絶頂顔でこみ上げた分は、今度はミミちゃんの膣中で爆発させる。

　──ドビュルルッ!!　ビュルルッ!!

「あぅううッ[image: ]あちゅいよぉおおッ[image: ][image: ][image: ]」

　揃って達する美少女達。

「はぁっ……はぁっ……」

　女性を好き放題食べ散らかした罪悪感と、征服感に浸る俺。







[image: ]







　しかし、宴はまだ終わりではなかったらしい。

「あっ!?　り、リオナさん……!?」

　気づけば彼女は膝立ちになって肉棒を乳房で挟み、亀頭を口内へと納めてしまっていた。

「ぇろッ……[image: ]ちゅぱっ[image: ]ぢゅぞっ[image: ]えろっ……[image: ]」

　どこで覚えたのか、少女はいやらしいお掃除フェラで残った精を抜き取る。

　そして、フェラはそこからミミちゃんにバトンタッチ。

「はぷっ[image: ]」

　そこからは、ミミちゃんの情熱的な励ましが始まったのだ。

「んふっ[image: ]ふーっ[image: ]ぢゅぞぞぞッ[image: ]ぢゅうううっ[image: ]」

　見たこともない、いやらしい表情と舌技で肉棒はすぐさま元気を取り戻す。

「はぁっ、はぁっ……。また、いくよ……？」

　素敵な性技と期待の眼差しを合図に、快楽の宴は振り出しに戻り……。

「あぁッ[image: ]あああっ[image: ]またぁっ[image: ]おちんちんっ[image: ]」

「おっ[image: ]おっ[image: ]いぐっ[image: ]おしる、でるッ[image: ]」

　二人の可愛い従業員の嬌声は、しばらく調理場から消えることは無かった。

「他の院生が刺激されてしまうから……どうかもう少し静かに頼む……」

　その後、頬を染めた院長さんに叱られたのは、二人には内緒である。


〈了〉















　　あとがき







　この度は『左遷先は女性都市！Ｒ』をお手にとっていただき、誠にありがとうございます。

　続刊という大変貴重な機会を頂き、今作は正道院という舞台でのハーレム物語となりました。

　新たなヒロイン達の懸命な姿、エッチな姿を楽しんでいただけていれば嬉しいです。

　今回も素晴らしいイラストを描いてくださったアジシオ先生、細部に渡り我儘を聞いてくださり尽力してくださった編集者さま。出版、書店関係者の皆様、そして『ノクターンノベルズ』にて拙作を読んでくださっている読者の皆様。

　女性都市の世界にお力をくださった全ての方に、この場を借りて深く御礼を申し上げます。本当にありがとうございます！

　そして改めて、このあとがきを読んでくださっているあなたに、精一杯の感謝を申し上げます。

この本が少しでもあなたの心の休息になっていたら、作者としてこれ以上の幸せはありません。





二〇二二年 二月　一夜 澄













●本作は小説投稿サイト「ノクターンノベルズ」（https://noc.syosetu.com）にて連載中の『左遷先は女性都市！　～美女達と送るいちゃラブハーレム都市生活～』を修正・加筆し、改題したものです。
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